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2010～2013年（平成22～25年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

22. 3.18 奈良地判
平20(ワ)241

愛知ミタカ運輸事件 1144-85(ダ全) 労経速2091-23 控訴

22. 9.14 大阪高判
平22(ネ)1386

愛知ミタカ運輸事件 1144-74(ダ全) 労経速2091-7 確定

23. 7.25 札幌地判
平22(ワ)2320

三和交通（歩合給等・付加金）事件 1123-127 労旬1753-66 控訴

24. 2.16 札幌高判
平23(ネ)412

三和交通（歩合給等・付加金）事件 1123-121 上告・上告
受理申立

24. 9. 6 甲府地判
平22(ワ)542

山梨県民信用組合事件 1136-21 労旬1862-58
労経速2280-23

控訴

25. 7.18 徳島地判
平22(ワ)235

四国化工機ほか1社事件 1133-80 控訴

25. 8.28 東京高判
平25(ネ)2862

有限会社Ｙ事件 未掲載 判タ1420-93 上告・上告
受理申立

25. 8.29 東京高判
平24(ネ)6685

山梨県民信用組合事件 1136-15 労旬1862-52
労経速2280-18

上告受理申
立

25. 9.12 東京地判
平23(ワ)12298

財団法人日本相撲協会（力士・解雇
処分・第2）事件

未掲載 判タ1418-207
労経速2191-11

控訴

25. 9.25 静岡地沼津支判
平22(ワ)483

石川タクシー富士宮ほか事件 1127-57 控訴

25. 9.26 東京高判
平25(ネ)1056

エヌ・ティ・ティ企業年金基金事件 未掲載 判タ1418-124 上告

25. 9.26 東京地判
平23(ワ)35576

ソクハイ（契約更新拒絶）事件 1123-91 判時2212-97
労経速2198-3

控訴

25.11. 5 神戸地判
平20(行ウ)62

国・神戸東労基署長（造船会社）事
件

未掲載 判時2304-120 控訴

25.12. 9 長崎地佐世保支判
平23(ワ)369

国（海上自衛隊Ａ地方隊・パワハラ）
事件

未掲載 季刊公判3-56 控訴

2 2016年(平成28年)労働判例･命令年間総索引 (No.1123～1144)

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

言渡日順判例・命令索引
No.1123～1144〔2016年1月1・15日号～12月15日号〕

・本誌2016年（平成28年）1月1・15日号（No.1123）から12月15日号（No.1144）までに掲
載した判例・命令および本誌未掲載の他誌掲載判例を言渡日順に収録した。

・「労判掲載号・頁」欄中の，(ダ)は「判例ダイジェスト」として掲載したもの，また(ダ全)
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ト」として，それぞれ紹介した事件を表す。
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2014年（平成26年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

《2月》

26. 2.25 仙台地判
平24(ワ)1118

七十七銀行（女川支店）事件 1123-63 判時2217-74 控訴

《3月》

26. 3.18 東京高判
平25(行コ)395

国・中労委（大阪府教委・大阪教育
合同労組）事件

1123-159(ダ全)労旬1814-59
別冊中時1460-
37

上告・上告
受理申立

26. 3.31 札幌地判
平23(行ウ)32

北海道・道労委（北海道教職員組合）
事件

1136-156(ダ全)別冊中時1461-
66

控訴

《4月》

26. 4.14 大阪地判
平23(行ウ)71ほか

国・天満労基署長（寿司田）事件 1125-80 控訴

26. 4.23 鳥取地判
平22(ワ)320ほか

学校法人矢谷学園ほか事件 1130-50 控訴

《5月》

26. 5.21 東京高判
平25(ネ)6368

ソクハイ（契約更新拒絶）事件 1123-83 上告受理申
立

《6月》

26. 6.12 東京高判
平25(ネ)6273

石川タクシー富士宮ほか事件 1127-43 判時2294-102 上告・上告
受理申立

《9月》

26. 9.10 東京高判
平26(行コ)163

国・行橋労基署長（テイクロ九州）
事件

未掲載 労経速2290-6 上告受理申
立

26. 9.19 大阪地判
平24(ワ)5631

ＡＮＡ大阪空港事件 1126-25 労経速2233-3 控訴

《10月》

26.10.31 秋田地判
平23(行ウ)6

北秋田市（米内沢病院職員）事件 1139-61 控訴

《11月》

26.11.17 神戸地判
平24(行ウ)54

兵庫県・兵庫県労委（テーエス運輸・
第2）事件

未掲載 別冊中時1488-
40

控訴

26.11.20 東京地判
平25(行ウ)557

東京都・都教委（東村山高校・退職
手当支給制限処分）事件

未掲載 季刊公判4-47 控訴

26.11.26 大阪地判
平24(行ウ)164ほ

か

大阪市・大阪市立西九条小学校長ほ
か（学校施設使用不許可処分）事件

未掲載 判タ1421-152 控訴

26.11.27 京都地判
平23(ワ)3774

中野運送店事件 1124-84(ダ) 控訴後和解

26.11.28 大阪地決
平26(ヨ)395

全日本建設運輸連帯労組関西地区生
コン支部（甲野建設）事件

未掲載 労旬1852-65 控訴

《12月》

26.12.12 札幌地判
平25(ワ)1180

学校法人天使学園（大学教授）事件 1132-40 判時2286-129
労経速2262-19

控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

26.12.24 長野地松本支判
平25(ワ)238

Ａ農協事件 1132-61 控訴

26.12.25 千葉地判
平25(ワ)914

富士運輸（割増賃金等）事件 1137-56 控訴

2015年（平成27年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

《1月》

27. 1.13 甲府地判
平24(ワ)487

クレイン農協ほか事件 1129-67 控訴後和解

27. 1.15 高松地決
平26(行ク)4

詫間港運（香川県労委・緊急命令）
事件

1137-40

27. 1.16 大阪高判
平26(行コ)84

国・天満労基署長（寿司田）事件 1125-57 上告・上告
受 理 申 立
(上告は取
下げ)

27. 1.16 大阪地判
平25(行ウ)228

東大阪市事件 1124-78(ダ) 控訴

27. 1.19 大阪地判
平25(行ウ)120

泉北環境整備施設組合事件 1124-33 控訴

27. 1.19 大阪地判
平24(行ウ)185

国・北大阪労基署長（ＪＲ西日本・
適応障害等）事件

1124-71(ダ) 控訴

27. 1.21 東京地決
平26(行ク)368

東京都・都教委（免職処分執行停止・
仮処分）事件

1123-153(ダ)

27. 1.28 東京高判
平26(ネ)4547

サントリーホールディングスほか事
件

未掲載 労経速2284-7

27. 1.28 大阪地判
平23(ワ)8408

日本航空（客室乗務員）事件 1126-58(ダ全) 判時2282-121
判タ1421-187
労旬1840-72

控訴

《2月》

27. 2.18 東京地判
平25(ワ)28035

出水商事（年休等）事件 1130-83(ダ) 労経速2245-3 控訴

27. 2.25 福岡地小倉支判
平26(ワ)384

国家公務員共済組合連合会ほか（Ｃ
病院）事件

1134-87(ダ) 確定

27. 2.26 東京高判
平26(ネ)5194

介護ヘルパーほか（ＮＰＯ法人Ａ・
差止請求）事件

1124-68(ダ) 上告・上告
受理申立

27. 2.26 札幌高判
平26(行コ)3

北海道・道労委（北海道教職員組合）
事件

1136-138(ダ全)別冊中時1481-
54

上告・上告
受理申立

27. 2.26 大阪高判
平26(ネ)2524

西宮カーゴ事件 1125-92(ダ) 上告受理申
立

27. 2.27 東京地判
平26(ワ)8332

有限会社空事件 1123-149(ダ) 確定

《3月》

27. 3. 2 長崎地判
平25(行ウ)1

国・長崎労基署長（長崎大学病院）
事件

1127-88(ダ) 労経速2242-13 確定

27. 3. 4 広島地判
平24(行ウ)47

国・広島中央労基署長（中国新聞シ
ステム開発）事件

1131-19 控訴

27. 3. 6 札幌地判
平24(行ウ)35

国・函館労基署長（ＮＴＴ北海道テ
レマート）事件

1126-46(ダ全) 確定

27. 3. 9 神戸地判
平25(ワ)1901

テーエス運輸（配転）事件 1144-49 控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

27. 3.11 東京地判
平25(ワ)25357ほ

か

乙山法律事務所経営者事件 未掲載 判時2274-73 確定

27. 3.12 東京地判
平25(ワ)22110

トミテック事件 1131-87(ダ) 控訴

27. 3.12 横浜地判
平23(行ウ)82

国・厚木労基署長（コープかながわ）
事件

1129-87(ダ全) 確定

27. 3.13 東京地判
平25(ワ)29469

出水商事事件 1128-84(ダ) 労経速2251-3 控訴

27. 3.16 大分地判
平25(行ウ)2ほか

大分県知事事件 未掲載 季刊公判5-52 控訴

27. 3.20 大阪地判
平25(ワ)9418

ＪＲ西日本（うつ病自殺）事件 未掲載 判タ1421-254 確定

27. 3.25 東京高判
平26(ネ)6370

公益財団法人えどがわ環境財団事件 1130-78(ダ) 確定

27. 3.25 東京高判 東京都・都教委（東村山高校・退職
手当支給制限処分）事件

未掲載 季刊公判4-40 上告受理申
立

27. 3.25 さいたま地判
平21(ワ)2203

ＤＮＰファインオプトロニクスほか
事件

1129-16 判時2288-109
労旬1859-41
労経速2267-12

控訴

27. 3.25 大阪地決
平27(モ)245

サンテレホン（移送申立て）事件 1124-67(ダ全) 労経速2249-3

27. 3.26 東京地立川支判
平24(ワ)3181

警備会社Ａ事件 1123-144(ダ) 控訴

27. 3.26 金沢地判
平23(ワ)658

東和工業事件 1128-76(ダ) 控訴

27. 3.27 東京地判
平25(ワ)16709

アンシス・ジャパン事件 1136-125(ダ) 労経速2251-12 確定

27. 3.31 大阪地判
平23(ワ)9716ほか

生コン製販会社経営者ら（会社分割）
事件

1135-39 判時2300-50 控訴

《4月》

27. 4. 8 札幌地判
平26(行ウ)8

北海道市町村職員退職手当組合事件 1129-54 控訴

27. 4.16 東京地立川支判
平25(ワ)2021

公立大学法人都留文科大学事件 未掲載 労経速2268-11 控訴

27. 4.17 札幌地判
平25(ワ)1377

医療法人社団恵和会ほか事件 1134-82(ダ) 労旬1846-64 確定

27. 4.22 仙台高判
平26(ネ)92

七十七銀行（女川支店）事件 1123-48 判時2258-68 上告・上告
受理申立

27. 4.23 東京地判
平25(ワ)7202

日本郵便（定年再雇用）事件 未掲載 労経速2266-20 控訴

27. 4.23 横浜地判
平25(ワ)689ほか

医療法人社団Ｙ事件 未掲載 判時2287-124 控訴

27. 4.24 大阪地判
平25(ワ)3690

大和証券ほか1社事件 1123-133(ダ) 控訴

《5月》

27. 5. 7 京都地判
平25(ワ)1917ほか

国立大学法人京都大学事件 1138-74(ダ) 労旬1848-41
労経速2252-3

控訴

27. 5.12 東京地判
平25(ワ)17050

Ｘ企業年金基金（退職一時金）事件 未掲載 判タ1421-216 控訴

27. 5.14 東京高判
平26(行コ)486

国・中労委（吹田市・校務員配置）
事件

1124-56(ダ全) 確定

27. 5.14 大阪高決
平26(ラ)1404

全日本建設運輸連帯労組関西地区生
コン支部（甲野建設）事件

未掲載 労旬1852-62

27. 5.19 東京地判
平24(ワ)36197

有限会社Ｙ1ほか事件 未掲載 判タ1422-335 控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

27. 5.20 福岡地判
平24(行ウ)52

北九州市・市交通局（市営バス運転
手）事件

1124-23 控訴

27. 5.26 名古屋地岡崎支判
平26(ワ)204

アイシン機工ほか1社事件 未掲載 労経速2289-9

27. 5.27 広島高松江支判
平26(ネ)38

学校法人矢谷学園ほか事件 1130-33 確定

27. 5.28 東京高判
平26(行コ)177

東京都・都教委（職務命令違反・国
歌斉唱）事件

未掲載 判時2278-21 上告・上告
受理申立

27. 5.29 大阪地判
平24(ワ)6437

国（大阪労働局）事件 未掲載 季刊公判6-40 控訴

《6月》

27. 6. 2 大阪高判
平26(行コ)162

大阪市（市労連ほか・組合事務所使
用不許可処分取消等）事件

未掲載 判時2282-28 確定

27. 6. 2 東京地判
平26(ワ)11718ほ

か

ＫＰＩソリューションズ事件 1143-75(ダ) 労経速2257-3 確定

27. 6. 8 東京地判
平25(ワ)22822

学校法人早稲田大学事件 1141-82(ダ) 控訴

27. 6.18 東京高判
平26(行コ)369

東京都・都労委（日本航空乗員組合
等）事件

1131-72(ダ全) 労旬1850-49 上告・上告
受理申立

27. 6.19 大阪高判
平25(行コ)211

地公災基金大阪府支部長（市立中学
校教諭）事件

1125-27 判時2280-21 上告・上告
受 理 申 立
(上告受理
申立は取下
げ)

27. 6.23 東京地判
平26(ワ)1922

槇町ビルヂング事件 未掲載 労経速2258-3

27. 6.24 東京高判
平27(ネ)511ほか

Ａ農協事件 1132-51 上告・上告
受理申立

27. 6.26 大阪高判
平26(行コ)163

大阪市（市労組ほか・組合事務所使
用不許可処分等）事件

未掲載 判時2278-32
労旬1857-40

上告・上告
受理申立

27. 6.26 東京地判
平24(ワ)13811

学校法人早稲田大学（セクハラ・解
任・第2）事件

未掲載 判時2278-129

27. 6.26 東京地判
平24(ワ)30796

ＮＥＸＸ元従業員事件 未掲載 労経速2258-9

27. 6.30 東京地判
平25(ワ)16020

市進事件 1134-17 労経速2257-16 控訴

《7月》

27. 7. 8 千葉地判
平25(ワ)1642

市川エフエム放送事件 1127-84(ダ) 控訴

27. 7. 8 岐阜地判
平24(ワ)224

丸萬乙山興業ほか事件 未掲載 判時2280-111

27. 7.10 大阪高判
平26(行コ)189

兵庫県・兵庫県労委（テーエス運輸・
第2）事件

未掲載 別冊中時1488-
27

上告・上告
受理申立

27. 7.14 甲府地判
平25(ワ)301

クレイン農協（共済金支払）事件 1129-81 判時2280-131 控訴後和解

27. 7.15 東京地判
平21(ワ)33221

日産自動車ほか1社事件 1131-52 労経速2261-9 確定

27. 7.16 東京高判
平27(ネ)1166

国際自動車事件 1132-82(ダ全) 労旬1847-49 上告・上告
受理申立

27. 7.17 東京地判
平23(ワ)39604ほ

か

日本郵便（契約社員・雇止め）事件 未掲載 労旬1863-32

27. 7.29 東京地判
平25(ワ)18093

日本電気事件 1124-5 判時2279-125
判タ1424-283
労経速2259-3

控訴
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

27. 7.29 福岡地判
平26(ワ)1736

学校法人杉森学園事件 1132-76(ダ) 確定

27. 7.31 京都地判
平26(ワ)560

類設計室（取締役塾職員・残業代）
事件

1128-52 控訴

《8月》

27. 8. 7 東京地判
平25(ワ)12898

三菱地所リアルエステートサービス
事件

未掲載 労経速2263-3

27. 8.10 大阪地判
平26(ワ)30020

阪急バス（未払割増賃金）事件 未掲載 労経速2281-9

27. 8.10 和歌山地判
平24(ワ)192

社会福祉法人和歌山ひまわり会ほか
事件

1136-109 控訴後和解

27. 8.14 福岡高判 国（海上自衛隊Ａ地方隊・パワハラ）
事件

未掲載 季刊公判3-41 確定

27. 8.18 東京地判
平26(ワ)15908

エスケーサービス事件 未掲載 労経速2261-26

27. 8.26 最一小決
平26(受)2283

日本政策金融公庫（うつ病・自殺）
事件

1126-92(リ)

27. 8.27 東京地判
平26(行ウ)305

国・上野労基署長（甲野電気工事）
事件

未掲載 労経速2258-19

27. 8.28 東京地判
平26(行ウ)315

国・中央労基署長（日本運搬社）事
件

掲載予定 労経速2265-3 控訴

《9月》

27. 9. 7 東京地判
平25(ワ)32891

株式会社Ｙ（放送車両事業部）事件 未掲載 判タ1423-295

27. 9. 8 東京地判
平25(ワ)33881

宮城交通事件 1135-86(ダ全) 労経速2263-21 控訴

27. 9. 9 東京地判
平26(ワ)11031

東芝（懲戒処分・配転）事件 未掲載 労経速2266-3

27. 9.10 東京高判
平26(ネ)2672

日産自動車ほか（派遣社員ら雇止め
等）事件

1135-68 上告・上告
受理申立

27. 9.10 東京地判
平25(行ウ)337

国・中労委（スクラムユニオン・ひ
ろしま）事件

未掲載 判時2295-35
判タ1423-250
別冊中時1487-
27
労旬1853-64

控訴

27. 9.10 東京地判
平26(行ウ)613

国・新宿労基署長（構造計画研究所）
事件

未掲載 労経速2265-16

27. 9.10 京都地判
平24(ワ)1605

南山建設事件 未掲載 判時2293-75 控訴後和解

27. 9.11 札幌高判
平27(行コ)7

北海道市町村職員退職手当組合事件 1129-49 上告・上告
受理申立

27. 9.11 大阪高判
平26(ネ)1905

ＮＨＫ神戸放送局（地域スタッフ）
事件

1130-22 判時2297-113
労経速2264-3

上告・上告
受理申立

27. 9.11 佐賀地判
平27(レ)15

Ｙ社事件 未掲載 判時2293-112 上告棄却

27. 9.14 岐阜地判
平22(ワ)1277ほか

ニチアス（羽島工場・石綿ばく露）
事件

未掲載 判時2301-112 確定

27. 9.16 大津地彦根支判
平27(ワ)163

ハマキョウレックス（差戻審）事件 1135-59 控訴

27. 9.18 東京地判
平26(ワ)13271

一般財団法人厚生年金事業振興団事
件

1139-42 控訴

27. 9.18 東京地判
平25(ワ)12174ほ

か

弁護士法人法律事務所ＭＩＲＡＩＯ
（第2次）事件

未掲載 判時2294-65 控訴

27. 9.18 京都地判
平25(行ウ)17

国・京都下労基署長（セルバック）
事件

1131-29 判時2302-125 確定
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

27. 9.25 大阪高判
平27(行コ)42

国・池袋労基署長（光通信グループ）
事件

1126-33 確定

27. 9.25 東京地判
平25(ワ)20746

東京理科大学（パワハラ・懲戒処分）
事件

未掲載 労経速2260-13

27. 9.28 東京地判
平26(行ウ)165

東京都・都労委（ソクハイ）事件 1130-5 別冊中時1491-
50

控訴

27. 9.29 大阪高判
平26(ネ)2810

ＡＮＡ大阪空港事件 1126-18 上告受理申
立

27. 9.29 大阪地判
平26(ワ)3066

ミトミほか事件 未掲載 労経速2269-3

27. 9.30 横浜地川崎支判
平26(ワ)879

アールエス興業事件 1125-16 控訴

《10月》

27.10. 2 札幌高判
平27(ネ)22

学校法人天使学園（大学教授）事件 1132-35 判時2286-127
労経速2262-16

確定

27.10. 2 東京地判
平26(ワ)6956

社会福祉法人全国重症心身障害児
（者）を守る会事件

1138-57 労経速2270-3 控訴

27.10. 7 東京高判
平27(ネ)3329ほか

医療法人社団Ｙ事件 未掲載 判時2287-118 上告・上告
受理申立

27.10. 9 東京地判
平26(ワ)17940

キングスオート事件 未掲載 労経速2270-17

27.10.13 大阪高判
平27(行コ)2

大阪市・大阪市立西九条小学校長ほ
か（学校施設使用不許可処分）事件

未掲載 判時2296-30 確定

27.10.15 大阪高判
平27(行コ)4ほか

大阪市・市交通局長（入れ墨調査）
事件

1136-92 判時2292-30
季刊公判4-69

上告・上告
受理申立

27.10.15 横浜地判
平26(ワ)1458

エヌ・ティ・ティ・ソルコ事件 1126-5 控訴

27.10.16 京都地決
平27(ヨ)318

きょうとユニオン（iWAi 分会・仮
処分）事件

1137-14 労旬1874-65 抗告

27.10.16 鳥取地判
平25(ワ)68

三洋電機（契約社員・雇止め）事件 1128-32 控訴

27.10.21 最二小決
平26(オ)967ほか

オリエンタルモーター（第二次賃金
差別）事件

1126-91(リ)

27.10.22 広島高判
平27(行コ)13

国・広島中央労基署長（中国新聞シ
ステム開発）事件

1131-5 確定

27.10.22 福岡高判
平27(行コ)27

大分県知事事件 未掲載 季刊公判5-41 上告・上告
受理申立

27.10.22 岐阜地判
平26(ワ)192

穂波事件 1127-29 控訴後和解

27.10.26 東京地判
平26(行ウ)595

東京都・都教委（都立高校教員・免
職処分）事件

未掲載 判時2297-22
判タ1422-153

控訴

27.10.28 東京高判
平27(ネ)3175

公立大学法人都留文科大学事件 未掲載 労経速2268-3

27.10.28 仙台高秋田支判
平26(行コ)3

北秋田市（米内沢病院職員）事件 1139-49 上告受理申
立

27.10.29 最一小決
平27(受)59

三菱重工業（下関造船所・じん肺）
事件

1132-92(リ)

27.10.29 大分地判
平24(行ウ)6

国・大分労基署長（ＮＴＴ西日本・
うつ病）事件

1138-44 確定

27.10.30 高松高判
平25(ネ)304

四国化工機ほか1社事件 1133-47 確定

27.10.30 東京地判
平26(ワ)1882

Ｌ産業（職務等級降級）事件 1132-20 控訴後和解

27.10.30 東京地判
平25(ワ)21848

ＴＳＰ元従業員事件 未掲載 判時2307-99
労経速2268-20

確定
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

《11月》

27.11. 5 東京高判
平27(ネ)3108

日本郵便（定年再雇用）事件 未掲載 労経速2266-17

27.11. 5 東京地判
平26(ワ)21131

Ｍコーポレーション事件 1134-76(ダ) 判時2300-121 控訴

27.11.11 東京高判
平27(ネ)2592

ＤＮＰファインオプトロニクスほか
事件

1129-5 判時2288-102
労旬1859-32
労経速2267-3

上告・上告
受理申立

27.11.11 東京地判
平26(ワ)14251

共栄オーメック事件 未掲載 労経速2275-3

27.11.13 名古屋高判
平27(ネ)606

アイシン機工事件 未掲載 労経速2289-3

27.11.16 東京地判
平25(ワ)640

ＮＨＫ（フランス語担当者）事件 1134-57 労経速2274-3 確定

27.11.17 最三小判
平26(行ヒ)129

中津市（特別職職員）事件 1135-5

27.11.17 広島高判
平26(ネ)342

広島中央保健生協（Ｃ生協病院・差
戻審）事件

1127-5 判時2284-120
労経速2271-3

確定

27.11.18 さいたま地判
平25(ワ)1578

さいたま市（環境局職員）事件 1138-30 控訴

27.11.18 名古屋地判
平26(行ウ)5

国・岐阜労基署長（アピコ関連会社）
事件

1133-16 控訴

27.11.18 大阪地判
平25(ワ)3197

学校法人追手門学院（追手門学院大
学）事件

1134-33 控訴(控訴
後取下げ)

27.11.19 大阪高判
平27(ネ)1215

テーエス運輸（配転命令）事件 1144-49 上告・上告
受理申立

27.11.25 大阪高判
平27(ネ)2130

国（大阪労働局）事件 未掲載 季刊公判6-22 上告・上告
受理申立

27.11.27 東京地判
平26(行ウ)189

国・中労委（旧社会福祉法人ひまわ
りの会）事件

掲載予定 別冊中時1490-
33

控訴

27.11.27 さいたま地判
平26(ワ)983

新生銀行（減給）事件 未掲載 判時2291-129
労経速2272-3

控訴

27.11.27 横浜地決
平27(ヨ)154

コンチネンタル・オートモーティブ
（地位保全等・仮処分）事件

未掲載 労経速2291-14 抗告

27.11.27 横浜地相模原支判
平25(ワ)462

鍼灸整骨院院長事件 1141-79(ダ) 確定

27.11.30 大阪地判
平25(ワ)7442

ＮＨＫ堺営業センター（地域スタッ
フ）事件

1137-61 労旬1860-41 控訴

《12月》

27.12. 3 東京高判
平27(ネ)4016

市進事件 1134-5 確定

27.12.11 大阪高判
平27(ネ)1538

生コン製販会社経営者ら（会社分割）
事件

1135-29 判時2300-44 上告受理申
立

27.12.14 最一小判
平26(オ)77ほか

エヌ・ティ・ティ企業年金基金事件 未掲載 裁時1642-23
判時2294-29
判タ1423-117

27.12.14 東京地判
平26(行ウ)236

国・東京国税局（麹町税務署）事件 未掲載 季刊公判6-52 控訴

27.12.16 最二小決
平26(オ)1634ほか

医療法人稲門会（いわくら病院）事
件

1125-96(リ)

27.12.16 大阪高判
平27(ネ)697ほか

大阪市ほか（労使関係アンケート調
査）事件

未掲載 判時2299-54 確定

27.12.17 東京地判
平25(行ウ)112

国・三田労基署長（シー・ヴイ・エ
ス・ベイエリア）事件

掲載予定 労経速2269-8 控訴

27.12.22 東京地判
平26(ワ)26275

乙山月子税理士事務所事件 未掲載 労経速2271-23
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

27.12.22 長崎地判 長崎県（職員懲戒処分）事件 未掲載 季刊公判5-81 控訴

27.12.24 東京高判
平27(ネ)2236

富士運輸（割増賃金等）事件 1137-42 確定

27.12.25 東京地判
平26(ワ)27027

東京メトロ（諭旨解雇・本訴）事件 1133-5 労経速2273-3 控訴

27.12.28 高松地判
平26(行ウ)4

香川県・県労委（詫間港運）事件 1137-15 控訴後和解

2016年（平成28年）判例

言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

《1月》

28. 1. 7 名古屋地岡崎支判
平27(ワ)62ほか

トヨタ自動車ほか事件 掲載予定 控訴

28. 1.12 大分地中津支判
平26(ワ)97

中津市（特別職職員・年休）事件 1138-19 労経速2276-3 確定

28. 1.14 東京地判
平25(ワ)6929

大王製紙事件 1140-68 労経速2283-13 控訴

28. 1.15 東京地判
平25(ワ)26113

第一紙業元従業員事件 未掲載 労経速2276-12

28. 1.15 福井地判
平26(ワ)150ほか

ナカヤマ事件 1132-5 判時2306-127 控訴後和解

28. 1.18 東京地判
平27(ワ)1759

元アイドルほか事件 1139-82(ダ) 確定

28. 1.19 東京地判
平27(ワ)2034

学究社事件 1143-31 労経速2275-24 控訴

28. 1.22 大阪地判
平23(ワ)8942ほか

国・建材メーカー41社（石綿・じん
肺）事件

未掲載 判タ1426-49 控訴

28. 1.25 東京地判
平25(ワ)3175

神社本庁ほか事件 未掲載 労経速2272-11

28. 1.26 東京地判
平25(ワ)33632

三菱重工業（名古屋航空宇宙システ
ム製作所）事件

未掲載 労経速2279-3

28. 1.28 大阪高判
平25(行コ)209

国・神戸東労基署長（造船会社）事
件

未掲載 判時2304-110 確定

28. 1.28 静岡地判
平26(行ウ)22

ＪＲ東海（組合掲示物撤去）事件 未掲載 別冊中時1494-
48

28. 1.29 東京地判
平25(ワ)25952

全日本海員組合（再雇用更新拒絶）
事件

1136-72 労経速2273-11 控訴

28. 1.29 京都地判
平23(ワ)1956ほか

国ほか32社（石綿ばく露）事件 未掲載 判時2305-22
判タ1428-101

控訴

《2月》

28. 2. 5 東京地判
平26(ワ)25681ほ

か

大泰化工事件 未掲載 労経速2274-19

28. 2. 5 東京地判
平25(行ウ)32

国・新宿労基署長（日工技研）事件 未掲載 労経速2279-14

28. 2. 8 大阪高決
平27(ラ)1332

きょうとユニオン（iWAi 分会・仮
処分）事件

1137-5 労旬1874-59 特別抗告・
抗告許可申
立

28. 2. 8 大阪地判
平26(行ウ)2

大阪府・府労委（大阪シティバスほ
か）事件

未掲載 別冊中時1497-
47

控訴

28. 2.12 京都地判
平26(ワ)2233

石長事件 未掲載 労旬1869-53
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28. 2. 9 福岡高判
平27(ネ)667

サカキ運輸ほか（法人格濫用）事件 1143-67 確定

28. 2.10 東京地判
平26(ワ)4370

フジ製版元従業員事件 未掲載 労経速2277-3 控訴

28. 2.17 最二小決
平27(受)2315

神奈川ＳＲ経営労務センターほか事
件

1132-90(リ)

28. 2.17 東京高判
平27(ネ)5407

一般財団法人厚生年金事業振興団事
件

1139-37 確定

28. 2.19 最二小判
平25(受)2595

山梨県民信用組合事件 1136-6 裁時1646-1
判タ1428-16
労旬1862-48
労経速2280-3

高裁に差戻
し

28. 2.19 東京地判
平26(ワ)965

シンワ運輸東京事件 1136-58 控訴

28. 2.19 東京地判
平26(ワ)10346

公益財団法人ラボ国際交流センター
事件

未掲載 労経速2278-18 控訴後和解

28. 2.22 東京地判
平25(ワ)29625

国立研究開発法人国立精神・神経医
療研究センターほか事件

1141-56 控訴

28. 2.24 東京高判
平27(行コ)354

東京都・都労委（ソクハイ）事件 未掲載 別冊中時1496-
52

28. 2.25 東京高判
平27(行コ)352

国・中労委（スクラムユニオン・ひ
ろしま）事件

未掲載 別冊中時1496-
43

上告・上告
受理申立

28. 2.25 大阪地判
平26(ワ)12322

阪急バス事件 1139-28 労経速2282-3 控訴

28. 2.26 東京地判
平24(ワ)29263

野村證券事件 1136-32 控訴

28. 2.29 東京地判
平25(行ウ)795

地公災基金東京都支部長（市立Ａ小
学校教諭）事件

1140-49 労経速2277-15 控訴

《3月》

28. 3. 9 東京地判
平26(ワ)29954

社会福祉法人奉優会事件 未掲載 労経速2281-25

28. 3.16 東京地判
平25(ワ)1985ほか

ネットワークインフォメーションセ
ンターほか事件

1141-37 確定

28. 3.25 東京地判
平26(ワ)24595

愛田観光事件 未掲載 労経速2289-24

28. 3.28 東京地判
平24(ワ)29095

日本アイ・ビー・エム（解雇・第1）
事件

1142-40 労旬1867-45
労経速2286-3

控訴

28. 3.28 東京地判
平25(ワ)16158

日本アイ・ビー・エム（解雇・第2）
事件

未掲載 労経速2287-3

28. 3.29 最三小決
平27(受)910

社会医療法人Ａ会事件 1143-90(リ)

28. 3.29 名古屋地判
平24(ワ)4531

デンソー事件 未掲載 労経速2289-14

28. 3.29 長崎地判
平26(ワ)153

長崎県（臨時職員）事件 1138-5 控訴

28. 3.30 福井地判
平26(ワ)10

福井信用金庫（旧武生信用金庫）事
件

未掲載 判時2298-132 控訴

28. 3.31 東京地判
平26(ワ)25956

野村證券元従業員事件 1144-37 労経速2283-3

《4月》

28. 4.11 東京地判
平26(行ウ)462

国・中労委（動労千葉・支部役員配
転）事件

未掲載 別冊中時1500-
55

28. 4.12 京都地判
平25(ワ)3844

仁和寺事件 1139-5 判時2300-129
労旬1866-62

確定

28. 4.15 東京地判
平26(ワ)29807

レラ・六本木販売事件 未掲載 労経速2290-14
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言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

28. 4.15 京都地判
平25(ワ)3509

メルファインほか事件 1143-52 労旬1873-54 控訴後和解

28. 4.18 東京地判
平25(行ウ)80

国・北大阪労基署長（富士火災海上
保険）事件

未掲載 判タ1427-156

28. 4.19 福岡地小倉支判
平26(ワ)823

ツクイほか事件 1140-39 控訴後和解

28. 4.21 名古屋高判
平27(行コ)29

地公災基金名古屋市支部長（市営バ
ス運転士）事件

1140-5 確定

28. 4.21 東京地判
平26(ワ)26409

国際自動車（第2・歩合給等）事件 1141-25 控訴

28. 4.27 東京高判
平27(行コ)320

国・中央労基署長（日本運搬社）事
件

掲載予定 労経速2284-3 確定

《5月》

28. 5.10 東京地判
平27(ワ)8956

学校法人尚美学園（尚美学園大学）
事件

未掲載 労経速2282-15

28. 5.13 東京地判
平26(ワ)27214ほ

か

長澤運輸事件 1135-11 労旬1868-71
労経速2278-3

控訴

28. 5.18 大阪地判
平27(行ウ)282

大阪府・府労委（泉佐野市・チェッ
ク・オフ）事件

1143-35 判時2307-116 控訴

28. 5.19 前橋地高崎支判
平25(ワ)424

ヤマダ電機事件 1141-5 控訴

28. 5.25 東京高判
平28(行コ)28

国・東京国税局（麹町税務署）事件 未掲載 季刊公判6-76 確定

28. 5.26 東京高判
平27(行コ)321

国・中労委（全日本建設運輸連帯労
働組合関西地区生コン支部）事件

未掲載 別冊中時1499-
38

28. 5.26 神戸地判
平26(ワ)890

学校法人須磨学園ほか事件 1142-22 労旬1871-65 確定

28. 5.31 東京地判
平26(ワ)6694

ファイザー事件 未掲載 労経速2288-3

《6月》

28. 6. 3 最二小決
平27(行ヒ)254

北海道・道労委（北海道教職員組合）
事件

未掲載 別冊中時1502-
46

28. 6. 8 東京高判
平28(ネ)914

学究社事件 1143-25 労経速2282-11 上告・上告
受理申立

28. 6.16 大津地判
平27(行ウ)13

三軌工業事件 未掲載 別冊中時1503-
43

28. 6.17 最二小判
平27(行ツ)221

北海道・道労委（北海道教職員組合）
事件

未掲載 別冊中時1502-
46

28. 6.17 東京地判
平24(行ウ)54

日本年金機構（ベルリッツ・ジャパ
ン）事件

1142-5 労旬1874-43 確定

28. 6.29 東京地判
平27(行ウ)17

国・中労委（学校法人明泉学園Ｓ高
校・担任外し）事件

未掲載 別冊中時1505-
40

《7月》

28. 7. 4 東京高判
平28(ネ)1598ほか

フジ製版元従業員事件 未掲載 労経速2290-8

28. 7. 5 最三小決
平28(オ)223ほか

アイシン機工事件 未掲載 労経速2289-8

28. 7. 7 東京高決
平28(ラ)51

コンチネンタル・オートモーティブ
（地位保全等・仮処分）事件

未掲載 労経速2291-3

28. 7. 8 最二小判
平26(行ヒ)494

国・行橋労基署長（テイクロ九州）
事件

掲載予定 裁時1655-8
労経速2290-3

28. 7.26 大阪高判
平27(ネ)3037

ハマキョウレックス（差戻審）事件 1143-5 判タ1429-96 上告・上告
受理申立

12 2016年(平成28年)労働判例･命令年間総索引 (No.1123～1144)



言 渡 日 裁 判 所 事 件 名 労判掲載号･頁 他誌掲載号･頁 係争状況

《8月》

28. 8. 2 東京地判
平26(ワ)26846

甲社（視覚障害者）事件 未掲載 労経速2291-20

28. 8.25 東京地判
平26(ワ)20147ほ

か

Ｌ社事件 1144-25 確定

《9月》

28. 9. 1 東京高判
平28(行コ)24

国・三田労基署長（シー・ヴイ・エ
ス・ベイエリア）事件

掲載予定

28. 9.28 名古屋高判
平28(ネ)149

トヨタ自動車ほか事件 掲載予定

《10月》

28.10. 5 東京高判
平27(ネ)4778

日本郵便（契約社員・雇止め）事件 未掲載

《11月》

28.11. 2 東京高判
平28(ネ)2993

長澤運輸事件 1144-16
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2015年（平成27年）労委命令

言 渡 日 労 働 委 員 会 事 件 名 労判掲載号・頁 他誌掲載号・頁

27. 1.14 神奈川県労委 平24(不)35 日東興産事件 未掲載 別冊中時1490-1
27. 5.19 茨城県労委 平25(不)3 エスデイ製作所事件 1124-92
27. 7. 1 中労委 平25(不再)41ほか 甲野堂薬局事件 1126-89
27. 7. 7 東京都労委 平21(不)116ほ

か
東豊商事事件 未掲載 別冊中時1496-1

27. 7.21 東京都労委 平25(不)10ほか 民事法務協会事件 未掲載 別冊中時1499-1
27. 7.23 岡山県労委 平26(不)1 学校法人順正学園事件 1123-166 別冊中時1497-1
27. 7.27 徳島県労委 平26(不)3 海部川沿岸土地改良区事件 未掲載 別冊中時1493-1
27. 7.28 大阪府労委 平26(不)10ほか 泉佐野市（チェック・オフ）事件 1123-165
27. 7.28 大阪府労委 平25(不)40ほか Ｈ運送事件 1124-91
27. 8.25 東京都労委 平23(不)102 ＮＨＫ（名古屋放送局・地域スタッフ）

事件
1123-164

27.10. 6 東京都労委 平25(不)117 廣川書店事件 1128-94
27.10. 7 埼玉県労委 平26(不)2 日本郵便（越谷局）事件 1123-163
27.10.20 東京都労委 平25(不)93 東京航業研究所事件 1128-93
27.10.21 中労委 平25(不再)26 ＪＲ東海（賞与等減率等）事件 1128-92
27.10.21 中労委 平26(不再)50 学校法人尚美学園（大学改革再編等）

事件
1132-88

27.10.21 中労委 平26(不再)13 大阪市（市労連ほか・組合事務所退去）
事件

未掲載 別冊中時1491-
22

27.10.21 中労委 平26(不再)14ほか 大阪市（市労組・組合事務所退去）事
件

未掲載 労旬1857-82

27.10.21 三重県労委 平25(不)1 ＪＲ東海（伊勢運輸区）事件 1126-88
27.10.22 奈良県労委 平26(不)1 奈良市事件 1124-90
27.10.22 埼玉県労委 平26(不)4 埼玉県国保連合会事件 1126-87 別冊中時1499-

25
27.10.23 大阪府労委 平26(不)52 Ｔ社（懲戒解雇）事件 1130-93
27.11. 4 中労委 平25(不再)53 ＮＨＫ（全受労堺支部）事件 1126-86 別冊中時1493-

16
27.11.18 中労委 平26(不再)15ほか 大阪市（チェック・オフ）事件 1132-87 別冊中時1494-1
27.11.18 中労委 平26(不再)11 日幸製菓事件 1134-95
27.12. 7 長崎県労委 平25(不)4 光洋商事ほか1社事件 1130-92 別冊中時1500-1
27.12.16 中労委 平26(不再)34 日本精工事件 1130-91
27.12.24 兵庫県労委 平25(不)8 Ｐ社（配転等）事件 1130-90

2016年（平成28年）労委命令

言 渡 日 労 働 委 員 会 事 件 名 労判掲載号・頁 他誌掲載号・頁

28. 1. 5 大阪府労委 平26(不)12 社会福祉法人光摂会事件 未掲載 別冊中時1505-1
28. 1. 6 中労委 平26(不再)24 日本ロール製造事件 1134-94
28. 1. 8 大阪府労委 平26(不)58 高槻市（交通部）事件 1134-93
28. 1.19 東京都労委 平25(不)102 東京電力ほか4社事件 未掲載 別冊中時1502-1
28. 1.29 福岡県労委 平26(不)10 国立大学法人福岡教育大学事件 1134-92
28. 2.18 兵庫県労委 平26(不)13 神明解体工業事件 1132-86
28. 2.23 岩手県労委 平27(不)1の1 両磐酒造（団交拒否）事件 1136-170
28. 3. 2 中労委 平26(不再)22 沖縄セメント工業事件 1137-93
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言 渡 日 労 働 委 員 会 事 件 名 労判掲載号・頁 他誌掲載号・頁

28. 3. 2 中労委 平26(不再)20 廣川書店（第2）事件 未掲載 別冊中時1500-
29

28. 3.16 中労委 平27(不再)1 東急バス（残業手当・第2・審査再開）
事件

1137-92 別冊中時1497-
27

28. 3.17 山梨県労委 平26(不)1 身延山学園事件 未掲載 別冊中時1503-1
28. 3.25 大阪府労委 平26(不)73 ダイセイほか1社事件 未掲載 別冊中時1503-

29
28. 3.29 茨城県労委 平25(不)4ほか 小竹運輸ほか3社事件 1143-88
28. 3.30 神奈川県労委 平26(不)19 神奈川県総合リハビリテーション事業

団事件
未掲載 別冊中時1502-

25
28. 4. 6 中労委 平26(不再)58ほか 社会福祉法人大磯恒道会事件 1136-169
28. 4. 7 兵庫県労委 平26(不)8 伊藤興業ほか1社事件 1137-91
28. 4.15 福岡県労委 平27(不)5 学校法人九州電機工業学園事件 1137-90
28. 4.20 中労委 平26(不再)40ほか アイ介護サービス事件 1141-93
28. 4.21 兵庫県労委 平26(不)9 Ｑ社事件 1139-92
28. 5.26 神奈川県労委 平25(不)39 エスト事件 1143-87
28. 6. 1 中労委 平25(不再)75ほか アドバンストコミュニケーションテク

ノロジー事件
1136-168

28. 6.15 中労委 平26(不再)39 学校法人暁星学園事件 1143-86
28. 7. 4 愛知県労委 平26(不)8 Ｊ商事事件 1141-92
28. 7.13 石川県労委 平26(不)2 全日本海員組合（組合長再雇用更新拒

絶）事件
1139-91

28. 7.19 東京都労委 平27(不)17 国立大学法人東京学芸大学事件 1141-91 別冊中時1505-
21

28. 7.28 埼玉県労委 平27(不)1 大石運輸事件 1139-90
28. 8.18 兵庫県労委 平27(不)5 神戸ヤマト運輸事件 1141-90
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労 働 契 約

成否：労基法上の労働者性 労基法において，労働者
は，「事業又は事務所に使用される者で，賃金を支払わ
れる者をいう」と定められている（同法9条）ところ，
当該労務提供者がこれに当たるかどうかは，契約内容
および労務提供の実態等を総合考慮して，使用従属性
があるといえるかどうかに帰着するとした一審判断が
維持された例（ソクハイ〔契約更新拒絶〕事件・東京
高裁平26.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-83
成否：労基法上の労働者性 労組法3条，7条所定の
労働者に該当するか否かは，同法の目的（同法1条1
項）に照らし，団体交渉によって問題を解決すること
が適切な関係にあるか否かといった観点から検討され
るべきものであり，労働力の提供を強制される立場に
ある労基法上の労働者に対する種々の保護に関して規
定するところの労基法ないしは労契法所定の労働者の
該当性の判断のあり方との間で，自ずと差異が生ずる
ことを否定することはできないとした一審判断が維持
された例（ソクハイ〔契約更新拒絶〕事件・東京高裁
平26.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-83
成否：労基法上の労働者性 控訴人（一審原告）Ｘら
メッセンジャーが労組法3条，7条所定の労働者に該
当するか否かと労基法所定の労働者に該当するか否か
は，労組法と労基法のそれぞれの規定に則して判断さ
れるべきものであるとされた例（ソクハイ〔契約更新
拒絶〕事件・東京高裁平26.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-83

成否：労基法上の労働者性 Ｘらメッセンジャーが労
基法上の労働者に当たるとはいえず，本件契約②が労
働契約であるとはいえないから，その解消ないし打切
りに解雇権濫用法理の適用（労契法16条）があるとい
うこともできないとされ，これを前提とする地位確
認・未払賃金の支払請求等を退けた一審判断が維持さ
れた例（ソクハイ〔契約更新拒絶〕事件・東京高裁平
26.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-83
成否：労基法上の労働者性 Ｘらメッセンジャーが労
基法上の労働者に該当しないとしても，労組法上の労
働者には該当するから，本件更新拒絶に解雇権濫用の
法理が類推適用されるべきとのＸらの主張を退けた一
審判断が維持された例（ソクハイ〔契約更新拒絶〕事
件・東京高裁平26.5.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-83
成否 下請負人である被控訴人（一審被告）Ｙ4社に
よる指揮命令がなく，注文者である被控訴人（一審被
告）Ｙ1社がＹ4社の従業員に直接具体的な指揮命令を
して作業を行わせているような場合に当たるとは認め
られないとして，Ｙ4社とその従業員である控訴人（一
審原告）Ｘとの間の雇用契約および元請人である訴外
ミクロとＹ4社および訴外ミクロとＹ1社との間の各
業務委託契約について，いわゆる偽装請負であり，職
安法44条および労基法6条，ひいては公序良俗に反す
るからいずれも無効であるというＸの主張は，採用す
ることができないとされた例（ＤＮＰファインオプト
ロニクスほか事件・東京高裁平27.11.11判決)

……1129-5
成否 注文者であるＹ1社が下請負人であるＹ4社の
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従業員であるＸに対し具体的な指揮命令をする関係に
あったとはいえず，また，Ｙ1社がＸの採用手続きに
関与したり，Ｙ4社の従業員の賃金を決定していたこ
とをうかがわせる事情が見当たらない本件では，Ｙ4
社がＸの具体的な就業を管理していたことは明らかで
あり，Ｙ4社がＹ1社に労働者を提供するために設立さ
れたなどの設立目的等も認められないことなどの事実
を総合すれば，ＸとＹ1社との間に雇用契約関係が黙
示的に成立していたものと評価すべき事情は見当たら
ないとされ，同旨の一審判決が維持された例（ＤＮＰ
ファインオプトロニクスほか事件・東京高裁平27.11.
11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-5
成否：労働者性 控訴人（一審被告）Ｙ協会との間で，
放送受信料の集金および放送受信契約の締結等を内容
とする有期委託契約（本件契約）を継続して締結して
きた地域スタッフである被控訴人（一審原告）Ｘにつ
き，労基法（労契法）上の労働者に当たり，期間途中
の解雇を労契法17条1項の「やむを得ない事由」に基
づかない解雇であり無効として未払賃金請求を認めた
一審判決が取り消された例（ＮＨＫ神戸放送局〔地域
スタッフ〕事件・大阪高裁平27.9.11判決)㌀㌀㌀㌀1130-22
成否：労働者性 本件契約につき，稼働日数や稼働時
間がスタッフの裁量に任されており，時間的な拘束性
が相当低く，場所的拘束性も，訪問対象の世帯等がそ
の地域内にあるというだけで，訪問以外の場面ではそ
の地域内での待機を強いられるわけではなく，報酬の
出来高払い的性格，第三者への再委託などの事情を総
合すれば，労働契約的性質を有するとは認められない
とされた例（ＮＨＫ神戸放送局〔地域スタッフ〕事件・
大阪高裁平27.9.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-22
成否：派遣労働者 派遣法2条1号にいう労働者派遣
に該当する場合には，たとえ同法違反の事実があった
としても，その事実から当該労働者派遣が職安法4条
6項にいう労働者供給に該当することにはならないと
いうべきであり，また，仮に同法違反の労働者派遣が
行われた場合においても，特段の事情のない限り，そ
のことだけによって派遣労働者と派遣元との間の労働
契約が無効になることはないというべきであるとされ
た例（日産自動車ほか1社事件・東京地裁平27.7.15判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-52
成否：派遣労働者 派遣元である被告Ｙ2社に雇用さ
れ，派遣先である被告Ｙ1社において就労していた原
告ＸとＹ2社との契約関係が実体を欠いた，形骸化し
たものというのは困難であり無効とすべき特段の事情
は見当たらないとされた例（日産自動車ほか1社事
件・東京地裁平27.7.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-52
成否：派遣労働者 ＸとＹ1社との間の直接の雇用関
係の成立を認めるべき事情は見当たらず，ＸとＹ1社
との間で黙示の労働契約の成立は認められないとされ
た例（日産自動車ほか1社事件・東京地裁平27.7.15判

決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-52
成否：派遣労働者 派遣法40条の4および同40条の5
の規定は，派遣先と派遣労働者との間の労働契約の成
立・存在を擬制する旨の規定とはなっておらず，派遣
法の取締法規としての性質も勘案すると，同法上の指
導，助言，監督および公表という行政上の措置を通じ
て，間接的に派遣先に義務の履行を促すにすぎず，こ
れらの規定を根拠として，ＸとＹ1社との間の労働契
約の成立を認めることはできないとされた例（日産自
動車ほか1社事件・東京地裁平27.7.15判決)

……1131-52
成否 原告Ｘがその業務遂行の方法等について被告Ｙ
協会の指示・指導等を受けていたとは認められず，Ｘ
は，依頼された業務を第三者に再依頼することも許さ
れており，また，就業する際の時間的・場所的拘束の
程度も緩やかであったことからすれば，ＸがＹ協会の
指揮監督下で労務を提供していたとはいえないこと，
報酬の支払方法や公租公課の負担等をみても，Ｘが労
働基準法，労働契約法上の労働者であることの根拠と
なる事情は見当たらず，他にこれを認めるに足りる証
拠はないこと等から，本件契約は労働契約とは認めら
れず，本件契約は，準委任契約としての性格を有する
業務委託契約と解するのが相当であるとされた例（Ｎ
ＨＫ〔フランス語担当者〕事件・東京地裁平27.11.16
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-57
成否 ①原告Ｘが被告Ｙ社の指揮命令を受けて本件契
約上の業務を遂行していたとまで評価することはでき
ないこと，②ＸがＹ社によって業務遂行の場所と時間
を指定・管理されていたと評価することもできないこ
と，③Ｘの報酬は，接客という労務提供の対価とした
ならば極めて高額であること，④Ｘは，本件クラブに
在籍する他のホステスと異なる待遇を受けていたこ
と，⑤Ｙ社が社会保険の関係でＸを労働者として扱っ
ていたという事情もないこと等の各事情に照らせば，
本件契約について，ＸがＹ社の指揮監督下において労
働し，その対価として賃金の支払いを受ける旨の労働
契約であったと評価することは困難であり，Ｘは，労
働基準法および労働契約法上の労働者に該当しないと
いうべきであるとされた例（Ｍコーポレーション事
件・東京地裁平27.11.5判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-76(ダ)
成否 派遣法が，労働力の需給の適正な調整を図るた
め労働者派遣事業の適正な運営の確保に関する措置を
講じるとともに，派遣労働者の保護等を図り，もって
派遣労働者の雇用の安定その他福祉の増進に資するこ
とを目的とする行政上の取締法規であることを踏まえ
れば，仮に，派遣法に違反する労働者派遣が行われた
場合においても，特段の事情がない限り，そのことか
ら直ちに派遣労働者と派遣元の間の雇用関係が無効に
なるものではないとされた例（日産自動車ほか〔派遣
社員ら雇止め等〕事件・東京高裁平27.9.10判決)
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……1135-68
成否 派遣労働者と派遣先との間に，それぞれ労働契
約を成立させる意思の合致があったと認められて，黙
示の労働契約が成立するか否かについては，派遣労働
者および派遣先の就労当時の認識を前提としつつ，派
遣元の企業体としての独自性の有無，派遣労働者と派
遣先の間の事実上の使用従属関係，労務提供関係およ
び賃金支払関係の実情等を検討して決すべきものであ
るとされた例（日産自動車ほか〔派遣社員ら雇止め等〕
事件・東京高裁平27.9.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-68
成否 派遣法が行政上の取締法規であることを踏まえ
れば，仮に，同法に違反する事実が認められたとして
も，そのことから直ちに派遣労働者の個々の具体的な
法律上保護されるべき利益が損なわれたものとみるこ
とはできないとして，不法行為に基づく控訴人（一審
原告）Ｘらの慰謝料請求が否定された例（日産自動車
ほか〔派遣社員ら雇止め等〕事件・東京高裁平27.9.10
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-68
成否：労契法20条 原告Ｘが被告Ｙ社の正社員と同一
の権利を有する地位にあるとのＸの主張および月額30
万円とＸの支給賃金との差額ならびに正社員に支給さ
れる無事故手当，作業手当，給食手当，住宅手当等と
Ｘの支給賃金との差額の支払いを求めるＸの主張はい
ずれも採用できないとされた例（ハマキョウレックス
〔差戻審〕事件・大津地裁彦根支部平27.9.16判決)

……1135-59
成否：労契法20条 無事故手当，作業手当，給食手当，
住宅手当等の支給に関する正社員と契約社員との労働
契約条件の相違は，Ｙ社の経営・人事制度上の施策と
して不合理なものとはいえないというべきであるか
ら，本件有期労働契約に基づく労働条件の定めが公序
良俗に反するということはできないことはもとより，
労働契約法20条に反するということもできないとされ
た例（ハマキョウレックス〔差戻審〕事件・大津地裁
彦根支部平27.9.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-59
成否：労契法20条 無効とされた労働契約の条件が無
期契約労働者の労働条件によって自動的に代替される
ことになるとの効果を労働契約法20条の解釈によって
導くことは困難というべきであるから，労働契約の条
件が同条に違反する場合については，別途会社が不法
行為責任を負う場合があるにとどまるとされた例（ハ
マキョウレックス〔差戻審〕事件・大津地裁彦根支部
平27.9.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-59
成否：労働者性 地域スタッフは，被告Ｙ協会の具体
的な仕事の依頼，業務従事地域の指示等に対して諾否
の自由を有しないといえるが，これは，委託業務を包
括的に受託したことによるものであると解されるか
ら，これをもって直ちに指揮監督関係を肯定すること
はできないとされた例（ＮＨＫ堺営業センター〔地域
スタッフ〕事件・大阪地裁平27.11.30判決)

……1137-61
成否：労働者性 原告Ｘは，Ｙ協会に対し，労契法上
の労働者に準じる程度に従属して労務を提供していた
と評価することができるから，契約の継続および終了
においてＸを保護すべき必要性は，労契法上の労働者
とさほど異なるところはなく，本件契約の中途解約に
ついては，労契法17条1項を類推適用するのが相当で
あるとされた例（ＮＨＫ堺営業センター〔地域スタッ
フ〕事件・大阪地裁平27.11.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-61
成否 黙示の労働契約の成否について，本件では原告
Ｘ・被告Ｙ間に意思表示の合致が認められないばかり
か，そもそも地方公共団体における職員の勤務関係に
照らすと，任命権者による任用がない以上，Ｙとの間
で法的な雇用関係ないし勤務関係は成立しないとされ
た例（長崎県〔臨時職員〕事件・長崎地裁平28.3.29判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-5
成否 月額の手取賃金を30万円以上とすることの合意
および始期付無期労働契約の締結の合意は認めること
が困難であるとの一審判断が維持された例（ハマキョ
ウレックス〔差戻審〕事件・大阪高裁平28.7.26判決)

……1143-5
成否 控訴人（一審原告）Ｘ1が本件各契約書に署名
押印していること，その効力を否定する特段の事情も
認めがたいことから，本件労働契約において，「時給
1000円，賞与なし」の合意が成立したと認められると
された例（愛知ミタカ運輸事件・大阪高裁平22.9.14判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-74(ダ・全文)
内容 被告Ｙ社においては，就業規則に規定はないと
しても，正社員に対して，諸手当を一律に支給してお
り，そして，原告Ｘ13が正社員に登用されるに際して，
賃金を契約社員と同じに据え置くこと，あるいは，正
社員として扱わないことにつき，Ｘ13が同意したもの
と認めることのできる事情はないから，Ｙ社がＸ13に
諸手当全額を支給しないことは，労基法3条（均等待
遇）に反し，違法といえるとされた例（中野運送店事
件・京都地裁平26.11.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-84(ダ)
内容 月曜日から土曜日まで，使用者から日々就労す
る場所を指定されて現場作業に従事し，1つの作業現
場で6時間就労するごとに1万円の支給を受けるとい
う「フリーシフト制」につき，当該雇用契約は雇用期
間の定めがないものであり，原告Ｘは被告Ｙ社におい
て労基法39条にいう6年6か月以上の継続勤務をして
いたものと推認できるとし，年休権の発生要件を満た
しているものと認められた例（アールエス興業事件・
横浜地裁川崎支部平27.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-16
内容 退職功労金の支給基準（昭和55年基準）を内規
として設けていた被控訴人（一審被告）Ｙ社を退職し
た元従業員らおよび元従業員の相続人である控訴人
（一審原告）Ｘらが，当該内規が改廃されるまでに支
給基準を満たし既得の権利が発生していたと主張して
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行った退職功労金の支払請求につき，昭和55年基準は
退職金規程の内容を具体化するものではあるが，それ
自体は就業規則の一部ではないから，労働契約の内容
としてＹ社を拘束するものではないとして，Ｘらの請
求を棄却した一審判決が維持された例（ＡＮＡ大阪空
港事件・大阪高裁平27.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-18
内容 本件組合に宛てた書面に記載されていた昭和55
年基準は，一般的な就業規則とは形式が明らかに異
なっているうえ，就業規則を作成・変更するに当たっ
て法律上要求されている手続き（労基法89条・90条）
が行われたと認められず，しかも，同書面に昭和55年
基準が内規であることが記載され，加えて，労使の合
意としての書面が作成されていないことから，就業規
則として定められたものではないとされた例（ＡＮＡ
大阪空港事件・大阪高裁平27.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-18
内容 Ｘらが二審で主張に加えた労使慣行の成立の有
無の点につき，Ｙ社が昭和55年基準に従って退職功労
金を労働契約の内容とする意思を有していなかったこ
とから，昭和55年基準が労使双方の規範意識に支えら
れるものとして労使慣行となっていたとは認められな
いとして，Ｘらの主張が退けられた例（ＡＮＡ大阪空
港事件・大阪高裁平27.9.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-18
内容：労契法20条 被告Ｙ社においては，有期契約労
働者である嘱託社員と，無期契約労働者である正社員
との間に，賃金の定めについて，その地位の区別に基
づく定型的な労働条件の相違があることが認められる
のであるから，当該労働条件の相違が期間の定めの有
無に関連して生じたものであることは明らかであると
された例（長澤運輸事件・東京地裁平28.5.13判決)

……1135-11
内容：労契法20条 有期契約労働者と無期契約労働者
との間の労働条件の相違が不合理であるか否かについ
ては，有期契約労働者の職務内容ならびに当該職務の
内容および配置の変更の範囲が無期契約労働者と同一
であるにもかかわらず，労働者にとって重要な労働条
件である賃金の額について，有期契約労働者と無期契
約労働者との間に相違を設けることは，その相違の程
度にかかわらず，これを正当と解すべき特段の事情が
ない限り，不合理であるとの評価を免れないものであ
るというべきであるとされた例（長澤運輸事件・東京
地裁平28.5.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-11
内容：労契法20条 定年後の嘱託再雇用の有期契約労
働者である原告Ｘらと，正社員との間に，職務の内容，
当該職務の内容および配置の変更の範囲にまったく違
いがないにもかかわらず，賃金の額に関する労働条件
に相違を設けることを正当と解すべき特段の事情が認
められないとされた例（長澤運輸事件・東京地裁平28.
5.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-11
内容：労契法20条 嘱託社員の労働条件のうち賃金の
定めに関する部分が無効である場合には，正社員就業

規則の規定が原則として全従業員に適用される旨の定
めに従い，嘱託社員の労働条件のうち無効である賃金
の定めに関する部分については，これに対応する正社
員就業規則その他の規定が適用されることになるもの
と解するのが相当であるとされた例（長澤運輸事件・
東京地裁平28.5.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-11
内容 深夜勤務を含む長距離輸送に従事していたト
ラック運転手の一審原告Ｘの労働条件につき，集団就
職説明会の場で給与体系についての説明がなされたう
えで明確な労働契約書が作成されているものである
し，Ｘは被控訴人（一審被告）Ｙ社に入社する直前に
も歩合制のトラック運転手として勤務していたのであ
るからトラック運転手の勤務形態や賃金体系について
一定の知識と経験があったとして，割増賃金の算定方
法について説明されていなかったとするＸの主張が退
けられた例（富士運輸〔割増賃金等〕事件・東京高裁
平27.12.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-42
内容 契約社員としての雇用期間が満4年に達した者
に対して「直近の」正社員登用試験の受験資格を与え
るという点が原告Ｘらと被告Ｙ社との間の契約社員に
かかる雇用契約の内容となっていたといえないと認め
るのが相当であるとして，Ｙ社の債務不履行責任の点
については理由がないとされた例（阪急バス事件・大
阪地裁平28.2.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-28
内容 就業規則における70歳という院長の定年の定め
は，雇用契約の自動終了事由としての定年の定めで
あって，定年までに至る間の雇用継続を保証すること
を意味しないとした一審判決が維持された例（一般財
団法人厚生年金事業振興団事件・東京高裁平28.2.17
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-37
内容 本件雇用契約の締結に際しては，期間は期限の
定めのないものとすることが合意されたものと認めら
れ，被控訴人（一審被告）Ｙ法人が控訴人（一審原告）
Ｘに雇用期間を明示しなかったことを理由とする不法
行為の成立が否定された例（一般財団法人厚生年金事
業振興団事件・東京高裁平28.2.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-37
内容 被告Ｙの作成にかかる，本件違約金条項が定め
られた本件契約書の内容は，労基法上禁止されている
長時間労働を違約金の威嚇の下に義務付け，使用者と
しての有給休暇付与義務を免れさせる一方，違約金を
もって休暇取得を制限し，さらには労基法上禁止され
ている違約金と給与との相殺を予定するなどの違法な
ものであるから，原告Ｘに対してこのような契約の遵
守を要求したＹの行為は，Ｘの労働者としての正当な
権利を侵害するものとして，不法行為を構成するとさ
れた例（鍼灸整骨院院長事件・横浜地裁相模原支部平
27.11.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-79(ダ)
内容 原告Ｘと被告Ｙ1法人との間にＸの職務を日本
史の授業担当に限定するという書面による合意は一切
存在しないこと，Ｘは地理歴史，公民，国語の普通免
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許状を有しており，実際にも高校において日本史以外
に世界史や政治経済の授業も担当していたのであるか
ら，Ｙ1法人との間で日本史の授業のみを担当すると
いう合意があったとは認められないとされ，高校の日
本史の授業を担当する権利を有する地位にあることの
確認の請求が棄却された例（学校法人須磨学園ほか事
件・神戸地裁平28.5.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
内容 控訴人（一審原告）Ｘ1は，定年退職によりいっ
たん，被控訴人（一審被告）Ｙ社の正社員としての地
位を失った後に，新たに本件労働契約を締結してＹ社
に嘱託として雇用されたのであるから，労働協約の余
後効に準じて取り扱う根拠は見出しがたいとされた例
（愛知ミタカ運輸事件・大阪高裁平22.9.14判決)

……1144-74(ダ・全文)
内容 高年法9条1項の規定の仕方をみると，違反し
た場合に私法的効力を認める明文規定や補充的効力に
関する規定が存在せず，同項1～3号の各措置に伴う
労働契約の内容や労働条件に関する具体的規定がな
く，特に2号の継続雇用制度の内容が一義的に規定さ
れていないことから，私法上の効力を発生させるだけ
の具体性を備えていると解釈するのは困難であるとさ
れた例（愛知ミタカ運輸事件・大阪高裁平22.9.14判決)

……1144-74(ダ・全文)
内容 シニア社員制度につき，同一労働同一賃金の原
則，労働条件の一方的な不利益変更，または労契法3
条所定の均衡待遇原則の観点から，公序良俗違反とな
るとはいえず，高年法の予定する制度枠組みの範囲内
であるとして，Ｘらの請求を棄却した一審判断が維持
された例（愛知ミタカ運輸事件・大阪高裁平22.9.14判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-74(ダ・全文)
内容：労契法20条 被控訴人（一審原告）Ｘらと控訴
人（一審被告）Ｙ社との間の有期労働契約は，期間の
定めのある労働契約であるところ，その内容である賃
金の定めは正社員の労働契約の内容である賃金の定め
と相違しているから，本件の有期労働契約には，労契
法20条の規定が適用されることになるとした一審判断
が維持された例（長澤運輸事件・東京高裁平28.11.2判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-16
内容：労契法20条 本件において，有期契約労働者で
ある嘱託社員と無期契約労働者である正社員の労働条
件の間には，賃金の定めについて，その地位の区別に
基づく定型的な労働条件の相違があり，これによりＸ
らの賃金が定年時のものより減額されていることから
は，Ｙ社が，高年法が定める選択肢のひとつとして，
Ｘらと有期労働契約を締結したのは，賃金の節約や雇
用調整を弾力的に図る目的もあるものと認められ，本
件における同条件の相違は，期間の定めの有無に関連
して生じたものであるとした一審判断が維持された例
（長澤運輸事件・東京高裁平28.11.2判決)

……1144-16

内容：労契法20条 労契法20条は，有期契約労働者と
無期契約労働者との間の労働条件の相違が不合理と認
められるか否かの考慮要素として，①職務の内容，②
当該職務の内容および配置の変更の範囲のほか，③そ
の他の事情を掲げており，その他の事情として考慮す
べきことについて，上記①および②を例示するほかに
特段の制限を設けていないから，労働条件の相違が不
合理であるか否かについては，①および②に関連する
諸事情を幅広く総合的に考慮して判断すべきものと解
されるとされた例(長澤運輸事件・東京高裁平28.11.2
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-16
その他：労契法19条2号該当性 労働契約法19条2号
は，期間満了後も従前の有期労働契約が継続すること
に対する労働者の期待と，期間満了により従前の有期
労働契約を終了させる使用者の必要性との調整をはか
るため，労働者が有期労働契約の契約期間の満了時に
その有期労働契約が更新されて継続するものと期待す
ることについて合理的な理由が認められる場合におい
て，使用者が雇止めをすることが，客観的に合理的な
理由を欠き，社会通念上相当であると認められず，契
約期間の満了時までに当該有期労働契約の更新の申込
みをしたとき，または当該契約期間の満了後遅滞なく
有期労働契約の締結の申込みをしたときは，雇止めは
認められず，使用者は，従前の有期労働契約と同一の
労働条件で労働者による有期労働契約の更新または締
結の申込みを承諾したものとみなす旨を規定するもの
であるとされた例（Ａ農協事件・東京高裁平27.6.24判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-51
その他：労契法19条2号該当性 労働契約法19条2号
は，従前の有期労働契約を継続させる一種の法定更新
を定める規定であり，法定更新の法律効果の発生を明
確にするため，契約期間の満了時までに当該労働契約
の更新の申込みをしたこと，または当該契約期間の満
了後遅滞なく有期労働契約の締結の申込みをしたこと
を法定更新の要件と定めるものであるとされた例（Ａ
農協事件・東京高裁平27.6.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-51
その他：労契法19条2号該当性 季節労働者である被
控訴人兼附帯控訴人（一審原告）Ｘの雇止めにつき，
Ｘにおいて従前の有期労働契約が継続することに対す
る合理的期待があるとは認められないとして労働契約
法19条2号の類推適用が否定され，同法19条2号の類
推適用を認めていた一審判断が取り消された例（Ａ農
協事件・東京高裁平27.6.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-51
その他：労契法19条2号該当性 労働契約法19条が，
有期労働契約終了後に新たな契約締結の申込みをした
場合であっても，当該契約期間満了後「遅滞なく」上
記申込みをしたときは，使用者が同条所定の条件で当
該申込みを承諾したものとみなす旨を規定しているこ
とからすれば，同条2号を類推適用するについて，従
前の有期労働契約と同号により更新された後の有期労
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働契約が連続しており，各契約間にまったく空白のな
いことまで求めているものではないと解すべきである
とされた例（Ａ農協事件・東京高裁平27.6.24判決)

……1132-51
その他：労契法19条2号該当性 労働契約法19条2号
の類推適用をするためには，各有期労働契約間の空白
期間は，各有期労働契約の契約期間との対比などから，
従前の有期労働契約が法定更新によって継続されると
法律上評価することができる程度のものにとどまるこ
とを要するものとされた例（Ａ農協事件・東京高裁平
27.6.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-51
その他：雇用類似の契約 本件契約は，被告Ｙ1が原
告Ｘ社に対してマネージメントを依頼するというよう
なＹ1が主体となった契約ではなく，Ｘ社が，所属の
芸能タレントとしてＹ1を抱え，Ｘ社の具体的な指揮
命令の下にＸ社が決めた業務にＹ1を従事させること
を内容とする雇用類似の契約であったと評価するのが
相当であるとされた例（元アイドルほか事件・東京地
裁平28.1.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-82(ダ)

賃金・一時金・退職金

未払賃金 退職の意思表示をするに際し，原告Ｘは年
休の時季指定権を行使していたものであると認めら
れ，有給休暇20日相当分の未払賃金の支払いが被告Ｙ
社に命じられた例（アールエス興業事件・横浜地裁川
崎支部平27.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-16
未払賃金 月曜日から土曜日においてＸが就労してい
なかった日についてＸが就労の意思を表示していたと
の事実は認められないとして，会社都合による休業日
にかかる42日分の未払賃金を請求していたＸの訴えが
退けられた例（アールエス興業事件・横浜地裁川崎支
部平27.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-16
未払賃金 原告Ｘが雇用契約上の権利を有する地位に
あることが認められた本件における未払賃金の平均基
礎賃金額の算定について，Ｘが雇止めされていなけれ
ば確実に支給されていたであろう時間帯割増手当，休
日等割増手当および精勤手当のみ，被告Ｙ社に支払義
務を認めるのが相当であるとされた例（エヌ・ティ・
ティ・ソルコ事件・横浜地裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀1126-5
未払賃金 労働基準法4条違反の被告Ｙ社の不法行為
における原告Ｘの損害は，Ｘが一般職の賃金表に基づ
き現に支給されていた賃金と，総合職の賃金表の適用
があるとすればＸが得られる賃金との差額であるとさ
れた例（東和工業事件・金沢地裁平27.3.26判決)

……1128-76(ダ)
未払賃金 Ｙ社の不法行為に基づくＸの損害賠償請求
として328万円（年齢給差額198万円，慰謝料100万円，
弁護士費用30万円の合計），退職金差額として101万
6266円およびこれらに対する遅延損害金の支払いが認

められた例（東和工業事件・金沢地裁平27.3.26判決)
……1128-76(ダ)

未払賃金 営業社員の時間外労働のうち，1日2時間
分につき営業手当でまかなわれていたとはいえず，原
告Ｘは，時間外労働全部について時間外労働賃金の支
払いを受けることができるとされた例（ナカヤマ事
件・福井地裁平28.1.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-5
未払賃金 違法な本件配転命令を発令したことにより
破壊されたＸとの間の労働契約上の信頼関係は，被告
Ｙ社が本件配転命令を撤回し，誓約書を提出しただけ
では回復したとは認められないとして，Ｘが本件配転
命令撤回後も出勤していないのは，Ｙ社の責めに帰す
べき事由によるものといえるから，民法536条2項に
より，Ｙ社は，Ｘに対し，本件配転命令の撤回後も賃
金支払義務を負うとされた例（ナカヤマ事件・福井地
裁平28.1.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-5
未払賃金 通勤手当に関し，正社員が5万円を限度と
して通勤距離に応じて支給される（2 km以内は一律
5000円）のに対し，契約社員には3000円を限度でしか
支給されないとの労働条件の相違は，労働者間の職務
内容や職務内容・配置の変更の範囲の異同にその他の
事情を加えて考察すると，公序良俗に反するとまでは
いえないものの，被告Ｙ社の経営・人事制度上の施策
として不合理なものであり，労働契約法20条の「不合
理と認められるもの」に当たるとされた例（ハマキョ
ウレックス〔差戻審〕事件・大津地裁彦根支部平27.9.
16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-59
未払賃金 業務別時給に原告Ｘが合意していたと認め
られ，また，業務によって時給が異なることが直ちに
不合理ともいえないとして，すべてを介護職員時給で
計算した場合との賃金の差額請求が棄却された例（ツ
クイほか事件・福岡地裁小倉支部平28.4.19判決)

……1140-39
未払賃金 Ｂ営業所出向命令は無効であり，原告Ｘは，
Ｂ営業所出向命令の効力発生日とされた平成25年2月
5日以降，被告Ｙ社の責めに帰すべき事由によって就
労義務の履行をすることができなかったというべきで
あるから，この間の賃金債権を失わないというべきで
あるとされた例（大王製紙事件・東京地裁平28.1.14判
決）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
未払賃金 光洋商事による被控訴人（一審原告）Ｘら
の解雇は，不当労働行為により無効であり，控訴人（一
審被告）Ｙ1社は，光洋商事とＸらの労働契約の効力
が及ばないと主張することはできないから，退職金相
当額と中間収入を控除した未払賃金の支払いを認めた
一審判断が維持された例（サカキ運輸ほか〔法人格濫
用〕事件・福岡高裁平28.2.9判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-67
賃金減額 本件改定に一応の必要性があったことは認
められるが，平成23年8月に本件改定を行わなければ
ならないとするだけの高度の必要性を窺わせる事情
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は，特段，見当たらず，そして，被告Ｙ社が，本件改
定に先立ち，原告Ｘらの所属する本件組合に十分な説
明を行っていたものということはできず，以上に加え
て，本件改定がＸらに与える不利益が少ないとはいえ
ないこと，本件改定に対する代償措置もとられていな
いことに照らすと，本件改定に合理性があるというこ
とはできないとされた例（中野運送店事件・京都地裁
平26.11.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-84(ダ)
賃金減額 被告Ｙ大学においては，遅くとも平成24年
6月頃以降には，教職員の給与が，社会一般の情勢に
適合したものとなるように，または国家公務員の例に
準拠するものとなるように，一定の減額を実施すべき
高度の必要性が存したものと認められるとされた例
（国立大学法人京都大学事件・京都地裁平27.5.7判決)

……1138-74(ダ)
賃金減額：業績年俸 研究室長である原告Ｘに対する
被告Ｙ1センターが行った業績評価について，事実の
基礎を欠く，または事実に対する評価が合理性を欠く
などといった事情があるということはできず，また，
被告Ｙらが本件年俸制および本件評価制度の目的と関
係のない目的や動機に基づいて評価を行ったといった
事情があるともいえないから，裁量権の範囲の逸脱，
または濫用があったということはできないとされた例
（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター
ほか事件・東京地裁平28.2.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-56
昇給差別 本件昇給抑制は，本件制度の取得を理由と
して，労働時間が短いことによる基本給の減給（ノー
ワークノーペイの原則の適用）のほかに本来与えられ
るべき昇給の利益を不十分にしか与えないという形態
により不利益取扱いをするものであり，育児・介護休
業法23条の2に違反する不利益な取扱いであるとされ
た例（社会福祉法人全国重症心身障害児〔者〕を守る
会事件・東京地裁平27.10.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-57
昇給差別 育児・介護休業法23条の2が，事業主にお
いて解雇，降格，減給などの作為による不利益取扱い
をする場合に，禁止規定としてこれらの事業主の行為
を無効とする効果を持つのは当然であるが，本件昇給
抑制のように，本来与えられるべき利益を与えないと
いう不作為の形で不利益取扱いをする場合に，そのよ
うな不作為が違法な権利侵害行為として不法行為を構
成することは格別，さらに進んで本来与えられるべき
利益を実現するのに必要な請求権を与え，あるいは法
律関係を新たに形成ないし擬制する効力までをも持つ
ものとは，その文言に照らし解することができないと
された例（社会福祉法人全国重症心身障害児〔者〕を
守る会事件・東京地裁平27.10.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-57
昇給差別 育児短時間勤務制度を利用したため，昇給
が抑制されたとする原告Ｘらによる損害賠償請求等に
つき，昇給の事実がないため労働契約に基づく賃金請
求権として請求することはできないが，不法行為に基

づく損害賠償として，差額賃金相当分の支払いおよび
慰謝料（10万円）の請求が認められた例（社会福祉法
人全国重症心身障害児〔者〕を守る会事件・東京地裁
平27.10.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-57
割増賃金 控訴人（一審被告）Ｙ社において，被控訴
人（一審原告）Ｘらに対し，営収に54％ないし55％を
乗じた金額を総労働時間で除した時間当たりの単価に
各請求にかかる時間外・深夜労働時間およびそれぞれ
これらに対応する法令所定の割合を乗じた金員を時間
外・深夜割増賃金として支払う義務を負うとした一審
判断が維持された例（三和交通〔歩合給等・付加金〕
事件・札幌高裁平24.2.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-121
割増賃金 Ｙ社が時間外・割増賃金にかかる金員（各
元金および遅延損害金）につき現実の提供をしたこと，
Ｘらがその受領を拒絶したことおよびＹ社が民法494
条に基づいて上記各金員を法務局に供託したことが認
められることから，Ｙ社のＸらに対する時間外・深夜
割増賃金支払債務は，上記弁済供託により消滅したと
された例（三和交通〔歩合給等・付加金〕事件・札幌
高裁平24.2.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-121
割増賃金 付加金の支払いを命じた一審の判決後で
あっても，Ｙ社がすでに時間外・深夜割増賃金の支払
いを完了している以上，Ｙ社に付加金の支払いを命じ
ることはできないとされた例（三和交通〔歩合給等・
付加金〕事件・札幌高裁平24.2.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-121
割増賃金 原告Ｘの月額賃金の一部は割増賃金として
支払われていた旨の被告Ｙ社の主張について，Ｙ社か
らＸに交付されていた給与支払明細書には「基本給
330，000」と記載されているのみであり，通常の労働
時間の賃金に当たる部分と割増賃金に当たる部分とを
判別できないから，上記主張は理由がないとされた例
（有限会社空事件・東京地裁平27.2.27判決)

……1123-149(ダ)
割増賃金 被告Ｙ社による労働条件通知書には，原告
Ｘのみなし残業手当は，10万円，83時間相当である旨
の記載があるが，83時間の残業は，36協定で定めるこ
とができる労働時間の上限の月45時間の2倍に近い長
時間であり，相当な長時間労働を強いる根拠となるも
のであって，公序良俗に違反するといわざるを得ず，
これがＸとＹ社との間に合意されたということはでき
ないことから，Ｙ社がＸに支払っている管理者手当（管
理固定残業）は時間外労働に対する手当として扱うべ
きではなく，月によって定められた賃金として，時間
外労働等の割増賃金の基礎とすべきであるとされた例
（穂波事件・岐阜地裁平27.10.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-29
割増賃金 タクシー乗務員である控訴人・被控訴人（一
審原告）Ｘらに支払われる歩合給の計算に当たり，計
算の基礎となる「対象額Ａ」から時間外手当および深
夜手当など割増金を控除する旨定めている被控訴人・
控訴人（一審被告）Ｙ社賃金規則の規定は，労基法37
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条の趣旨に反し，ひいては公序良俗に反するものとし
て，民法90条により無効というべきであるとした一審
判決が維持された例（国際自動車事件・東京高裁平27.
7.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-82(ダ・全文)
割増賃金 本件請求にかかる賃金の未払いについて，
Ｙ社が労基法37条の規定自体に違反したものとは認め
られないことになるから，Ｙ社に対して付加金の支払
いを命じることはできないとした一審判決が維持され
た例（国際自動車事件・東京高裁平27.7.16判決)

……1132-82(ダ・全文)
割増賃金 被告Ｙ社が支給する運行時間外手当は，当
該乗務員の運行によってＹ社が得た運賃収入に車種や
搬送物等に応じた一定の掛け率を乗じることによって
算出されるものと認められるから，ある業務を，法定
労働時間外や深夜時間帯等に行った場合と，そうでは
ない通常の労働時間内に行った場合とで，支給される
上記手当の額に違いはないといえるので，運行時間外
手当が時間外労働等にかかる割増賃金の性格を有する
手当であるとは認められないとされた例（シンワ運輸
東京事件・東京地裁平28.2.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-58
割増賃金 一審原告Ｘの賃金は固定給と歩合給の二本
立てであることから，固定給については労基法施行規
則19条1項4号に基づき，月額賃金を月における所定
労働時間数で除した金額，歩合給については同項6号
に基づき，賃金算定期間において出来高払制によって
計算された賃金の総額を当該賃金算定期間における総
労働時間数で除した金額として算定されるものである
とされた例（富士運輸〔割増賃金等〕事件・東京高裁
平27.12.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-42
割増賃金 固定給にかかる割増賃金を算定する基礎と
なるのは基本給のほか，皆勤手当，待機手当，加算手
当，空車回送手当，携帯電話手当，講習手当等の名目
で支払われていた金員を含み，歩合給にかかる割増賃
金を算定する基礎には運行勤務手当と有給休暇手当が
含まれるものであるとされた例（富士運輸〔割増賃金
等〕事件・東京高裁平27.12.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-42
割増賃金 Ｘの時間外・休日労働に対して被控訴人（一
審被告）Ｙ社が実際にＸへ支払った割増分に相当する
金額は，労基法37条所定の方法で算定した金額を上
回っているものと認められ，Ｘに未払いの割増賃金は
存在しないと結論づけた一審判断が維持された例（富
士運輸〔割増賃金等〕事件・東京高裁平27.12.24判決)

……1137-42
割増賃金 特別手当，役付手当，皆勤手当のいずれも，
基礎賃金からの除外が否定されたうえで，就労不能に
なるまでの1年3か月間の原告Ｘの時間外手当（法内
残業，法外残業，休日労働，深夜労働）の未払額とし
て，合計1026万4171円が認められた例（仁和寺事件・
京都地裁平28.4.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-5
割増賃金 被告Ｙ寺の労働時間規制を軽視する態度が

顕著であり，労基法違反の態様が悪質であるとして，
同法37条違反にかかる未払いの時間外手当額677万
7750円の全額につき，Ｙ寺の付加金の支払義務が肯定
された例（仁和寺事件・京都地裁平28.4.12判決)

……1139-5
賃金控除 本件賃金控除規定について，これがタク
シー乗務員の有給休暇を取得する権利の行使を抑制
し，ひいては労基法が労働者に有給休暇取得の権利を
保障した趣旨を実質的に失わせるとまで認めることは
できず，これが公序良俗に反するものとして違法無効
であるということもできないとされた例（宮城交通事
件・東京地裁平27.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-86(ダ・全文)
賞与 就業規則57条は，賞与を支給するか否かはＹ社
の裁量に委ねられていることがうかがわれるところ，
そうであるならば，実体的にも，原告Ｘが被告Ｙ社に
対して当然に平成25年以降の賞与請求権を有するとは
いえないとされた例（大王製紙事件・東京地裁平28.1.
14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
賞与 被告Ｙ2は，被告Ｙ1法人の理事長として，原告
Ｘに対して違法な退職勧奨を行う一環として期末手当
を不当に減額したと認められるから，この減額措置は
Ｘに対する不法行為を構成するので，ＸはＹ1法人に
対し不法行為に基づき，本来支給を受けられたはずで
ある最低額と支給額との差額および民法所定の年5％
の割合による遅延損害金を請求することができるとさ
れた例（学校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁平28.5.
26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
退職金 懲戒免職相当の行為があったときに退職手当
を原則として全額不支給とする運用方針が不合理なも
のということはできない以上，全額不支給処分が社会
通念上著しく妥当を欠き，裁量を付与した目的を逸脱
し，これを濫用したと認められるかを判断するに当
たっては，処分者が運用方針に則って処分をしたとい
えるかどうかによることが相当であるとされた例（北
海道市町村職員退職手当組合事件・札幌高裁平27.9.
11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-49
退職金 町職員だった亡Ｋの退職手当につき，在職中
に金銭着服，その隠ぺい行為があったとしてなされた
全額不支給処分について，不正行為は悪質なものと評
価できるが，被害額が約18万円と結果態様として非難
の程度が大きいとはいえず，被害額に比して全部支給
しないことが相当といえるほどに重大な非違行為とま
でいうことはできないとした一審判決が取り消され，
一部不支給とすべき事情は見当たらないとして処分の
取消請求が棄却された例（北海道市町村職員退職手当
組合事件・札幌高裁平27.9.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-49
退職金 旧Ａ村および上告人（二審被控訴人・一審被
告）Ｙ市は，被上告人（二審控訴人・一審原告）Ｘが
任用された職を地公法3条3項3号所定の特別職とし
て設置する意思を有し，かつ，Ｘにつき，それを前提と
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する人事上の取扱いをしていたものと認められるので
あって，Ｘの在任中の勤務日数および勤務時間が常勤
職員と同一であることや，Ｘがその勤務する中学校の
校長によって監督される立場にあったことなどを考慮
しても，Ｘの在任中の地位は同号所定の特別職の職員
に当たるというべきであるとされた例（中津市〔特別職
職員〕事件・最高裁三小平27.11.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-5
退職金 本件条例の改正の経緯等を勘案すれば，本件
条例は地公法3条3項3号所定の特別職の職員には適
用されないとされ，Ｘは本件条例に基づく退職手当の
支払いを請求することはできないとされた例（中津市
〔特別職職員〕事件・最高裁三小平27.11.17判決)

……1135-5
退職金 退職金支給基準の変更について，管理職上告
人（二審控訴人・一審原告）Ｘらは同意書および「合
併に伴う新労働条件の職員説明について」の「新労働
条件による就労に同意した者の氏名」欄等に署名押印
したことにより，組合員上告人（二審控訴人・一審原
告）Ｘらについては，本件労働協約および「新労働条
件による就労に同意した者の氏名」欄等への署名押印
により，本件基準変更および平成16年基準変更の効力
が生じたとした二審判決が破棄され，高裁に差し戻さ
れた例（山梨県民信用組合事件・最高裁二小平28.2.19
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-6
解雇と賃金 控訴人（一審原告）Ｘの注文者である被
控訴人（一審被告）Ｙ1社との間の雇用契約に基づく
地位確認請求および同契約に基づく賃金等の支払請求
が退けられた例（ＤＮＰファインオプトロニクスほか
事件・東京高裁平27.11.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-5
解雇と賃金 本件関係各社の代表取締役である被控訴
人（一審被告）Ｙ2，同Ｙ3，同Ｙ5に対する任務け怠等
を理由とする損害賠償請求を退けた一審判決が維持さ
れた例（ＤＮＰファインオプトロニクスほか事件・東
京高裁平27.11.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-5
解雇と賃金 本件処分は社会通念上相当であると認め
られない場合（労働契約法15条）に当たり，本件処分
は被告Ｙ社において懲戒権を濫用したものとして無効
であるとされ，原告ＸのＹ社に対する雇用契約上の権
利を有する地位と平成26年4月26日以降の賃金支払請
求が認められた例（東京メトロ〔諭旨解雇・本訴〕事
件・東京地裁平27.12.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-5
再雇用と賃金 高年法に基づく高年齢者雇用確保措置
の選択肢のひとつである継続雇用たる有期労働契約
は，社会一般に広く行われており，定年後の継続雇用
者の賃金を定年時より引き下げることそれ自体が不合
理であるということはできないとして，一審判断が取
り消された例（長澤運輸事件・東京高裁平28.11.2判決)

……1144-16
再雇用と賃金 定年の前後で，職務内容，当該職務の
内容および配置の変更の範囲が変わらないままで，相

当程度賃金を引き下げることは広く行われていること
から，再雇用後の原告Ｘらの賃金額が，定年前に比べ
て20～24％程度減額となったことが，社会的に妥当性
を欠くとはいえないと判断された例（長澤運輸事件・
東京高裁平28.11.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-16
再雇用と賃金 シニア社員制度につき，従業員に65歳
までの安定的な雇用が確保されるという大きな利益が
もたらされるとして，従前の嘱託制度に比較して従業
員に有利に改正されたといえること，賃金額において
も従前の嘱託の労働条件から不利益に変更されたとは
いえないことから，Ｘ1が本件労働契約において，シ
ニア社員制度の賃金条件を上回る賃金請求権を有して
いると認めることはできないとされた例（愛知ミタカ
運輸事件・大阪高裁平22.9.14判決)

……1144-74(ダ・全文)
その他：付加金 時間外手当の不支給が労基法37条に
違反していることは明らかであるというべきであり，
労基法114条に基づいて，被告Ｙ社に対し過去2年分
の原告Ｘの時間外手当にかかる付加金の支払いを命じ
るのが相当であるとされた例（類設計室〔取締役塾職
員・残業代〕事件・京都地裁平27.7.31判決)㌀1128-52
その他：歩合給 月間所定運収29万2000円未満の者に
基本給を支給しない制度にすることも，直ちに不当で
あるとはいえず，月間所定運収29万2000円未満の者に
基本給を支給しない制度であるからといって，当該制
度全体が歩合給制度であることになるわけでもないこ
と等から，被告Ｙ社における基本給が事実上歩合給制
度であるとは認められないとされた例（宮城交通事
件・東京地裁平27.9.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-86(ダ・全文)
その他：歩合給 被告Ｙ社におけるタクシー乗務員の
賃金規則によれば，歩合給の算出に当たり，時間外・
休日・深夜労働による「割増金」に相当する額が対象
額Ａ（算定基礎額）から控除される結果，「割増金」が
支払われても，その分だけ歩合給が減少することにな
るところ，かかる本件規定は労基法37条および公序良
俗に違反しないとされた例（国際自動車〔第2・歩合
給等〕事件・東京地裁平28.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-25
その他：歩合給 歩合給の具体的内容をどのように定
めるかは，基本的には当事者間の合意によって定めら
れるべきものであり，賃金の算出方式をどのように定
めるかは，強行法規に違反しない限り当事者の自由と
いうべきであるとされた例（国際自動車〔第2・歩合
給等〕事件・東京地裁平28.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-25
その他：歩合給 揚高から経費に相当する部分を控除
する算出方法をとることは不合理ではなく，たとえ揚
高が同じであったとしても，時間外労働等がされた場
合における労働の成果は，時間外労働等に伴う残業手
当等の増加により経費が増加する結果，相対的に低く
なるということができるのであるから，労使間で，あ
らかじめ，これを見越して残業手当等その他の経費に
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相当する金額を控除する方法で歩合給を算出するよう
な方式について合意することを否定すべき理由はない
とされた例（国際自動車〔第2・歩合給等〕事件・東
京地裁平28.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-25
その他：歩合給 本件規定によれば，対象額Ａから「割
増金」等を控除した金額がマイナスになった場合でも，
歩合給をゼロにするにとどめていて，Ｙ社賃金規則に
よる残業手当等は，時間外労働等が行われれば，必ず
支給されることになることから，本件規定が労基法37
条の趣旨を没却し，同条による規制を潜脱するものと
は認められないとされた例（国際自動車〔第2・歩合
給等〕事件・東京地裁平28.4.21判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-25
その他：手当 有期契約労働者の無事故手当，作業手
当，給食手当および通勤手当の支給に関する部分につ
いては，期間の定めがあることを理由とする相違であ
り，労働契約法20条にいう「不合理と認められるもの」
に当たるとして，一審判断が一部変更された例（ハマ
キョウレックス〔差戻審〕事件・大阪高裁平28.7.26判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-5
その他：退職加算金 本件制度は，退職加算金の受給
に伴って本件返還合意をしなければならないことを考
慮しても，原告Ｘ社を退職しようとする従業員にとっ
て通常の退職よりも有利な選択肢であるということが
できるから，本件制度のうち本件返還合意だけを取り
上げて，これが退職後の職業選択の自由を制約する競
業禁止の合意であると評価することはできず，本件返
還合意が公序良俗に違反するとは認められないとされ
た例（野村證券元従業員事件・東京地裁平28.3.31判決)

……1144-37
その他：満60歳以上の者の賃金 わが国においては，
定年に達した者の賃金水準が定年前のそれよりも相当
程度低く定められることは一般的であり，このことは，
高年法が，定年を迎えた者が再就職した場合の賃金月
額が同人が60歳に到達したときの賃金月額の61パーセ
ント以下まで下がることを想定していることにも表れ
ているとされた例（Ｌ社事件・東京地裁平28.8.25判決)

……1144-25
その他：年齢による賃金額の差異 わが国の現行法令
上，同一価値労働同一賃金の原則を定めたと解される
規定は見当たらないものの，賃金の差異が社会通念上
相当と認められる程度を逸脱し，不合理な差別と認め
られる場合には，このことが被告Ｙ社の原告Ｘに対す
る不法行為の権利侵害に当たる場合もあり得るとされ
た例（Ｌ社事件・東京地裁平28.8.25判決)㌀㌀㌀㌀1144-25
その他：年齢による賃金額の差異 一般に企業が人材
のいかなる属性等に着目してどのような処遇を行うか
は当該企業の経営判断に委ねられ，当該企業の裁量の
余地が相当程度認められるべきであるとされた例（Ｌ
社事件・東京地裁平28.8.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-25
その他：年齢による賃金額の差異 Ｙ社の車両管理者

のうち，満60歳に達しない者の基本給与（本人給，職
務給），割増賃金の額は，専任嘱託契約社員のそれを上
回るところ，これはＹ社の終身雇用制度の特徴を反映
しており，その差異にも一定の合理性があり，さらに，
Ｘが本件想定初年度専任社員等の8割程度の年収を得
ていたことからすれば，満60歳に達しない者との間の
格差が社会通念上不相当であり，不合理な差別である
と一概に断じることはできないとされた例（Ｌ社事
件・東京地裁平28.8.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-25
その他：年齢による賃金額の差異 Ｘの収入に占める
高齢者雇用継続基本給付金および在職老齢年金の割合
はごくわずかでＹ社からの賃金がその大部分を占める
ことや，Ｘが，自らの労働条件を認識したうえでＹ社
に入社したことをも勘案すれば，Ｘの年収が本件想定
初年度専任社員等の1年当たりの賃金額を下回るとし
ても，かかる差異が社会通念上相当と認められる程度
を逸脱する不合理なものとまではいいがたいとされた
例（Ｌ社事件・東京地裁平28.8.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-25
その他：年齢による賃金額の差異 受託先や管理車両
等の異動に関する配慮の有無，手待ち時間や運転業務
に従事する時間の長さ等の点から，Ｘの職務内容と満
60歳に達するまでの車両管理者の職務内容が同等・同
質なものであるとはにわかに認めがたいとされた例
（Ｌ社事件・東京地裁平28.8.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-25

労働時間・休日・休暇

労働時間 就業規則は，使用者が労働者の同意を必要
とせずに，一方的に定めることができるものである以
上，その記載を誤って変更してしまったにしても，そ
の責任は使用者において負うべきであり，被告Ｙ社は，
就業規則(甲6)において1日の所定労働時間が7時間
30分と定めているにもかかわらず，1日8時間働いて
いる原告Ｘらに対し，法内残業が生じている30分の不
足分の賃金を払っておらず，その点について，賃金の
支払義務を負うとされた例（出水商事〔年休等〕事件・
東京地裁平27.2.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-83(ダ)
時間外労働 原告Ｘの始業時刻についてはもう1人の
板前と同様に午前9時と認められ，タイムカードの記
録から被告Ｙ社もそれを容認していたものと認めるの
が相当であり，終業時刻についてはタイムカードの記
録が存する日はタイムカードどおり，それ以外の日は
タイムカードに記録された退出時刻の平均時刻である
午後11時21分とし，そこから休憩時間（2時間）を引
いて算定した時間がＸの実労働時間とされた例（有限
会社空事件・東京地裁平27.2.27判決)㌀㌀㌀1123-149(ダ)
時間外労働 原告Ｘが所定の休憩以外に，店舗を離れ
る場合でも，常に連絡が取れるような態勢になってお
り，その店舗の入っているショッピングモールを出る
場合には，会社への報告が必要であったことが認めら
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れるので，これらの時間を休憩時間とみることはでき
ず，またＸには閉店後も作業の必要があったことから，
閉店後20分以降の在店時間をＸの実労働時間と評価で
きないとする被告Ｙ社の主張が退けられた例（穂波事
件・岐阜地裁平27.10.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-29
管理監督者性 労基法41条2号所定の管理監督者とい
えるためには，①職務内容および権限に照らし，労務
管理を含めて，企業全体の事業経営に関する重要事項
に関与していること，②出退社についてある程度の自
由裁量を有すること，③賃金等の待遇がその地位に相
応しいことが必要であるところ，原告Ｘの職位である
主任は，労基法41条2号所定の管理監督者に該当せず，
給与条例上の管理監督者にも該当しないとされた例
（東大阪市事件・大阪地裁平27.1.16判決)

……1124-78(ダ)
管理監督者性 原告Ｘが労基法41条2号の定める管理
監督者に当たるといえるためには，店長の名称だけで
はなく，実質的に，企業経営上の必要から，経営者と
一体的な立場において，同法所定の労働時間等の枠を
超えて事業活動することを要請されてもやむを得ない
といえるような重要な職務と権限を付与され，賃金等
の待遇やその勤務態様において，他の一般労働者に比
べて優遇措置が取られているので，その労働時間等に
関する規定の適用を除外されても，労基法の定める労
働時間に関する基本原則に反するような事態が避けら
れ，当該労働者の保護に欠けるところがないという趣
旨を充足するような立場にあると認められるものでな
ければならず，具体的には，①職務内容，権限および
責任に照らし，労務管理を含め，企業全体の事業経営
に関する重要事項にどのように関与しているか，②そ
の勤務態様が労働時間等に対する規制になじまないも
のであるか否か，③給与（基本給，役付手当等）およ
び一時金において，管理監督者にふさわしい待遇がな
されているかなどの諸点から判断すべきとされた例
（穂波事件・岐阜地裁平27.10.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-29
管理監督者性 被告Ｙ社の「店長」として，Ｘに与え
られていた権限は，担当店舗に関する事項に限られて
いて，Ｙ社の経営全体について，Ｘが，決定に関与す
ることがなされていたとは認められず，企業経営上の
必要から経営者との一体的な立場にあったとはいえな
いこと，店長が労働時間や担当店舗の営業日，営業時
間を自ら決定する権限はなかったこと，Ｙ社において，
店長が賃金面で，他の一般労働者に比べて優遇措置が
取られていたとは認められないこと等から，Ｘが労基
法の41条2号の管理監督者に該当すると認めることは
できないとされた例（穂波事件・岐阜地裁平27.10.22
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-29
管理監督者性 労基法上の労働者に該当するといえる
か否かの問題は，個別的労働関係を規律する立法の適
用対象となる労務供給者に該当するか否かの問題に帰

するところ，この点は，当該業務従事者と会社との間
に存する客観的な事情をもとに，当該業務従事者が会
社の実質的な指揮監督関係ないし従属関係に服してい
たか否かという観点に基づき判断すべきとされた例
（類設計室〔取締役塾職員・残業代〕事件・京都地裁
平27.7.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-52
管理監督者性 労基法上の労働者該当性について，被
告Ｙ社は，原告ＸがＹ社の取締役であり労働者ではな
い旨を主張している以上，取締役就任の経緯，その法
令上の業務執行権限の有無，取締役としての業務執行
の有無，拘束性の有無・内容，提供する業務の内容，
業務に対する対価の性質および額，その他の事情を総
合考慮しつつ，当該業務従事者が会社の実質的な指揮
監督関係ないし従属関係に服していたか否かという観
点から判断すべきとされた例（類設計室〔取締役塾職
員・残業代〕事件・京都地裁平27.7.31判決)

……1128-52
管理監督者性 Ｘの労働者性を否定する事情は見出し
がたいというほかなく，Ｘは，Ｙ社の実質的な指揮監
督関係ないしは従属関係に服していたものといわざる
を得ず，紛れもなく労基法上の労働者であったと認め
られるべきとされた例（類設計室〔取締役塾職員・残
業代〕事件・京都地裁平27.7.31判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-52
管理監督者性 亡Ｋの管理監督者（労基法41条2号）
該当性につき，職務内容，勤務態様，賃金等の待遇か
ら，管理監督者に該当するとは認められないとされた
例（社会福祉法人和歌山ひまわり会ほか事件・和歌山
地裁平27.8.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-109
管理監督者性 原告Ｘは料理長ではあったものの，被
告Ｙ寺の意思決定にかかる会議に出席することはな
く，Ｙ寺の一部門が管掌する施設内で調理業務を担当
していたにすぎず，部下も5人程度と少数で，経営上
重要な事項の決定等に関与する立場にあったとはいい
がたいこと，また，出退勤時刻は自らの判断に委ねら
れていたものの，タイムカード打刻が要請されていた
こと，会館で提供される料理にかかる調理を行うとい
う「包括的な指揮命令」の下で必要な労働時間が自ず
と決まり，限られた範囲内で調整できたにすぎなかっ
たことなどから，管理監督者性が否定された例（仁和
寺事件・京都地裁平28.4.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-5
年休 原告Ｘは，退職の前年に全労働日の8割以上を
出勤したものと認められ，20日間の年休権が成立して
いたものと認められた例（アールエス興業事件・横浜
地裁川崎支部平27.9.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-16
年休 被告Ｙ社が，年次有給休暇の取得を妨害する行
為として，平成15年6月から給与明細書の有休残日数
を0日とする扱いを1年間行っていること，その後も
18年に有休は最大で6日間，しかも冠婚葬祭等につい
てのみ認めるとする通達②を出していること，実際に
も原告Ｘらは通達②に沿った扱いを受け，長期間にわ
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たって年次有給休暇をほとんど取得していなかったこ
と等の諸般の事情を考慮すれば，Ｘらについて，各50
万円ずつの損害の発生を認めるのが相当であるとされ
た例（出水商事〔年休等〕事件・東京地裁平27.2.18判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-83(ダ)
年休：不利益取扱い 労基法136条は，それ自体として
は，使用者の努力義務を定めたものであって，労働者
の有給休暇の取得を理由とする不利益取扱いの私法上
の効果を否定するまでの効力を有するものとは解され
ないとされた例（宮城交通事件・東京地裁平27.9.8判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-86(ダ・全文)
年休：継続勤務要件 労働者の心身の疲労を回復させ，
労働力の維持培養を図るという年休の趣旨に照らせ
ば，「継続勤務」（労基法39条）については，形式的に
労働者としての身分や労働契約の期間が継続している
かどうかによってのみ決するべきものではなく，勤務
の実態に即して実質的に労働者としての勤務関係が継
続しているか否かにより判断すべきものであるとされ
た例（中津市〔特別職職員・年休〕事件・大分地裁中
津支部平28.1.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-19
年休：継続勤務要件 旧Ａ村の編入に際しての原告Ｘ
の任用も，合併における債権債務を含む包括的な事務
の承継の一環としてされた手続きにすぎず，Ｘの勤務
実態が継続勤務であることを変更するようなものでは
ないなどして，Ｘの勤務実態が，旧Ａ村における最初
の任用時以降，「継続勤務」に該当するとされた例（中
津市〔特別職職員・年休〕事件・大分地裁中津支部平
28.1.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-19
その他：待機時間 不活動時間において，労働者が実
作業に従事していないというだけでは，使用者の指揮
命令下から離脱しているということはできず，当該時
間に労働者が労働から離れていることを保障されてい
て初めて，労働者が使用者の指揮命令下に置かれてい
ないものと評価することができるので，不活動時間で
あっても労働からの解放が保障されていない場合には
労基法上の労働時間に当たるというべきであり，当該
時間において労働契約上の役務の提供が義務付けられ
ていると評価される場合には，労働からの解放が保障
されているとはいえず，労働者は使用者の指揮命令下
に置かれているとされた例（北九州市・市交通局〔市
営バス運転手〕事件・福岡地裁平27.5.20判決)

……1124-23
その他：待機時間 原告Ｘら市営バスの乗務員らは，
待機時間中といえども，労働からの解放が保障された
状態にはなく，使用者の指揮命令下に置かれていると
いうべきであるから，転回時間であるか待機時間であ
るかを問わず，調整時間のすべてが労基法上の労働時
間に該当するとされた例（北九州市・市交通局〔市営
バス運転手〕事件・福岡地裁平27.5.20判決)

……1124-23

人 事・労 務

転籍 本件では転籍に関する同意は書面でなされてい
るから原告Ｘの意思表示は明確であり，Ｘ，被告Ｙ1
社および同Ｙ2社の三者の間で，本件転籍にかかる合
意が有効に成立しており，ＸとＹ1社との間の労働契
約は，平成25年3月31日をもって終了しているから，
ＸのＹ1社に対する労働契約上の権利を有することの
確認請求および同年4月以降の賃金の支払いを求める
請求は，いずれも理由がないとされた例（大和証券ほ
か1社事件・大阪地裁平27.4.24判決)

……1123-133(ダ)
配転 本件配転命令は被控訴人(一審原告)Ｘらが結成
した本件組合の組織力を損ない，その活動を妨げるこ
とをも動機・目的としたものと認められるのであって，
不当な動機・目的をもってなされた配転命令として権
利を濫用したものであり無効であるとして一審判断が
維持された例（公益財団法人えどがわ環境財団事件・
東京高裁平27.3.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-78(ダ)
配転 営業社員に対するノルマ未達成を理由の配転命
令につき，本件賞罰規定の目的は，困難な売上高の達
成を求めるものである一方で，達成できなかった場合
には，直ちに固定給を月額10万円減額するか，他の支
店に異動させるという制裁を課すものであり，過酷に
過ぎ，著しく不合理であるとして，本件配転命令が権
利の濫用に当たるとされた例（ナカヤマ事件・福井地
裁平28.1.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-5
配転，降格 本件人事発令にあっては，マネジメント
職からそれ以外の一般職というべきディベロップメン
ト群に属する医療職への担当業務の変更が命じられた
ものであり，これに伴う給与規則所定のグレード変更
についても，担当職務の変更と一体のものとして，業
務上の必要性の有無，不当な動機・目的の有無，通常
甘受すべき程度を著しく超える不利益の有無等を検討
し，人事権の濫用となるかどうかという観点からその
効力を検討するのが相当であるとされた例（Ｌ産業〔職
務等級降級〕事件・東京地裁平27.10.30判決)

……1132-20
配転，降格 グレードの格下げが生じることを考慮に
入れても，原告Ｘを臨床開発部に配転する業務上の必
要性が否定されることはないとされた例（Ｌ産業〔職
務等級降級〕事件・東京地裁平27.10.30判決)1132-20
配転，降格 本件人事発令により管理職に相当するマ
ネジメント職の地位からはずれ，その職務内容・職責
に変動が生じていることも勘案すれば，Ｘに生じた減
収程度の不利益をもって通常甘受すべき程度を超えて
いるとみることはできないとされた例（Ｌ産業〔職務
等級降級〕事件・東京地裁平27.10.30判決)㌀㌀1132-20
配転 新就業規則の規定は，飽くまでも職務変更がな
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された後の服務規律に関する規定であって，同規定自
体が配転命令権の根拠になるものとみることはできな
いとされた例（学校法人追手門学院〔追手門学院大学〕
事件・大阪地裁平27.11.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-33
配転 本件労働契約の内容を規律する新・旧就業規則
のいずれにも，配転命令権の根拠となる具体的な規定
は存在せず，他に本件労働契約において，原告Ｘの同
意なくＡ1学部以外の学部に配転を命じうる権限を定
めているとは認められないとされた例（学校法人追手
門学院〔追手門学院大学〕事件・大阪地裁平27.11.28
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-33
配転 本件配転命令が無効であるとは認められないか
ら，原告Ｘが被告Ｙ社の総務人事本部人事部付に勤務
する労働契約上の義務がないことの確認を求めるＸの
請求は理由がないとされた例（大王製紙事件・東京地
裁平28.1.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
配転 労使紛争が継続しているなかでなされた労組役
員らに対する他事業所への配転命令について，業務上
の必要性には一応の合理性が認められ，不当労働行為
性を帯びるほどの著しい不利益性を二審控訴人・被控
訴人（一審原告）Ｘに課するものはないから有効であ
るとした一審判断が維持された例（テーエス運輸ほか
〔配転〕事件・大阪高裁平27.11.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀1144-49
出向 Ｂ営業所出向命令は，その動機・目的が不当な
ものであるといわざるを得ないことになるから，出向
命令権を濫用したものとして，無効であるというべき
であるとされた例（大王製紙事件・東京地裁平28.1.14
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
降格 妊娠中の控訴人（一審原告）Ｘが，軽易な業務
への転換を希望し，訪問リハビリの業務から病院リハ
ビリ科に異動されるに際し，被控訴人（一審被告）Ｙ
生協がＸの副主任を免じたこと（本件措置1）が，均
等法9条3項に違反するとされた例（広島中央保健生
協〔Ｃ生協病院・差戻審〕事件・広島高裁平27.11.17
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-5
降格 本件措置1を，Ｙ生協の業務遂行，管理運営，
人事配置上の必要性に基づくものであって，Ｘもこれ
に同意していたとして，本件措置1が均等法9条3項
に違反しないとした差戻前の二審判決が取り消された
例（広島中央保健生協〔Ｃ生協病院・差戻審〕事件・
広島高裁平27.11.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-5
降格 本件措置1につき，その必要性や理由について，
Ｙ生協からＸに対する説明があったと認めるに足りる
証拠はなく，事後にＸがやむなく承諾したことは認め
られるとしても，これがＸの自由意思に基づくもので
あると認定し得る合理的理由は存在しないとされた例
（広島中央保健生協〔Ｃ生協病院・差戻審〕事件・広
島高裁平27.11.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-5
降格 本件措置1について，Ｙ生協が，均等法の目的，
理念に従って女性労働者を遇することについて使用者

として十分に裁量権を働かせたとはいいがたく，使用
者として，女性労働者の母性を尊重し職業生活の充実
の確保を果たすべき義務に違反した過失（不法行為），
労働法上の配慮義務違反（債務不履行）があったとさ
れた例（広島中央保健生協〔Ｃ生協病院・差戻審〕事
件・広島高裁平27.11.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-5
降格 就業規則所定の懲戒事由に該当する事実が認め
られ，本件降格処分が懲戒権を濫用したものとも認め
られないから，本件降格処分が無効であるということ
はできないので，Ｘが管理職1級の地位にあることの
確認を求めるＸの請求は理由がないとされた例（大王
製紙事件・東京地裁平28.1.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
人事評価 雇用契約の内容として，使用者は自らが雇
用する労働者の人事評価一般について裁量権を有する
ものというべきであるから，原則として，当該使用者
は，当該使用者における人事評価の制度（評価の基準，
方法等）を随時導入し，実施することができるとされ
た例（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セン
ターほか事件・東京地裁平28.2.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-56
人事評価 被告Ｙ1センターが本件年俸制および本件
評価制度を導入，実施したことには合理性があり，そ
こに裁量権の範囲を逸脱し，または裁量権を濫用した
ことに当たることを基礎付ける事情は見当たらないと
された例（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究
センターほか事件・東京地裁平28.2.22判決)

……1141-56
人事評価 雇用契約の内容として，使用者は労働者の
人事評価一般について裁量権を有するものというべき
であるから，Ｙ1センターが本件年俸制および本件評
価制度のもとで行う業績評価の内容についても，本件
年俸制および本件評価制度の枠のなかでのＹ1セン
ターの裁量的判断に委ねられるとされた例（国立研究
開発法人国立精神・神経医療研究センターほか事件・
東京地裁平28.2.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-56
均等待遇 労働基準法4条は，性別を理由とする賃金
差別を禁止した規定であり，賃金表に男性や女性と
いった名称が用いられていない場合であっても，実態
において男女別の賃金表を定めたのと異ならない態様
で複数の賃金表が適用されているときには同様に当て
はまると解すべきであるとされた例（東和工業事件・
金沢地裁平27.3.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-76(ダ)
均等待遇 本件コース別雇用制導入時の従業員の振り
分けをみると，総合職は従前の男性職から，一般職は
女性職からそのまま移行したものであるから，本件
コース別雇用制における総合職と一般職の区別は，男
女の区別であることが強く推認され，さらに，合理的
なコース転換制度も，具体的なコース転換の勧試もな
かったことからすると，本件コース別雇用制における
総合職と一般職の区別は，少なくとも合理的なコース
転換制度が就業規則上明記された平成24年6月まで
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は，男女の区別，すなわち，実態において性別の観点
によってされており，原告Ｘはそのような観点からそ
のまま一般職と処遇されたと認めるのが相当であると
された例（東和工業事件・金沢地裁平27.3.26判決)

……1128-76(ダ)
退職勧奨 原告Ｘに対する本件整理解雇や退職勧奨が
不法行為に当たるということはできないとされた例
（日本航空〔客室乗務員〕事件・大阪地裁平27.1.28判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-58(ダ・全文)
退職勧奨 使用者が労働者に退職勧奨することは一般
には違法とならないが，合意解約は双方の自由な意思
により行われなければならないから，退職勧奨するに
当たっての説得の手段や方法が社会通念上相当と認め
られる範囲を超え，労働者の自由な意思形成を不当に
妨げるような態様でされた場合には，その人格権を侵
害するものとして不法行為になりうるとされた例（学
校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁平28.5.26判決)

……1142-22
退職勧奨 教材研究命令，自宅待機命令を取り消した
後も特段の業務を与えなかったことを含む被告Ｙ2ら
の言動は，退職勧奨の手段として社会通念上相当と認
められる範囲を超えるものであり，労働者である原告
Ｘの自由な意思形成を不当に妨げるような態様で行わ
れたものであるといえるから，不法行為を構成すると
された例（学校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁平28.
5.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
ハラスメント 被告Ｙ2社が，旧第二営業部室内に原
告Ｘの席を設けるなどしてＸを隔離したこと，約1年
にわたり新規顧客開拓業務に専従させ，1日100件訪
問するよう指示したこと，Ｘの営業活動により取引を
希望した者の口座開設を拒否したことは，Ｘに対する
嫌がらせであり，不法行為に該当するとされた例（大
和証券ほか1社事件・大阪地裁平27.4.24判決)

……1123-133(ダ)
ハラスメント 被告Ｙ2社は，Ｙ1社の了解を得たうえ
で，Ｘに対する嫌がらせを行っていたものと認めるの
が相当であり，Ｙ1社は，Ｙ2社と共同してＸに対して
嫌がらせを行ったものであり，共同不法行為責任を負
うとされた例（大和証券ほか1社事件・大阪地裁平27.
4.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-133(ダ)
ハラスメント：マタハラ 原告Ｘが育休を取得してい
る以上，復職予定日に復職するのは当然であり，また，
育児・介護休業法4条，22条等に照らせば，被告Ｙ社
は，事業者として育休後の就業が円滑に行われるよう
必要な措置を講ずるよう努める責務を負うと解される
ところ，平成25年4月1日以降のＹ社の対応は，Ｙ社
がＸの復職を拒否し，またはＸを解雇しようとしてい
るとの認識をＸに抱かせてもやむを得ないものであ
り，Ｙ社は，同年8月31日の乙2の通知書を送付する
まで，Ｘに対し明確に復職のための面談に向けた出社

の指示をしたとは認められないから，乙2の通知書が
Ｘに到達する同年8月31日までのＸの不就労について
は，Ｙ社に帰責性があるとされた例（出水商事事件・
東京地裁平27.3.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-84(ダ)
ハラスメント：マタハラ 産休中のＸに対して退職扱
いにする旨の連絡をし，Ｘから取消しを求められても
直ちにこれを取り消さず，むしろ本件退職通知をＸに
送付するというＹ社の一連の行為には重大な過失があ
るというべきであるから，これらＹ社の一連の行為は，
労働基準法19条1項および育児・介護休業法10条に反
する違法行為として不法行為に該当するとされた例
（出水商事事件・東京地裁平27.3.13判決)

……1128-84(ダ)
ハラスメント：マタハラ Ｙ社がＸに支払うべき慰謝
料として15万円が認められた例（出水商事事件・東京
地裁平27.3.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-84(ダ)
ハラスメント：パワハラ 被告Ｙ1農協に勤めていた
亡Ｋの自殺は，通常の業務上の指導の範囲を逸脱した
被告Ｙ2からのノルマ不達成を理由とする叱責や顔を
殴るなどの暴行等による急性ストレス反応が原因であ
るとして，Ｙ2に不法行為責任（民法709条），Ｙ1農協
に使用者責任（同715条）が肯定された例（クレイン農
協ほか事件・甲府地裁平27.1.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-67
ハラスメント：パワハラ 認定基準に照らしてみる
と，「（ひどい）嫌がらせ，いじめ，又は暴行を受けた」
の具体例のうち，「部下に対する上司の言動が業務指
導の範囲を逸脱しており，その中に人格や人間性を否
定するような言動が含まれ，かつ，これが執拗に行わ
れた」という程度には至らない場合であるが，継続性
が認められるから，その心理的負荷の程度は「強」あ
るいは，少なくとも「中」を下回るものではないとさ
れた例（国・京都下労基署長〔セルバック〕事件・京
都地裁平27.9.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-29
ハラスメント 被告Ｙ2および被告Ｙ3について，原告
Ｘが病院の看護部事務に異動となり，サクション瓶の
洗浄等の労働をＸ1人に集中して命じられたことは，
嫌がらせと受け止められてもやむを得ないものであっ
たこと，Ｘが，妊娠を報告した際，Ｙ2およびＹ3が想
像妊娠だとか中絶を示唆するような言動をしたこと
は，著しく不適切であり，その後，Ｙ2が肉体労働であ
る特浴の入浴介助をＸ1人で行うことを命じたのも，
配慮に欠けるものであったこと等の事項は，Ｘの人格
的利益を侵害する違法な嫌がらせであったというべき
であり，被告Ｙ1法人には，Ｘの主張する職場環境配
慮義務の不履行があったというべきであるとされた例
（医療法人社団恵和会ほか事件・札幌地裁平27.4.17
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-82(ダ)
ハラスメント：パワハラ 被告Ｙ2の原告Ｘに対する
各言動は，いずれも客観的には部下という弱い立場に
あるＸを過度に威圧する言動と評価すべきであって，
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被告Ｙ1の運営するＣ病院Ｄ病棟の看護師長として，
Ｘを含む同病棟に勤務する複数の看護師を指導監督す
る立場にある者の言動として，社会通念上許容される
相当な限度を超えて，配下にある者に過重な心理的負
担を与える違法なものと認められ，不法行為に該当す
るというべきであるとされた例（国家公務員共済組合
連合会ほか〔Ｃ病院〕事件・福岡地裁小倉支部平27.2.
25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-87(ダ)
ハラスメント：パワハラ Ｙ1の使用するＹ2のＸに対
する各言動は，Ｙ1のＣ病院の運営という業務におい
てされたもので，その事業の執行について行われたも
のであるから，Ｙ1はＸに対し使用者責任を負うとさ
れた例（国家公務員共済組合連合会ほか〔Ｃ病院〕事
件・福岡地裁小倉支部平27.2.25判決)㌀㌀㌀㌀1134-87(ダ)
ハラスメント 本件のように二人体制で業務を担当す
る他方の同僚からパワハラで訴えられるという出来事
（トラブル）は，同僚との間での対立が非常に大きく，
深刻であると解される点で，客観的にみても原告Ｘに
相当強い心理的負荷を与えたと認めるのが相当である
から，被告Ｙ社は，そのように強い心理的負荷を与え
るようなトラブルの再発を防止し，Ｘの心理的負荷等
が過度に蓄積することがないように適切な対応をとる
べきであったとされた例（アンシス・ジャパン事件・
東京地裁平27.3.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-125(ダ)
ハラスメント：パワハラ 被告Ｙ市には，亡Ｋが主張
するパワハラが存在するか否か調査をし，パワハラの
存在が認められる場合はもとより，仮にその存在が直
ちには認められない場合であっても，本件既往症のあ
るＫが相談を持ち掛けたことを重視して，本件既往症
であるうつ病を増悪させることがないよう配慮すべき
義務があったというべきであるとされた例（さいたま
市〔環境局職員〕事件・さいたま地裁平27.11.18判決)

……1138-30
ハラスメント：パワハラ Ｙ市の安全配慮義務違反と
Ｋの自殺との間には，相当因果関係があるとされた例
（さいたま市〔環境局職員〕事件・さいたま地裁平27.
11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-30
ハラスメント：パワハラ Ｋが，本件既往症を増悪さ
せ，自殺するに至ったことについては，Ｋの本件既往
症が重大な要因となっていること，また，原告Ｘらが，
Ｋと身分上または生活上一体関係にある者として，Ｋ
の自殺を防ぐために必要な措置を採るべきであったこ
と等を考慮し，過失相殺または過失相殺の規定（民法
722条2項）の類推適用により，ＫおよびＸらに生じた
損害の8割を減ずるのが相当とされた例（さいたま市
〔環境局職員〕事件・さいたま地裁平27.11.18判決)

……1138-30
ハラスメント：マタハラ 被告Ｙ1社が経営するデイ
サービスのＡ営業所で介護職員として勤務していた原
告Ｘに対して，妊娠を理由とする業務軽減に関する面

談時に被告Ｙ2が行った発言につき，嫌がらせの目的
は認められないにしても，相当性を欠き，社会通念上
許容される範囲を超えたものであって，妊産婦労働者
の人格権を害するものとされた例（ツクイほか事件・
福岡地裁小倉支部平28.4.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-39
ハラスメント：マタハラ Ｙ2が，Ｘとの面談から1
か月経っても，業務軽減に対応しなかったことが，従
業員の職場環境を整え，妊婦であったＸの健康に配慮
する義務に違反したものとして，Ｙ2の不法行為責任
およびＹ1社の使用者責任が肯定された例（ツクイほ
か事件・福岡地裁小倉支部平28.4.19判決)㌀㌀㌀㌀1140-39
ハラスメント：マタハラ Ｘによる妊娠の報告を受け
てから，2度目の業務軽減の申出を受けるまでの約4
か月間，Ｙ1社が業務軽減等の措置を執らなかったこ
とが，労働契約上の就業環境整備義務に違反したもの
として，Ｙ1社の債務不履行責任が肯定された例（ツ
クイほか事件・福岡地裁小倉支部平28.4.19判決)

……1140-39
ハラスメント：パワハラ 被告Ｙは，原告Ｘに対し，
ブログの作成・更新やメーリングリストへの反省文の
投稿について，Ｘがこれらの業務を勤務時間内に行う
ことができず，勤務時間外に行わざるを得ない状況に
あること，その場合も同業務が賃金の対象となるもの
ではないことを十分認識しながら，あえてこれらの業
務を指示していたものであり，かかる行為は，Ｘの労
働者としての正当な権利を侵害するものとして，不法
行為を構成するとされた例（鍼灸整骨院院長事件・横
浜地裁相模原支部平27.11.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-79(ダ)
ハラスメント：セクハラ，アカハラ 原告ＸのＩに対
するセクシュアル・ハラスメント行為は，大学の教員
として当然要求されるべき資質とモラルを著しく欠く
ことを示すものであり，その行為の性質，態様等に加
えて，Ｉが重大な肉体的・精神的苦痛を受けており，
その社会的影響も軽視できないものであり，行為の内
容・重大性と対比して特段考慮を要する事情も見当た
らないことから，本件解任は，客観的に合理的な理由
があり，社会通念上も相当であると認められた例（学
校法人早稲田大学事件・東京地裁平27.6.8判決)

……1141-82(ダ)
その他：学長就任による教授解任 本件大学において，
従前教授として勤務していた者が学長に就任しても，
当然に教授たる地位を喪失するという運用が存在した
とは認められず，その旨の労使の合意や慣行があった
とも認められないとされた例（学校法人追手門学院〔追
手門学院大学〕事件・大阪地裁平27.11.28判決)

……1134-33
その他：学長就任による教授解任 Ｘの教授たる地位
は，Ａ1学部の所属と一体のものとみるのが相当であ
り，学長就任により当然に教授たる地位を失うことが
ない以上，ＸがＡ1学部に所属しているという点につ
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いても失われるものではないとされた例（学校法人追
手門学院〔追手門学院大学〕事件・大阪地裁平27.11.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-33
その他：入れ墨調査 入れ墨調査が憲法13条に反する
か否かの審査基準について，「他のより制限的でない
手段が存在しないこと」まで要するものではなく，本
件調査の目的の正当性，調査の必要性および手段の相
当性等を総合考慮して判断するのが相当であるとした
一審判断が維持された例（大阪市・市交通局長〔入れ
墨調査〕事件・大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
その他：入れ墨調査 本件調査は憲法13条に反するも
のではなく，したがって，本件調査に回答することを
求める本件職務命令も憲法13条に反するものではない
とした一審判断が維持された例（大阪市・市交通局長
〔入れ墨調査〕事件・大阪高裁平27.10.15判決)

……1136-92
その他：入れ墨調査 人の内心における精神作用を外
部に公表する精神活動として入れ墨を入れることが一
般的であると認めるに足りる証拠はなく，また，入れ
墨をしているか否か等について回答すること自体が思
想や信仰などの内心における精神作用を外部に公表す
る精神活動の一態様であるとも解されないから，本件
調査等が憲法21条に反する旨の被控訴人・附帯控訴人
（一審原告）Ｘの主張は採用することができないとし
た一審判断が維持された例（大阪市・市交通局長〔入
れ墨調査〕事件・大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀1136-92
その他：入れ墨調査 控訴人・附帯被控訴人（一審被
告）Ｙ市の個人情報保護条例6条2項が収集を禁止す
る「その他社会的差別の原因となるおそれがあると認
められる事項に関する個人情報」（差別情報）について，
本件入れ墨情報は，人種，民族または犯罪歴に関する
個人情報と同じ範疇に属するものと考えることはでき
ず，同項にいう差別情報には該当しないとされて，本
件入れ墨情報の収集は同項に反し違法であるとした一
審判決が取り消された例（大阪市・市交通局長〔入れ
墨調査〕事件・大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
その他：入れ墨調査 本件調査は，個人情報保護条例
6条1項および同2項1号に違反するとの主張が退け
られた例（大阪市・市交通局長〔入れ墨調査〕事件・
大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
その他：入れ墨調査 労働者の調査協力義務を一定の
場合に限られるとした富士重工事件最高裁判決（富士
重工業事件・最三小判昭52.12.13労判287号7頁）は，
地方公務員の調査協力義務について直ちに妥当するも
のではなく，本件結論に影響を与えるものではないと
された例（大阪市・市交通局長〔入れ墨調査〕事件・
大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
その他：育児・介護休業法23条の2違反 育児・介護
休業法23条の2の規定は，同法の目的および基本理念
を実現するためにこれに反する事業主による措置を禁

止する強行規定として設けられたものと解するのが相
当であり，労働者につき，所定労働時間の短縮措置の
申出をし，または短縮措置が講じられたことを理由と
して解雇その他不利益な取扱いをすることは，その不
利益な取扱いをすることが同条に違反しないと認める
に足りる合理的な特段の事情が存しない限り，同条に
違反するものとして違法であり，無効であるとされた
例（社会福祉法人全国重症心身障害児〔者〕を守る会
事件・東京地裁平27.10.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-57
その他：正社員登用制度 被告Ｙ社は，正社員登用試
験の受験資格等について，正社員の欠員状況や必要人
数，さらにはＹ社の経営状況や事業計画等を総合的に
勘案したうえで決定し，実施していると認められると
された例（阪急バス事件・大阪地裁平28.2.25判決)

……1139-28
その他：正社員登用制度 正社員登用試験導入の経緯，
同試験の実施状況等を鑑みれば，Ｙ社において，原告
Ｘらが主張する，一定年数が経過しても正社員にはな
れない場合もある旨の説明を行う法的義務（期待権侵
害・説明義務）があるとは解しがたく，同主張はそれ
自体失当というほかないとして，Ｙ社の不法行為責任
を否定し慰謝料請求が棄却された例（阪急バス事件・
大阪地裁平28.2.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-28
その他：業務命令 原告Ｘに対する教材研究命令は，
業務上の必要性から行われたものではなく，従来から
勤務成績が悪く，校長である被告Ｙ2自身もその直前
に直接不快な体験をさせられたＸにつき，自主的に退
職してもらうための環境を整えるために行われたもの
であることが強く推認されるところ，教材研究命令は
そもそも業務上の必要性が認められないうえ，Ｘを自
主退職に追い込むという不当な動機・目的のもとに行
われたものであり，社会通念上著しく合理性を欠いて
いるといわざるをえず，業務命令権を濫用したものと
して違法無効であるとされた例（学校法人須磨学園ほ
か事件・神戸地裁平28.5.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
その他：業務命令 教材研究命令は違法無効であるか
ら，Ｘはこれに従う義務を負わないので，この義務が
ないことを確認することは，被告Ｙ1法人に対して現
在Ｘが有する地位の内容を明確にし，その間の労働契
約をめぐる紛争の解決に資するものであるから，その
確認請求は適法であり，認容すべきであるとされた例
（学校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁平28.5.26判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22

懲戒処分（含：懲戒解雇)

懲戒解雇 被控訴人（一審被告）Ｙ2が，控訴人（一審
原告）Ｘ1に対し，不法行為に該当するような退職勧
奨行為等をしていたことが認められることからする
と，Ｘ1において，Ｙ2を理事長兼校長から退任させよ
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うとしたことや，Ｙ2が理事長兼校長の地位にある被
控訴人（一審被告）Ｙ1学園に対して反抗する姿勢を
示したことには，酌量されるべき相応の理由があった
と認められるとされた例（学校法人矢谷学園ほか事
件・広島高裁松江支部平27.5.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-33
懲戒解雇 Ｘ1らが被控訴人（一審被告）Ｙ3に対して
本件手紙および29枚の文書を交付してした説明および
相談した行為によって，Ｙ1学園に多少の混乱を生じ
させ，また，Ｙ2の心情を害したことは否定できない
ものの，Ｙ1学園およびＹ2にＸ1を懲戒免職処分にす
べきほどの重大な実害が生じたとまでは認められない
とされた例（学校法人矢谷学園ほか事件・広島高裁松
江支部平27.5.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-33
懲戒解雇 Ｙ1学園が，Ｘ1を懲戒免職とすることは，
重きに失し，著しく不合理であり，社会通念上相当な
ものとして是認することができないというべきであ
り，したがって，本件解雇は，解雇権の濫用として無
効であるとして，一審判断が変更された例（学校法人
矢谷学園ほか事件・広島高裁松江支部平27.5.27判決)

……1130-33
懲戒解雇 被告Ｙ社（証券会社）の従業員である原告
Ｘが懲戒解雇されたことにつき，就業規則所定の懲戒
事由（会社の名誉または威信を傷つけた場合）に該当
するには，本件勧告および報道によるＹ社の名誉また
は威信の毀損についてＸに帰責事由がなければならな
いところ，Ｘの行為は懲戒事由に該当しないとされた
例（野村證券事件・東京地裁平28.2.26判決)

……1136-32
懲戒解雇 顧客情報の漏えいは懲戒事由に該当する
が，Ｘに背信的な意図がなかった，軽視できない違反
行為は反復継続していなかった，漏えいについて注意
や指導がなされていなかった，弁明の機会が与えられ
ていなかったなどとして，本件懲戒解雇は懲戒権の濫
用に当たるとされた例（野村證券事件・東京地裁平28.
2.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-32
懲戒解雇 原告ＸがＢ営業所出向命令に従わなかった
ことをもって，Ｘが懲戒規程7条14号の「配置転換，
転勤，出向などを拒否したとき」に該当するというこ
とはできないから，本件懲戒解雇は，就業規則所定の
懲戒事由を欠き，その効力を生じないというべきであ
るとされた例（大王製紙事件・東京地裁平28.1.14判決)

……1140-68
諭旨解雇 従業員の私生活上の非行であっても，事業
活動に直接関連を有するものおよび企業の社会的評価
の毀損をもたらすものについては，企業秩序維持のた
めの懲戒の対象となり得るとされた例（東京メトロ〔諭
旨解雇・本訴〕事件・東京地裁平27.12.25判決)

……1133-5
諭旨解雇 被告Ｙ社は，他の鉄道会社と同様，本件行
為の当時，痴漢行為の撲滅に向けた取組みを積極的に

行っていたこと，また，原告Ｘは，Ｘが本件行為を行っ
た当時，Ｙ社の駅係員として勤務していたことに照ら
すと，本件行為はＹ社における懲戒の対象となり得る
べきであるが，本件行為の悪質性は比較的低いこと，
本件行為についてマスコミによる報道はなかったこ
と，Ｘの勤務態度に問題はなかったことなどを合わせ
考えれば，本件行為に対する懲戒処分として，諭旨解
雇をもって臨むことは重きに失するとされた例（東京
メトロ〔諭旨解雇・本訴〕事件・東京地裁平27.12.25
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-5
諭旨解雇 痴漢行為について起訴されたかどうかだけ
を基準として懲戒処分を決定し，当該痴漢行為の具体
的な態様や悪質性，当該従業員の地位，当該従業員が
当該痴漢行為について隠ぺい工作をしようとしたかど
うか，当該従業員の日頃の勤務態度について考慮しな
いのは不合理であるとされた例（東京メトロ〔諭旨解
雇・本訴〕事件・東京地裁平27.12.25判決)㌀㌀㌀㌀1133-5
諭旨解雇 Ｘが本件においてＸに対する処分が決定す
る具体的な手続きが進行していることを知らされず，
このような中でＸが同手続きにおいて弁明の機会を与
えられなかったことについては，本件処分に至る手続
きに不適切ないし不十分な点があったものといわざる
を得ないとされた例（東京メトロ〔諭旨解雇・本訴〕
事件・東京地裁平27.12.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-5
停職，その他：分限降任処分 公務員（一部事務組合
の課長）である原告Ｘが部下に指示して情報ネット
ワークシステムにおける自身のＩＤに特定利用権限
（サーバーのすべてのフォルダにアクセスできる閲覧
権限）を設定させた行為，および，同人が当該権限を
行使して本来の閲覧権限ではアクセスできない各フォ
ルダおよびそのなかのファイルにアクセスした行為
が，地公法33条の信用失墜行為ならびに同法29条1項
各号（懲戒事由）および同法28条1項3号（降任事由）
に該当するとされた例（泉北環境整備施設組合事件・
大阪地裁平27.1.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-33
減給 入試ミスの発生等を理由とする入試委員長で
あった大学教授に対する本件処分につき，事前および
事後の点検作業を確実に実施しなかったことは懲戒事
由の職務懈怠に該当するが，その内容は減給を相当と
するものとはいえず，他の被処分者との均衡を欠くと
した原判決を改め，その地位や職務内容に照らせば，
責任が出題者および点検者より軽いとはいえず，本件
処分が裁量を逸脱し，あるいは他の被処分者との均衡
を逸するともいえないとして，一審判断が取り消され
た例（天使学園（大学教授）事件・札幌高裁平27.10.
2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-35
減給 懲戒処分において，就業規則上必要とされてい
る「教授会」の意見聴取を経ないことは，特段の事情
のない限り手続的瑕疵になるが，「教授会」の構成員に
ついて争いがあるなかで，就業規則の定める「教授会」
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の開催を理事会が求めたのに，構成員がこれに応じな
かったのであるから，手続的瑕疵があったということ
はできないとした一審判断が維持された例（天使学園
（大学教授）事件・札幌高裁平27.10.2判決)

……1132-35
その他：免職処分 申立人Ｘが生徒Ａに対し性的な内
容を含む不適切なメールを送信したこと等は認められ
るが，その後不適切なメールを送信した事実はうかが
えず，また，Ｊ校長は平成24年12月の不適切メール発
覚後に25年4月にはＸを教壇に戻し，校内での研修を
命じた25年12月以降も26年4月7日からは通常の勤務
をさせ，同年5月26日付でＸにＩ学校経営支援セン
ターにおける研修を命じていること等から，本件非違
行為によってＢ高校の生徒・教員に不信感を招いた等
の状況が存したか否かについては，なお疎明されてい
ないとされた例（東京都・都教委〔免職処分執行停止・
仮処分〕事件・東京地裁平27.1.21決定)

……1123-153(ダ)
その他：免職処分 都教委が策定した本件処分量定に
おいては，実際の性行為等を「免職」としているとこ
ろ，都教委が本件処分の理由とした本件非違行為には，
本件処分量定における「免職」に相当する行為は含ま
れていないから，本件非違行為は「免職」には相当せ
ず，「免職」を相当とするとした都教委の判断がその裁
量の範囲内にあるものと認めるべき具体的な事情は十
分に疎明されているとはいいがたいとされた例（東京
都・都教委〔免職処分執行停止・仮処分〕事件・東京
地裁平27.1.21決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-153(ダ)
その他：解任 被控訴人（一審被告）Ｙ2が，控訴人
（一審原告）Ｘ1に対し，不法行為に該当するような
退職勧奨行為等をしていたことからすると，控訴人（一
審原告）Ｘ2においても，Ｙ2を理事長兼校長から退任
させようとしたことには，酌量されるべき相応の理由
があったと認められるとされた例（学校法人矢谷学園
ほか事件・広島高裁松江支部平27.5.27判決)

……1130-33
その他：解任 被控訴人（一審被告）Ｙ1学園が，Ｘ2
を懲戒解任することは，重きに失し，著しく不合理で
あり，社会通念上相当なものとして是認できないとい
うべきであり，したがって，本件解任は，解任権の濫
用として無効になるとして，一審判断が変更された例
（学校法人矢谷学園ほか事件・広島高裁松江支部平27.
5.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-33
その他：戒告 本件職務命令は適法であり，交通局長
がした本件処分に裁量権の逸脱または濫用があったと
は認められないとして，本件処分を違法とした一審判
決が取り消された例（大阪市・市交通局長〔入れ墨調
査〕事件・大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
その他：戒告 本件ストライキおよび本件参加行為が
地公労法附則5項により準用される同法11条1項に違

反する違法なものであって，懲戒事由それ自体は存在
していることに加え，懲戒権の行使が濫用であると評
価するうえで障害となる事情を総合考慮すれば，控訴
人（一審原告）Ｘが参加人乙山に対して本件参加行為
を理由として行った本件懲戒処分が，懲戒権を濫用し
たものであり，社会通念上その対象となる組合活動の
態様等に比して著しく過重なものであると認めること
はできず，本件懲戒処分は，労組法7条3号の支配介
入に該当しないとされた例（北海道・道労委〔北海道
教職員組合〕事件・札幌高裁平27.2.26判決)

……1136-138(ダ・全文)

普 通 解 雇

非違行為 原告ＸのＩの意に反する性的身体的接触行
為は，刑法上の強制わいせつ行為としての評価を受け
得る重大な違法行為であり，大学の規定が懲戒事由と
して定める「教員として不都合な行為」に該当するほ
か，早稲田大学教員任免規則29条1項3号が定める解
任事由（教員としての職責を全うすることができない）
に該当するとされた例（学校法人早稲田大学事件・東
京地裁平27.6.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-82(ダ)
非違行為 査問委員会の査問対象であったＸに対する
自宅待機措置について，その待機期間が約2か月にと
どまり，被告Ｙ大学からＸに対し，自宅待機期間中の
賃金が支給されたことに鑑みれば，合理的な理由があ
り，相当であるというべきであるとされた例（学校法
人早稲田大学事件・東京地裁平27.6.8判決)

……1141-82(ダ)
職務遂行能力 業績不良を理由とする組合員である原
告Ｘらに対する解雇は，その適性に合った職種への転
換や業務内容に見合った職位への降格，一定期間内に
業績改善がみられなかった場合の解雇の可能性をより
具体的に伝えたうえでのさらなる業績改善の機会の付
与などの手段を講じることなく行われたものであり，
客観的に合理的な理由を欠き，社会通念上相当とは認
められず，権利濫用として無効というべきであるとさ
れた例（日本アイ・ビー・エム〔解雇・第1〕事件・
東京地裁平28.3.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-40
職務遂行能力 被告Ｙらの主張する解雇理由が認めら
れず，また，被告Ｙ5あるいは被告Ｙ1が原告Ｘに対し
て，解雇理由についての注意や指導を行ったともいえ
ないため，訴外メルファインがしたＸに対する解雇に
は，いまだ合理的な理由があるということはできず，
訴外メルファインには，解雇日以降，なお，Ｘに賃金
を支払うべき義務があったとされた例（メルファイン
ほか事件・京都地裁平28.4.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-52
職務遂行能力 原告Ｘは，被告Ｙ社との雇用関係にお
いて重要な職歴，職業上の能力および日本語の能力を
詐称してＹ社に本件雇用契約を締結させ，その結果，
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Ｙ社は，Ｘに業務を任せることができず，業務を他の
従業員に委ねたり，別の開発者の派遣を受けたりして
対応せざるを得なくなったものであり，このほかに，
Ｘが外部研究資料の無断転用（論文の盗用）を行って
報告書を作成，提出するという重大問題を起こしてい
ること，このことも含めて，さまざまな事柄について
指摘，指導等を受けても容易に問題点が改まらず，か
えって逆ギレや開き直りの態度すらみせていたことな
ど，一連の事実経過を踏まえると，Ｘについては，少
なくとも就業規則19条1号および同条3号所定の解雇
事由が認められること，そして，かかるＸの言動は，
Ｙ社との間の信頼関係を破壊するに足る悪質なものと
いわざるを得ないことから，本件解雇は，客観的かつ
合理的な理由があり，社会通念上も相当であるとされ
た例（ＫＰＩソリューションズ事件・東京地裁平27.6.
2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-75(ダ)
整理解雇 本件では，実質的な整理解雇があったと認
められるところ，整理解雇の4要素を総合的に考慮す
れば，本件雇止めは，人員削減の必要性の点において
客観的に合理的な理由あるいは社会通念上の相当性の
要件充足性の程度が弱く，これを補完するに足りる程
度の手厚い雇止め回避努力がされたとはいえず，人選
の合理性，手続きの相当性も不十分であったと認めら
れるから，客観的に合理的な理由を欠き，社会通念上
相当であるとは認められず，原告Ｘと被告Ｙ社は従前
と同一の条件で雇用契約を更新したものとみなすこと
ができ，Ｘは，Ｙ社に対し，雇用契約上の権利を有す
る地位にあるというべきであるとされた例（エヌ・
ティ・ティ・ソルコ事件・横浜地裁平27.10.15判決)

……1126-5
整理解雇 本件整理解雇の人選基準自体は合理性を有
するといえ，病欠・休職日数基準をもって被告Ｙ社へ
の貢献度を評価することも合理性があるとされた例
（日本航空〔客室乗務員〕事件・大阪地裁平27.1.28判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-58(ダ・全文)
整理解雇 本件人選基準は，当初の人選基準案に現在
乗務復帰できている者は本件整理解雇の対象から除外
するという復帰日基準を追加しながら，その基準日を，
同基準を提示した平成22年11月15日ではなく，当初の
人選基準案を提示した同年9月27日に遡らせた点にお
いて，同年9月28日から同年11月15日までに復職した
者が依然本件整理解雇の対象者とされることになり，
その余の点を判断するまでもなく不合理といわざるを
得ず，同年10月19日に乗務復帰した原告Ｘが本件整理
解雇の対象者に該当しないことは明らかであるとし
て，Ｘの地位確認請求と解雇後の未払賃金請求の一部
が認容された例（日本航空〔客室乗務員〕事件・大阪
地裁平27.1.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-58(ダ・全文)
整理解雇 本件解雇は，労働者の私傷病や非違行為な
どの労働者の責めに帰すべき事由による解雇ではな

く，使用者の経営上の理由による解雇であるから，そ
の効力は，人員削減の必要性の有無および程度，解雇
回避努力の有無および程度，被解雇者の選定の合理性
の有無および程度，解雇手続きの相当性の有無および
程度等を総合考慮して，客観的に合理的な理由があり，
社会通念上相当であると認められるか否かによって判
断すべきであるとされた例（学校法人杉森学園事件・
福岡地裁平27.7.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-76(ダ)
整理解雇 本件解雇について，一定程度の人員削減の
必要性を肯定することはできるものの，解雇回避措置
が十分に尽くされていたとはいいがたく，人選の合理
性を認めることも困難であって，手続きの相当性につ
いて検討するまでもなく，本件解雇は，客観的に合理
的な理由を欠き，社会通念上相当であると認められな
いから，解雇権を濫用したものであって無効であると
された例（学校法人杉森学園事件・福岡地裁平27.7.29
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-76(ダ)
会社解散・分割・営業譲渡に伴う解雇 解雇手続きと
しては，解散を事実上決定する際に資金繰りや事業廃
止を遅らせることによる損失の程度等を考慮したうえ
で，適切な時期を解散や解雇の実施日と定め，解散の
必要性に関する具体的な状況および解散や解雇の実施
予定日等も記載した説明文書を作成して従業員にあら
かじめ配布するとともに，説明会を開催して質疑応答
を経るなどしたうえで，円満に解散および解雇を行う
ことが，信頼関係を基礎とする継続的契約である雇用
契約を終了させる方策として望ましいことは当然であ
るが，上記のような手続きをとることがなかったとし
ても，従業員を解雇する必要性があり，解雇に合理性
が認められる以上は，そのことにより当然に解雇権が
濫用されたということにはならないのみならず，その
ような手続きをとることが困難であったり，とったと
してもそれに見合う成果が期待しがたいような場合も
ありうるのであり，このような場合に，そのような手
続きがとられなかったことにより解雇権の行使が権利
の濫用となることはないとされた例（石川タクシー富
士宮ほか事件・東京高裁平26.6.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-43
会社解散・分割・営業譲渡に伴う解雇 被控訴人（一
審被告）Ｙ1社は，本件解散および本件解雇に先立っ
て，本件組合に対し，Ｙ1社の厳しい財務状況を開示
したうえ，賃金改定が実現できなければ会社が存続で
きない可能性を示唆していたが，本件組合が賃金改定
を拒否し，それ以上の交渉にも応じない旨表明したこ
とから，解散を決意したという経緯が認められ，これ
によると，Ｙ1社において，上記のような適切な手続
きをとったとしても解散が円滑に進行するか疑問であ
り，Ｙ1社の厳しい財務状況からして，それ以上の損
失の拡大を避けるために直ちに解散と解雇を行い，従
業員の負担軽減策は事後的に講じるという選択も，経
営的判断としてあり得るところといえるので，本件解
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雇は，それまでの経緯に照らすと，必要かつ可能な手
続きを敢えてとらなかったことにより，ことさら控訴
人（一審原告）Ｘらに不利益を与えたとまではいうこ
とができず，本件解雇が解雇権の濫用に当たるとはい
えないとされた例（石川タクシー富士宮ほか事件・東
京高裁平26.6.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-43
会社解散・分割・営業譲渡に伴う解雇 地方公共団体
の職員の任用関係の法的性質に鑑みると，身分の得喪
に関する法律の特別の定めがない以上，任用関係の主
体が消滅したときに職員は身分を失うと解するほかな
く，他の地方公共団体との間に任用関係の承継ないし
設定を許容する解釈は法解釈の限界を超えるものとい
うべきであるとされた例（北秋田市〔米内沢病院職員〕
事件・仙台高裁秋田支部平27.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀1139-49
会社解散・分割・営業譲渡に伴う解雇 本件処分は，
本件病院組合の管理者として行ったものであり，これ
により身分を失った本件病院組合の職員を被控訴人
（一審被告）Ｙ市の市長が当然に職員として任用する
義務を負う法律上の根拠は存在せず，また，地方公共
団体における職員の任用は，市長その他の任命権者が，
その裁量のもと，固有の権限として任命権を行使して
行うものであるから，控訴人（一審原告）Ｘらが，任
命権者であるＹ市の市長に任用され，Ｙ市との固有の
勤務関係を設定することについて法律上の利益を有し
ていると解することはできないとされた例（北秋田市
〔米内沢病院職員〕事件・仙台高裁秋田支部平27.10.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-49
解雇手続き Ｘらが解雇予告とともに職場から退去さ
せられ出社を禁止されたこと，および被告Ｙ社が解雇
予告時に具体的な解雇事由を明記せず解雇を伝えると
ともに，原告Ｘ2および同Ｘ3に対しては，短い期間内
に自主退職をすれば退職の条件を上乗せするという提
示をすることに違法性があるとはいえないとして不法
行為の成立が否定された例（日本アイ・ビー・エム〔解
雇・第1〕事件・東京地裁平28.3.28判決)㌀㌀㌀㌀1142-40
その他：事業廃止に伴う解雇 本件解雇は，経営上必
要とされる人員削減を行うための解雇ではなく，事業
の廃止に伴う解雇であり，整理解雇の四要件がみたさ
れなければ無効であるとはいえず，また本件解雇に至
る手続きに本件解雇を無効にするような瑕疵があると
は認められないとされた例（一般財団法人厚生年金事
業振興団事件・東京高裁平28.2.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-37

契 約 の 終 了

雇止め 本件雇用契約は，契約の更新ごとに雇用契約
書を作成しており，当然更新を重ねたことはないこと，
原告Ｘは，本件雇止めの当時，本件施設の派遣隊員の
中では最高齢の68歳で，次回の更新をすれば69歳に達
するという者であり，本件施設の警備は，その複雑な

構造や車両認証システム，専用の管制室等に適切に対
応し得る判断力や俊敏さが求められていること等の事
情から，本件雇用契約は，期間の定めのない契約と実
質的に異ならない状態で存在しているとも，期間満了
後に被告Ｙ社が雇用を継続すべきものと期待すること
に合理性があるものともいえないから，いわゆる解雇
権濫用法理を類推適用する余地はないとされた例（警
備会社Ａ事件・東京地裁立川支部平27.3.26判決)

……1123-144(ダ)
雇止め 仮に，本件雇用契約の終了に際し，解雇権濫
用法理を類推適用する余地があるとしても，本件雇止
めには客観的合理的な理由があったといえ，社会的相
当性を欠くということはできないから，Ｙ社による解
雇権の濫用に当たるとは評価することができないとさ
れた例（警備会社Ａ事件・東京地裁立川支部平27.3.26
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-144(ダ)
雇止め 15年7か月にわたり，期間1年または3か月
の雇用契約を約17回更新し，被告Ｙ社の恒常的・基幹
的業務である電話番号案内業務（104業務）に従事して
きたパートタイム社員の原告Ｘに対する雇止めは，期
間の定めのない雇用契約における解雇と社会通念上同
視できると認めるのが相当で，Ｘ・Ｙ社間の雇用契約
は労働契約法19条1号に該当するとされた例（エヌ・
ティ・ティ・ソルコ事件・横浜地裁平27.10.15判決)

……1126-5
雇止め 原告Ｘと被告Ｙ社との間では，契約期間満了
の都度，雇用契約を締結し直すことにより，雇用契約
を更新してきたことが認められるのであるから，本件
雇用契約を終了させることについて，期間の定めのな
い労働契約を終了させることと社会通念上同視できる
とまでいうことは困難であり，労契法19条1号該当性
を否定せざるを得ないとされた例（三洋電機〔契約社
員・雇止め〕事件・鳥取地裁平27.10.16判決)

……1128-32
雇止め ＸとＹ社は，約30回にわたり雇用契約を更新
し続けてきたこと，他の新準社員が雇止めされた例が
あるとは認められないこと，Ｘの業務内容が正社員の
それと比して特段臨時性ないし特殊性が認められるも
のではないことからすると，Ｘには，本件雇止めがさ
れた時点において，雇用が継続することへの合理的な
期待が生じていたというべきであって，労契法19条2
号該当性が認められた例（三洋電機〔契約社員・雇止
め〕事件・鳥取地裁平27.10.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-32
雇止め Ｙ社における雇用契約の更新手続きは厳格で
あって，契約書の文言上も，当然には更新することが
予定されているとはいえないこと，Ｙ社の鳥取地区に
おける事業は縮小の一途をたどっていたことから，雇
用契約の更新に寄せられる期待の合理性は相対的には
減弱していたと評価すべきであるので，本件雇止めに
おいては，その理由自体に強度の合理性が要求される
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べきであるとはいえず，Ｘから寄せられる上記期待に
見合った程度の合理性さえ欠くといった場合において
はじめて，「客観的に合理的な理由を欠き，社会通念上
相当であると認められない」場合に該当するとされた
例（三洋電機〔契約社員・雇止め〕事件・鳥取地裁平
27.10.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-32
雇止め Ｙ社に人員削減の必要性がなかったと断ずる
ことはできないこと，Ｙ社による雇止め回避の努力が
不十分であったとはいえないこと，雇止めまでの手続
きに不合理な点があるとはいえないことなどから，本
件雇止めが無効であるということはできず，Ｘの雇用
契約は，平成25年3月末日で終了したとされた例（三
洋電機〔契約社員・雇止め〕事件・鳥取地裁平27.10.
16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-32
雇止め 黙示の雇用契約更新について定める民法629
条が，1項後段において，各当事者は，期間の定めの
ない雇用の解約の申入れに関する同法627条の規定に
より解約の申入れをすることができると定めているこ
とに照らせば，雇用契約が黙示に更新された場合，更
新された雇用契約は，期間の定めのないものになると
解するのが相当であるとされた例（学校法人矢谷学園
ほか事件・広島高裁松江支部平27.5.27判決)

……1130-33
雇止め 本件管理職規程では，被控訴人（一審被告）
Ｙ1学園に採用された控訴人（一審原告）Ｘ1のような
管理職の任用期間は2年以内とされているが，他方で，
その任用期間を更新することができるとされているか
ら，本件管理職規程をもって，民法629条と異なる法理
が適用されるとも認めがたく，Ｘ1とＹ1学園との間の
雇用契約は，第1次雇用契約の黙示の更新によって，
平成20年4月1日以降，期間の定めのないものになっ
たとされた例（学校法人矢谷学園ほか事件・広島高裁
松江支部平27.5.27判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-33
雇止め 被告Ｙ社において，Ｊ図書館のすべての職員
について，期間の定めのある労働契約を締結した理由
には合理性を認めることができるが，原告Ｘにおいて，
Ｙ社の足立区からの委託期間の中途である雇用期間の
満了時に，本件労働契約が更新されるものと期待する
ことには，合理的な理由があったとされた例（トミテッ
ク事件・東京地裁平27.3.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-87(ダ)
雇止め Ｘについて，雇用関係の継続に支障を来すよ
うな業務遂行能力の不足や勤務態度の不良があるとい
うことはできず，本件更新拒絶は，客観的に合理的な
理由を欠き，社会通念上相当であるとは認められない
というべきであるから，ＸとＹ社の間には，本件労働
契約が更新されたのと同様の法律関係が存在するとさ
れた例（トミテック事件・東京地裁平27.3.12判決)

……1131-87(ダ)
雇止め 専任についての50歳不更新制度を前提としな
がら，10年が経過したことにより特嘱制度が廃止され

たとしてなした特別嘱託専任講師（特嘱）の雇止めに
は，客観的合理性も社会通念上の相当性も認めがたい
とされ，年齢による原告Ｘ1の雇止めが無効とされた
例（市進事件・東京高裁平27.12.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-5
雇止め 専任講師である原告Ｘ2の能力不足を理由と
する雇止めについて，客観的な合理性，社会通念上の
相当性を認めることはできないとして，地位確認を認
めた一審判決が維持された例（市進事件・東京高裁平
27.12.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-5
再雇用：雇止め 被告Ｙ社の定年退職者再雇用規程に
おいて，定年後の再雇用契約は，同規程の更新基準を
満たす必要はあるものの，その更新は原告Ｘの場合65
歳に達する月の末日まであり得るものであり，Ｘが定
年まで勤めあげたうえで再雇用契約が締結されるに
至ったことなどに照らせば，本件更新拒絶のされた当
時，客観的にみて，Ｘ・Ｙ社間の雇用契約が再度更新
されることの合理的期待（労契法19条2号参照）があっ
たものと認められるとされた例（シンワ運輸東京事
件・東京地裁平28.2.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-58
再雇用：雇止め 本件更新拒絶当時のＸの再雇用（更
新）基準に基づく評価は，各項目が素点2点以上で，
かつ，総合評価（素点合計）が12点以上になることか
ら，更新基準を充足するものと認められ，本件更新拒
絶は不適法で無効であるとされた例（シンワ運輸東京
事件・東京地裁平28.2.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-58
再雇用：雇止め インターネット上で執行部を批判す
るブログを開設した原告Ｘの再雇用契約更新拒絶につ
き，名誉棄損に当たる不法行為や雇用契約上の義務違
反等の更新を拒絶する合理的理由があったとは認めら
れないとして，地位確認と賃金請求が認容された例（全
日本海員組合〔再雇用更新拒絶〕事件・東京地裁平28.
1.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-72
再雇用：雇止め ブログ開設の経緯および継続の経緯
に照らすと，被告Ｙ組合の被る不利益に対する配慮が
やや不十分であったことを考慮しても，本件更新拒絶
の合理的理由となるような不当な行為であるとまでは
いえないとされた例（全日本海員組合〔再雇用更新拒
絶〕事件・東京地裁平28.1.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-72
期間満了 ｢業務委託契約書」に基づく本件契約②は，
1年間の契約期間が定められ，配送業務の受託に当
たっては有効期間の定めのあるソクハイ配送技能認定
証の保有が必要とされ，有効期間を延長するためには
ソクハイ配送技能認定更新試験に合格する必要がある
ことを含め，契約の内容が説明され，控訴人（一審原
告）Ｘらはその旨の記載のある業務委託契約書に署名
押印しており，かつまた，その規定の内容どおりにソ
クハイ配送技能認定試験も受験して，後の契約終了時
期が到来するに当たっては，更新手続き等の問い合わ
せをしていたことから，実質的に期間の定めのないも
のであったとみることは困難であり，期間満了により
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終了したとの一審判断が維持された例（ソクハイ〔契
約更新拒絶〕事件・東京高裁平26.5.21判決)

……1123-83
期間満了 控訴人（一審原告）Ｘについては，Ｘが再
雇用満了年齢に達するとともに，本件雇用契約におい
て契約期間の終期と定められた平成26年11月7日を
もって定年後の再雇用契約が終了したというべきであ
るとされた例（学究社事件・東京高裁平28.6.8判決)

……1143-25
期間満了 旧Ａ社の「定年再雇用規程」によれば，Ｘ
が満65歳となった平成26年11月7日をもって定年とな
り，Ｘの再雇用の期間が満了し，本件雇用契約が終了
することになることは明らかであるとされた例（学究
社事件・東京高裁平28.6.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-25
期間満了 定年後の再雇用契約が更新される蓋然性が
高いとか，その契約期間が再雇用満了年齢に達した月
の末日までとなる蓋然性が高いということができるも
のではないとされた例（学究社事件・東京高裁平28.6.
8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-25
契約の解除 原告Ｘと同様に国外等に避難し，その間
被告Ｙ協会の業務に就かなかったフランス語担当者6
名の中に，Ｙ協会が契約を解除し，または次年度の契
約を締結しなかった者はいなかったこと等から，Ｘが
平成23年3月15日に避難したことを捉えて，「本業務
の実施内容が不十分又は不完全であり，改善の見込み
がない」（本件契約書16条3項1号）または「その他本
件契約を継続し難い事由が生じた」（同条項5号）に当
たるものと解するのは均衡を欠き相当でないとされた
例（ＮＨＫ〔フランス語担当者〕事件・東京地裁平27.
11.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-57
契約の解除 本件解除および平成23年度の契約申込み
の撤回は，Ｘが同契約を締結・更新する機会，その合
理的な期待を一方的に奪うものであって，Ｘの権利を
違法に侵害する不法行為に当たるとして，23年度にお
ける契約による得べかりし利益468万余円の支払いが
命じられた例（ＮＨＫ〔フランス語担当者〕事件・東
京地裁平27.11.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-57
契約の解除 本件中途解約は，原告Ｘの業績不良を理
由とするものであるが，期間満了を待たずに直ちに契
約を終了せざるを得ないような事由であるとまではい
えないから，本件中途解約は労契法17条1項の類推適
用により無効であるとし，休業見舞金，報奨金，特別
給付金，事務費等の支払いが命じられた例（ＮＨＫ堺
営業センター〔地域スタッフ〕事件・大阪地裁平27.11.
30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-61
契約の解除 被告Ｙ協会が，Ｘとの契約を更新しな
かった理由は，Ｘの長期にわたる業績不良，長期休業
等であって，Ｙ協会がＸの契約更新申込みを拒絶した
ことは，客観的に合理的な理由があり，かつ社会通念
上相当であるとされた例（ＮＨＫ堺営業センター〔地

域スタッフ〕事件・大阪地裁平27.11.30判決)
……1137-61

契約の解除 本件契約の規定にかかわらず，民法628
条に基づき，「やむを得ない事由」があるときは，直ち
に本件契約を解除することができるものと解するのが
相当であるとされた例（元アイドルほか事件・東京地
裁平28.1.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-82(ダ)
契約の解除 本件契約の内実は，被告Ｙ1に一方的に
不利なものであって，そのような本件契約の性質を考
慮すれば，Ｙ1には，本件契約を直ちに解除すべき「や
むを得ない事由」があったとされた例（元アイドルほ
か事件・東京地裁平28.1.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-82(ダ)
その他：休職期間満了 本件休職期間満了時において，
原告Ｘが従前の職務である予算管理業務を通常の程度
に行える健康状態，または当初軽易作業に就かせれば
ほどなく当該職務を通常の程度に行える健康状態に
なっていたとは認められず，また，障害者をどのよう
な状態であろうと受け入れる義務が被告Ｙ社にあると
は認められないこと等から，Ｙ社によるＸの本件退職
扱いが有効とされた例（日本電気事件・東京地裁平27.
7.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-5

就 業 規 則

効力 「専任が満年齢50歳を超えた場合には，原則と
して翌年度の契約更新は行わない」旨の50歳不更新制
度を導入する就業規則の不利益変更は，本件改定がさ
れた平成15年3月1日から10年が経過した後において
も，特嘱就業規則5条2項に定めるように満60歳に達
した日の属する年度末までは，代償措置としての特嘱
ないしそれと同等の職務内容の職種での契約の更新
を，年齢のみを理由として拒絶しない扱いをする限り
において，その効力を肯定することができるとされた
例（市進事件・東京高裁平27.12.3判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-5
効力：不利益変更 労働契約の内容である労働条件
は，労働者と使用者との個別の合意によって変更する
ことができ，このことは，就業規則に定められている
労働条件を労働者の不利益に変更する場合であって
も，その合意に際して就業規則の変更が必要とされる
ことを除き，異なるものではないとされた例（山梨県
民信用組合事件・最高裁二小平28.2.19判決)㌀㌀㌀1136-6
効力：不利益変更 使用者が提示した労働条件の変更
が賃金や退職金に関するものである場合には，当該変
更を受け入れる旨の労働者の行為があるとしても，当
該行為をもって直ちに労働者の同意があったものとみ
るのは相当でなく，当該変更に対する労働者の同意の
有無についての判断は慎重にされるべきであるとされ
た例（山梨県民信用組合事件・最高裁二小平28.2.19判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-6
効力：不利益変更 就業規則に定められた賃金や退職
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金に関する労働条件の変更に対する労働者の同意の有
無については，当該変更を受け入れる旨の労働者の行
為の有無だけでなく，当該変更により労働者にもたら
される不利益の内容および程度，労働者により当該行
為がされるに至った経緯およびその態様，当該行為に
先立つ労働者への情報提供または説明の内容等に照ら
して，当該行為が労働者の自由な意思に基づいてされ
たものと認めるに足りる合理的な理由が客観的に存在
するか否かという観点からも，判断されるべきものと
解するのが相当であるとされた例（山梨県民信用組合
事件・最高裁二小平28.2.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-6
効力 事務室にある無施錠のキャビネット内に就業規
則や賃金規程が備え付けられていたものであるとこ
ろ，一時期は事務室へのトラック運転手の立入りが制
限されていたこともあったと認められるが，就業規則
等のコピーを取得することができる状況にあったとし
て，就業規則は周知できる状態で備え付けられていた
ものとする一審判断が維持された例（富士運輸〔割増
賃金等〕事件・東京高裁平27.12.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀1137-42
効力 本件特例規定は，教職員に対する不利益を与え
るものではあるものの，特に，本件の特殊事情を踏ま
えて被告Ｙ大学における状況を相対的にみれば，その
不利益の程度は非常に限定的なものにとどまると評価
すべきものであって，その他の事情をも合わせ考慮す
れば，本件特例規定は十分な相当性を有するものと認
められるとされた例（国立大学法人京都大学事件・京
都地裁平27.5.7判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-74(ダ)
解釈 被控訴人（一審被告）Ｙ社の「定年後再雇用規
程」における定年後の再雇用契約は，原則として契約
期間を1年として締結し，したがって，契約期間であ
る1年が経過することにより終了することとなるが，
例外的に再雇用満了年齢に達した年月の月末を終期の
上限として1年未満の契約を定めることができること
を規定したものと理解すべきであるとした一審判断が
維持された例（学究社事件・東京高裁平28.6.8判決)

……1143-25
解釈 Ｙ社の「定年後再雇用規程」の3条における「再
雇用満了年齢に至るまで更新することができる」とい
うのは，「再雇用満了年齢に至るまで更新する」という
規定ぶりからすると，再雇用満了年齢に達する以前に
再雇用契約の更新期間が開始していることが前提であ
ると解され，再雇用契約の更新期間が再雇用満了年齢
に達した後に開始することは予定されていないから，
再雇用契約が再雇用満了年齢に達して契約期間も満了
となった後にその月末まで契約期間が更新される余地
はないというべきであるとされた例（学究社事件・東
京高裁平28.6.8判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-25

労働安全・災害補償

業務上外 原告Ｘが本件事故当日に本件視聴をしたこ
と等や本件各苦情への対応等に伴う心理的負荷の強度
は，社会通念上，客観的にみて，いまだ適応障害を発
病させる，または適応障害を自然的経過を超えて著し
く悪化させるに足りる程度に達していたとまで認める
ことはできないとして，Ｘの精神障害の発病および悪
化の業務起因性が否定された例（国・北大阪労基署長
〔ＪＲ西日本・適応障害等〕事件・大阪地裁平27.1.19
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-71(ダ)
業務上外 労災保険法に基づく保険給付は，危険責任
法理に基づいて使用者の帰責性の有無に関係なく，労
働者の業務上の疾病等について行われるところ，労働
者の疾病等が業務上のものであると認めるためには，
業務と疾病等との間に相当因果関係が認められること
が必要であるとされた例（国・天満労基署長〔寿司田〕
事件・大阪高裁平27.1.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-57
業務上外 業務と疾病等との間の相当因果関係を判断
する場合における労働者は，平均的な労働者，すなわ
ち，通常の勤務に就くことが期待されている者を基準
とするとされた例（国・天満労基署長〔寿司田〕事件・
大阪高裁平27.1.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-57
業務上外 寿司店の調理補助員で糖尿病の基礎疾病を
有する原告Ｘが，基礎疾病が増悪し心不全，糖尿病性
腎症に至った本件疾病の発症について，本人の過食や
肥満という本件業務以外の糖尿病発症・増悪因子が
あったとし，Ｘの請求を棄却した一審判断が維持され
た例（国・天満労基署長〔寿司田〕事件・大阪高裁平
27.1.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-57
業務上外 Ｘ側が主張の根拠とした長時間労働と糖尿
病に関係する医学文献等の内容を総合的に考慮したと
しても，本件の事実関係の下においては，本件業務に
内在する危険によってＸの2型糖尿病および本件疾病
が発症・増悪したとは認めがたいとされた例（国・天
満労基署長〔寿司田〕事件・大阪高裁平27.1.16判決)

……1125-57
業務上外 亡Ｋが従事していた業務が，長期間にわた
る長時間の業務その他血管病変等を著しく増悪させる
業務に該当する場合には，特段の反証がない限り上記
業務と本件発症との相当因果関係が肯定され，本件疾
病およびこれを原因とする死亡が業務に起因するとい
えるとして，一審判決が維持された例（国・池袋労基
署長〔光通信グループ〕事件・大阪高裁平27.9.25判決)

……1126-33
業務上外 Ｋは，少なくとも本件発症前36か月頃から
の恒常的な長時間労働により疲労を蓄積していたとこ
ろ，本件発症前15か月頃から業務が質的にも量的にも
さらに過重なものとなったことにより，血管病変等（冠
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動脈の粥状硬化）が自然経過を超えて著しく増悪した
こと，本件発症前10か月頃からはそれまでに比べれば
労働時間は短くなったものの，引き続き1か月当たり
45時間を超える時間外労働に従事し，その業務に伴う
精神的負荷も相当大きかったことから，それまでに蓄
積した疲労を解消することができず，そのため，自然
経過を超えて著しく増悪した血管病変等が引き続き維
持され，あるいはさらに増悪し，最終的には，冠動脈
攣縮の発生をきっかけとして，本件発症をしたことが
認められ，Ｋが従事していた業務は，長期間の過重業
務に該当し，上記業務と本件発症との間には相当因果
関係が認められるとして，一審判決が維持された例
（国・池袋労基署長〔光通信グループ〕事件・大阪高
裁平27.9.25判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-33
業務上外 Ｋには，軽度の脂質異常および喫煙という
私的リスクファクターが存在したが，これらの私的リ
スクファクターをもって，Ｋの業務と本件発症との相
当因果関係の存在を否定することはできないとして，
一審判決が維持された例（国・池袋労基署長〔光通信
グループ〕事件・大阪高裁平27.9.25判決)㌀㌀㌀㌀1126-33
業務上外 業務起因性に関する法的判断枠組みにつ
き，労災保険法に基づく保険給付は，労働者の業務上
の負傷，疾病，障害または死亡に関して行われる危険
責任の法理に由来する制度であり（労災保険法1条，
7条1項1号），「業務上死亡した場合」（同法12条の8
第1項4号，5号，同条2項，労働基準法79条，80条）
といえるためには，業務と当該死亡との間に条件関係
があることを前提に，いわゆる相当因果関係があるこ
とが必要であるとされた例（国・長崎労基署長〔長崎
大学病院〕事件・長崎地裁平27.3.2判決)

……1127-88(ダ)
業務上外 業務起因性についての認定基準は，裁判所
による判断を直接拘束する性質のものではないが，十
分な合理性を有するものであるといえるとされた例
（国・長崎労基署長〔長崎大学病院〕事件・長崎地裁
平27.3.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-88(ダ)
業務上外 亡Ｋのうつ病の発病時期につき，認定基準
は，ＩＣＤ－10の診断基準を満たした時（診断基準の
定める症状が出揃った時またはその症状が出揃ったと
医学的に推定できる時）をもって，発病時期とするこ
とを前提としているものと解するのが相当であるとこ
ろ，被告国が発病時期と主張する平成21年1月頃のＫ
の行動・反応について，うつ病の症状である特異な言
動や生活様式の変化が顕著にみられるようになったと
の評価には，大いに疑問があり，本件疾患の発病時期
は，21年3月下旬ないし同年4月上旬であるとされた
例（国・長崎労基署長〔長崎大学病院〕事件・長崎地
裁平27.3.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-88(ダ)
業務上外 Ｋの本件疾患の発病前おおむね6か月の業
務の心理的負荷の強度は，①Ｋが平成20年7月にＡ課

に異動し，同年12月に初めて新規ＧＰの担当になった
ことは「中」，②Ｋが21年3月頃にＦ主査やＧ課長から，
合計3回，別の機会・内容の業務上のミスについて叱
責をうけたことはいずれも「中」，③Ｋが21年3月16日
から26日間連続勤務を行い，時間外労働も多かったこ
とは，同年3月下旬時点で「中」，同年4月上旬時点で
は「中」の中でも「強」に近い程度，④Ｋの1か月当
たりの時間外労働の合計時間が，21年2月から増加を
続け，同年4月4日（3月6日～4月4日分）以降は
恒常的に100時間を超えるようになったことは，「強」
ないし「中」のなかでも「強」に近い程度と評価でき
るものであり，とりわけ④だけで「強」ないし「強」
に近い程度のものであること，その他にも心理的負荷
が「中」の複数の出来事が続けて起きていることに照
らせば，Ｋの本件疾患の発病前の業務による心理的負
荷の強度の全体評価は，「強」と判断するのが相当であ
るとされた例（国・長崎労基署長〔長崎大学病院〕事
件・長崎地裁平27.3.2判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1127-88(ダ)
業務上外 使用者は，雇用する労働者の配置・業務の
割当等については，業務上の合理性に基づく裁量権を
有すると解されるが，労働者に労務提供の意思があり，
客観的に労務の提供が可能であるにもかかわらず，使
用者が具体的な業務を担当させず，あるいは，その地
位・能力と比べて著しく軽易な業務にしか従事させな
いという状態を継続させることは，当該労働者に対し，
自分が使用者から必要とされていないという無力感を
与え，他の労働者との関係において劣等感や恥辱感を
与えるなどの危険性が高いことから，そのような状態
に置かれた期間および具体的な状況等によっては，使
用者の合理的な裁量の範囲を超えると評価される場合
があり，また，平均的な労働者を基準としても，精神
障害を発症する原因となる強い精神的負荷を与え得る
ものであるとされた例（国・広島中央労基署長〔中国
新聞システム開発〕事件・広島高裁平27.10.22判決)

……1131-5
業務上外 使用者が，労働者の雇用を継続する一方で
何らの具体的な仕事を与えないという状態は，人員配
置または職務分担上のやむを得ない理由による一時的
な措置である場合や，当該労働者が休職や懲戒処分等
によって就業を制限されている場合などのような特段
の事情がある場合を除き，業務上の合理的な理由があ
るとは認められないとされた例（国・広島中央労基署
長〔中国新聞システム開発〕事件・広島高裁平27.10.
22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-5
業務上外 平均的な労働者にとって，業務上の合理的
な理由がなく，約3か月間にわたり，仕事を与えられ
ない状態に置かれることは，それによって受ける心理
的な負荷は強度であり，そのストレスによってうつ病
等の精神障害を発症させる程度の負荷であったとし
て，一審判断を取り消し，本件疾病の業務起因性が肯
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定され，不支給処分が取り消された例（国・広島中央
労基署長〔中国新聞システム開発〕事件・広島高裁平
27.10.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-5
業務上外 原告Ｘの長時間労働と，ＡのＸに対する叱
責・暴言等にかかる具体的出来事とを関連づけてみる
と，同出来事の心理的負荷の程度は「強」あるいは，
少なくとも「中」を下回るものではないと認められる
ところ，「強」である場合はもちろん，「中」である場
合であっても，同出来事の開始時期である平成20年6
月頃より後に，月100時間程度の恒常的長時間労働が
認められるから，総合評価としては，強度が「強」と
なる心理的負荷が認められるとされた例（国・京都下
労基署長〔セルバック〕事件・京都地裁平27.9.18判決)

……1131-29
業務上外 Ｘが，平成20年11月頃から21年5月中旬頃
にかけて受けた業務上の心理的負荷は，社会通念上，
客観的にみて，精神障害を発症させるおそれがあるほ
どに強度なものであったというに十分であるとされた
例（国・京都下労基署長〔セルバック〕事件・京都地
裁平27.9.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-29
業務上外 労働者が「業務上」の疾病にかかった場合
とは，労働者が業務に起因して疾病にかかった場合を
いい，そのような場合に当たるというためには，業務
と疾病との間に相当因果関係が認められなければなら
ないと解すべきであるとされた例（国・岐阜労基署長
〔アピコ関連会社〕事件・名古屋地裁平27.11.18判決)

……1133-16
業務上外 業務と疾病との間の相当因果関係の有無
は，その疾病が当該業務に内在する危険が現実化した
ものと評価し得るか否かによって決せられるべきであ
るとされた例（国・岐阜労基署長〔アピコ関連会社〕
事件・名古屋地裁平27.11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-16
業務上外 「ストレス－脆弱性」理論の趣旨に照らせ
ば，業務の危険性の判断は, 当該労働者と同種の平均
的労働者，すなわち，何らかの個体側の脆弱性を有し
ながらも，当該労働者と職種，職場における立場，経
験等の点で同種の者であって，特段の勤務軽減まで必
要とせずに通常業務を遂行することができる者を基準
とすべきであり，そのような平均的労働者にとって，
当該労働者の置かれた具体的状況における心理的負荷
が一般に精神障害を発症させて死亡に至らせる危険性
を有し，当該業務による負荷が業務以外の要因に比し
て相対的に有力な要因となって当該精神障害を発症さ
せて死亡に至らせたと認められれば，業務と精神障害
発症および死亡との間に相当因果関係が認められると
解するのが相当であるとされた例（国・岐阜労基署長
〔アピコ関連会社〕事件・名古屋地裁平27.11.18判決)

……1133-16
業務上外 業務起因性を判断するにおいては，基本的
には「心理的負荷による精神障害の認定基準」（平23.

12.26基発1226第1号）を参考としつつ，当該労働者に
関する精神障害発症および死亡に至るまでの具体的事
情を総合的に斟酌し，必要に応じてこれを修正する手
法により，業務と精神障害発症および死亡との間の相
当因果関係を判断するのが相当であるとされた例
（国・岐阜労基署長〔アピコ関連会社〕事件・名古屋
地裁平27.11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-16
業務上外 亡Ｋが平成21年8月頃にうつ病を発症する
以前における業務上の心理的負荷としては，認定基準
の別表1における心理的負荷の強度が「強」にやや近
接する「中」に該当する出来事が1つ，「中」に該当す
る出来事が1つ，「弱」に該当する出来事が1つあるも
のの，「強」に該当する出来事があったとは認められな
いとされた例（国・岐阜労基署長〔アピコ関連会社〕
事件・名古屋地裁平27.11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-16
業務上外 自殺の前に業務起因性が認められないうつ
病を発症し，その後自殺するまでの間に「特別な出来
事」がないということのみをもって，一律に業務起因
性を否定することになる認定基準に基づいて相当因果
関係を判断するのは相当ではないとされた例（国・岐
阜労基署長〔アピコ関連会社〕事件・名古屋地裁平27.
11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-16
業務上外 うつ病発症から死亡前までの間に生じた出
来事を総合評価して，うつ病を増悪し，これにより自
殺を図るに至ったことについて業務起因性が認められ
るか否かを判断すべきとされた例（国・岐阜労基署長
〔アピコ関連会社〕事件・名古屋地裁平27.11.18判決)

……1133-16
業務上外 Ｋには平成21年10月以降，業務上の心理的
負荷が蓄積され続けて，ＩＣＤ－10の診断ガイドライ
ン「Ｆ32 うつ病エピソード」の診断基準における一
般的症状のうち「思考力や集中力の低下」という新た
な症状が発現していたものとみることができるとし
て，うつ病を発症するまでの心理的負荷を超えた，業
務による心理的負荷を受け続けるなか，死亡する前頃
にうつ病を決定的に増悪させ自殺を図り死亡したもの
とみるのが相当であるとされた例（国・岐阜労基署長
〔アピコ関連会社〕事件・名古屋地裁平27.11.18判決)

……1133-16
業務上外 Ｋの業務による心理的負荷とうつ病の増悪
により自殺を図り死亡したこととの間に相当因果関係
を認めるのが相当として，労災保険給付の不支給処分
が取り消された例（国・岐阜労基署長〔アピコ関連会
社〕事件・名古屋地裁平27.11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-16
業務上外 介護老人福祉施設Ａ1施設で事務管理室室
長として勤務していた亡Ｋが，脳動脈瘤破裂によるく
も膜下出血を発症して死亡したことにつき，長時間労
働等の過重な業務が原因であったとして，くも膜下出
血の発症と業務との間の相当因果関係が肯定された例
（社会福祉法人和歌山ひまわり会ほか事件・和歌山地
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裁平27.8.10判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-109
業務上外 原告Ｘは，本件選択制度により，家計の維
持および家庭生活の維持の両立について悩んでおり，
これ自体も弱くない心理的負荷であったなかで，60歳
満了型の選択を考えたところ，退職・再雇用型の選択
を強要され，相当程度の心理的負荷を加えられたとい
うのであり，Ｘがもともと感じていた不安感等をこと
さらに助長されたものということもでき，これらを全
体として評価すれば，認定基準が定める出来事の例と
比較しても，その心理的負荷の程度は「強」に至って
いるものというべきであり，Ｘに加えられていた業務
上の心理的負荷は，客観的に，平均的な労働者を基準
としてみても，精神障害を発症させる程度に過重なも
のであったとされた例（国・大分労基署長〔ＮＴＴ西
日本・うつ病〕事件・大分地裁平27.10.29判決)

……1138-44
業務上外 Ｘは，ややストレス耐性に脆弱な点が見受
けられるとしても，当該労働者と職種，職場における
立場，経験等の点で同種であって，特段の勤務軽減ま
で必要とせずに通常の業務を遂行することができる平
均的な労働者に該当するものといえ，精神障害を発症
した平成19年11月7日頃までの間，業務外で強い心理
的負荷を受ける出来事があったことはまったくうかが
われないことからしても，その発症については，業務
上の強度の心理的負荷が相対的に有力な原因となって
いるものと認められるとされた例（国・大分労基署長
〔ＮＴＴ西日本・うつ病〕事件・大分地裁平27.10.29
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-44
業務上外 業務上の負荷を検討するに当たっては，そ
の時間が労働基準法その他関係法令に定める労働時間
に直ちに該当するかどうかはともかく，終業時間ない
し時間外労働時間を算定すべきとされた例（ヤマダ電
機事件・前橋地裁高崎支部平28.5.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-5
業務上外 長時間労働と精神疾患の発症との明確な関
連性はまだ十分に示されていないとの医学的知見に照
らすと，労働時間のみをもって極めて強い業務上の負
荷を受けていたと直ちに評価することはできず，業務
に関する諸般の事情を考慮する必要があるとされた例
（ヤマダ電機事件・前橋地裁高崎支部平28.5.19判決)

……1141-5
業務上外 亡Ｋに精神障害を発症させるほどの強い業
務上の負荷が生じていたとはいえず，うつ病を発症し
ていたとも認められないとされた例（ヤマダ電機事
件・前橋地裁高崎支部平28.5.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-5
公務上外 地公災法に基づく補償は，地方公務員等の
公務上の災害等について行われるところ，同補償制度
が使用者の過失の有無を問わずに被災公務員の損失を
てん補する危険責任の法理に由来する制度であること
に鑑みれば，「公務上」の災害とは，公務に起因する災
害，すなわち公務員が公務に起因して負傷，疾病，障

害または死亡した場合をいい，公務と災害との間に相
当因果関係が認められることが必要であるとした一審
判断が維持された例（地公災基金名古屋市支部長〔市
営バス運転士〕事件・名古屋高裁平28.4.21判決)

……1140-5
公務上外 公務の過重性を判断する際には，当該公務
員と職種，職場における立場，経験等の点で同等の者
を基準とすべきであり，そのような平均的労働者に
とって，当該労働者の置かれた具体的状況における心
理的負荷が一般に精神疾患を発病させ，死亡に至らせ
る危険性を有しているものであって，特段の公務以外
の心理的負荷および個体側の要因のない場合には，公
務と精神疾患発症との間に相当因果関係が認められる
とした一審判断が維持された例（地公災基金名古屋市
支部長〔市営バス運転士〕事件・名古屋高裁平28.4.21
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-5
公務上外 亡Ｋの従事した業務は，量的には精神疾患
を発症させるまでの過重なものとはいえないとした一
審判断を踏襲しつつも，本件添乗指導，本件苦情およ
び本件転倒事故の3つの出来事がわずか4か月という
短期間に発生したこと，本件転倒事故については，そ
れに関与していないと認識していたＫにとって大きな
精神的負荷となったと評価し，Ｋがこれらの出来事か
ら受けた負荷は平均的労働者にとっても強い精神的負
荷であったとして，Ｋの精神疾患の公務起因性を否定
した一審判断が取り消された例（地公災基金名古屋市
支部長〔市営バス運転士〕事件・名古屋高裁平28.4.21
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-5
公務上外 公務の危険性の判断は，当該被災職員と同
種の平均的な職員，すなわち，何らかの個体側の脆弱
性を有しながらも，当該被災職員と職種，職場におけ
る立場，経験等の点で同種の者であって，特段の勤務
軽減まで必要とせずに通常業務を遂行することができ
る者を基準とし，このような意味での平均的な職員に
とって，当該被災職員の置かれた具体的状況における
心理的負荷が，一般に精神疾患を発症させるに足りる
程度のものであるといえる場合には，公務と当該精神
疾患との相当因果関係を認めるのが相当であるとされ
た例（地公災基金東京都支部長〔市立Ａ小学校教諭〕
事件・東京地裁平28.2.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-49
公務上外 自殺した亡Ｋのうつ病発症前に発生した業
務上の出来事については，Ｋの勤務開始直後である平
成18年4月から，同年6月頃という短期間のうちに，
連続して発生したものであり，かつ，それぞれの出来
事は，初めて学級担任を受け持った新任教諭にとって，
少なくとも相当程度の精神的または肉体的負荷を与え
るものであったと認められるとされた例（地公災基金
東京都支部長〔市立Ａ小学校教諭〕事件・東京地裁平
28.2.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-49
公務上外 Ｋのうつ病発症前に発生した業務上の出来
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事は，全体として業務による強い精神的・肉体的負荷
を与える事象であったと認められ，Ｋが，業務以外の
負荷および個体側要因によりうつ病を発症したとは認
められないから，Ｋのうつ病は，公務に起因して発症
したとされた例（地公災基金東京都支部長〔市立Ａ小
学校教諭〕事件・東京地裁平28.2.29判決)㌀㌀㌀㌀1140-49
公務上外 Ｋの自殺については，うつ病によって正常
の認識，行為選択能力が著しく阻害され，または自殺
行為を思いとどまる精神的な抑制力が著しく阻害され
ている状態で行われたものと推定され，Ｋに業務以外
の負荷要因があったことを認めるに足りる証拠はない
から，Ｋの自殺について，上記推定を覆すに足りる事
情は認められず，Ｋの自殺には公務起因性が認められ
るとされた例（地公災基金東京都支部長〔市立Ａ小学
校教諭〕事件・東京地裁平28.2.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-49
損害賠償 被控訴人（一審被告）Ｙ社が，Ｙ社女川支
店の津波避難場所として本件屋上を追加したことには
合理性が認められるとした一審判断が維持された例
（七十七銀行〔女川支店〕事件・仙台高裁平27.4.22判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-48
損害賠償 Ｙ社において本件地震発生前および発生後
に収集が可能であった情報によっては，本件屋上を超
えるほどの高さの津波が襲来する危険性を具体的に予
見することが可能であったとは認められないから，Ｄ
支店長が事前に想定されていた津波からの避難が可能
な場所として災害対応プラン上の避難場所とされてい
た本件屋上への避難を指示したことについて，安全配
慮義務違反があったと認めることはできないとした一
審判断が維持された例（七十七銀行〔女川支店〕事件・
仙台高裁平27.4.22判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-48
損害賠償 安全配慮義務の対象となる回避すべき危険
は，具体的に予見することができる範囲のものとする
のが相当であり，Ｙ社において，女川支店の屋上を超
える高さの津波が襲来する危険性を具体的に予見する
ことができたとは認められないから，Ｙ社に安全配慮
義務違反の法的責任を問うことはできないとされた例
（七十七銀行〔女川支店〕事件・仙台高裁平27.4.22判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-48
損害賠償 被告Ｙ社代表者の乙山は，亡Ｋの精神状態
や自殺リスクについて，非常に軽く考えていたため，
Ｋの治療状況の確認や職場における人間関係の調整な
どについて，専門家の助言を得ることなく，自分だけ
の判断でＫの職場復帰および業務内容を決めたもので
あり，その業務内容も，Ｋの精神的・身体的状態を十
分配慮したものとはいえないものであったことからす
れば，Ｙ社（乙山）の対応は，Ｋの生命身体に対する
安全配慮義務に違反するものというべきであるとされ
た例（市川エフエム放送事件・千葉地裁平27.7.8判決)

……1127-84(ダ)
損害賠償 電通事件（最二小判平12.3.24労判779号13

頁）判決に従って，本件において使用者である被告Ｙ
社は，その雇用する労働者である原告Ｘに対し，業務
の遂行に伴う疲労や心理的負荷等が過度に蓄積して心
身の健康を損なうことがないよう注意する義務を負
い，Ｘに対して業務上の指揮監督を行う権限を有する
Ｂ部長は，Ｙ社の上記注意義務の内容に従ってＸに対
する指揮監督権限を行使する義務を負うとされた例
（アンシス・ジャパン事件・東京地裁平27.3.27判決)

……1136-125(ダ)
損害賠償 Ｙ社の注意義務違反について，民法415条
に基づく損害賠償責任，Ｂ部長の過失に基づく注意義
務違反について，民法715条に基づく損害賠償責任が
認められ，それらによるＸの精神的損害については，
50万円をもって慰謝するのが相当であるとされた例
（アンシス・ジャパン事件・東京地裁平27.3.27判決)

……1136-125(ダ)
損害賠償 電通事件最高裁判決（最二小判平12.3.24
労判779号13頁）を引用したうえで，亡Ｋの直属の上司
であった被告Ｙ3，同Ｙ2については，注意義務を怠っ
た過失があり，不法行為に基づく損害賠償責任を負う
とされ，また被告Ｙ1法人も，不法行為に基づく損害
賠償責任を負うとされた例（社会福祉法人和歌山ひま
わり会ほか事件・和歌山地裁平27.8.10判決)

……1136-109
損害賠償 過重労働等の結果として発症・増悪した精
神障害による出向労働者・亡Ｋの自殺について，出向
先・被告Ｙ2社は，Ｋに対し，労働契約上の安全配慮義
務があったとして，また出向元・被告Ｙ1社は，長時間
労働をしている出向労働者がいるときは，被告Ｙ3ま
たは被告ら補助参加人丙川においてその業務負担の軽
減の措置を取ることができる体制を整える義務があっ
たとして，そしてＹ2社の代表取締役でありかつＹ1社
の代表取締役であったＹ3は，Ｙ2社の代表者としては
業務負担軽減の措置を取る義務を負い，Ｙ1社の代表
者としては業務負担軽減措置を取ることができる体制
を整える義務があったとして，不法行為に基づくＹ2
社・Ｙ1社・Ｙ3の賠償責任が認められた例（ネットワー
クインフォメーションセンターほか事件・東京地裁平
28.3.16判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-37
その他：遺族補償年金等受給資格 地公災法の定める
遺族補償年金は，基本的に憲法25条の趣旨を実現する
ために設けられた社会保障制度の一環であるとしたう
えで，憲法25条の規定の趣旨にこたえて具体的にどの
ような立法措置を講じるかの選択決定は，立法府の広
い裁量にゆだねられており，それが著しく合理性を欠
き明らかに裁量の逸脱・濫用とみざるを得ないような
場合を除き，裁判所が審査判断するのに適しない事柄
であるといわなければならず，また，同条の趣旨にこ
たえて制定された法令において受給権者の範囲，支給
要件等につき何ら合理的理由のない不当な差別的取扱
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いをするときには別に憲法14条1項違反の問題を生じ
得るというべきであるとされた例（地公災基金大阪府
支部長〔市立中学校教諭〕事件・大阪高裁平27.6.19判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-27
その他：遺族補償年金等受給資格 地公災法32条1項
が，配偶者のうち妻については年齢要件を定めず，夫
については年齢要件を定めて，遺族補償年金の受給要
件について夫と妻を区別していることについて，男女
の労働力率の比較，男女の賃金額の比較，家事のみを
行っている妻と家事のみを行っている夫の比較をふま
えて，今日の社会情勢のもとにおいても，妻について
は年齢を問わずに「一般に独力で生計を維持すること
が困難である」と認めて遺族補償年金を受給できるも
のとするが，夫については年齢を問わずに「一般に独
力で生計を維持することが困難である」とは認められ
ないとして「一般に独力で生計を維持することが困難
である」と認められる一定の年齢に該当する場合に遺
族補償年金を受給できるものとする本件区別は，合理
性を欠くということはできないとし，本件区別を不合
理な差別的取扱いで，違憲・無効として不支給決定を
取り消した一審判決が取り消された例（地公災基金大
阪府支部長〔市立中学校教諭〕事件・大阪高裁平27.6.
19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-27
その他：遺族補償年金等受給資格 社会権規約9条は
憲法25条とは異なることを定める趣旨ではなく，また，
自由権規約26条および社会権規約3条は憲法14条1項
にかかる違憲審査基準につき差別的取扱いを禁ずる内
容を否定する趣旨ではないとしたうえで，遺族補償年
金の受給要件に関する夫と妻の区別について，合理性
を欠くとはいえないのであるから，地公災法32条1項
は自由権規約26条および社会権規約3条に違反しない
とされた例（地公災基金大阪府支部長〔市立中学校教
諭〕事件・大阪高裁平27.6.19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-27
その他：後遺障害 原告Ｘの疼痛の部位，強度および
発生の態様に基づき，労働能力に及ぼす影響を判断す
ると，Ｘの疼痛は「特殊な性状の疼痛」に当たり，本
件後遺障害は，障害等級第9級の7の2「通常の労務
に服することはできるが，疼痛により時には労働に従
事することができなくなるため，就労可能な職種の範
囲が相当な程度に制限されるもの」に当たるとされた
例（国・厚木労基署長〔コープかながわ〕事件・横浜
地裁平27.3.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-87(ダ・全文)
その他：後遺障害 認定基準については，裁判所の判
断を拘束するものではなく，裁判規範として，その趣
旨を踏まえ合理的な範囲で解釈し適用することが必要
であるところ，認定基準が本件における裁判所の判断
を妨げるものではないとされた例（国・厚木労基署長
〔コープかながわ〕事件・横浜地裁平27.3.12判決)

……1129-87(ダ・全文)
その他：安全配慮義務 控訴人（一審被告）子会社Ｙ2

社への出向に前後してうつ病を発症し，被控訴人（一
審被告）出向元Ｙ1社への復帰後の自宅療養中に自殺
した亡Ｋの遺族による安全配慮義務違反を理由とする
損害賠償請求について，Ｙ2社の責任を認めた一審判
決を改め，Ｙ1社，Ｙ2社のいずれの責任も否定した例
（四国化工機ほか1社事件・高松高裁平27.10.30判決)

……1133-47
その他：安全配慮義務 過労等による精神状態の悪化
は瞬時に起こるものではなく，ある程度の期間を通じ
て漸増的に生じることから，特定の業務指示のみに着
目するのではなく，その後の業務負担の軽減措置をも
考慮して，予見可能性等を含めた安全配慮義務違反の
有無を判断すべきとされた例（四国化工機ほか1社事
件・高松高裁平27.10.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-47
その他：安全配慮義務 Ｙ2社のＣ常務が，Ｋに対し
て改造設計を指示した翌営業日に，Ｋからの申入れに
基づき，即座にＹ1社での作業を許可したうえで，Ｙ1
社へ応援を依頼し，これに応じたＹ1社でも対応が図
られていたことから，過重な業務指示を短期間のうち
に修正し，適切な業務調整を行ったと評価され，安全
配慮義務違反が否定された例（四国化工機ほか1社事
件・高松高裁平27.10.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-47
その他：安全配慮義務 被告Ｙ寺が運営する宿泊・飲
食施設で料理長を務めていた原告Ｘが，抑うつ神経症
を発症して勤務不能となったことにつき，長時間労働
や連続勤務（週40時間を超える時間外労働が最も多い
月で約240時間，1年間の勤務日数が356日，そのうち
349日間が連続勤務など）といった業務実態が，強い心
理的負荷を生じさせる過重性を有していたと認められ
た例（仁和寺事件・京都地裁平28.4.12判決)㌀㌀㌀1139-5

会社解散・分割・承継等

法人格否認の法理 被告Ｙおよびその外郭団体のもと
で短期の雇用を交互に繰り返してきた原告Ｘの勤続期
間の算定をめぐり，本件各外郭団体の規約や予算，運
営の独自性などから法人格否認の法理の適用が否定さ
れた例（長崎県〔臨時職員〕事件・長崎地裁平28.3.29
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-5
法人格否認の法理 一般の社団である本件各外郭団体
と普通地方公共団体であるＹとの間では，前提となる
法律関係が異なり，そもそも法人格否認の法理の適用
はないとされた例（長崎県〔臨時職員〕事件・長崎地
裁平28.3.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-5
法人格否認の法理 被告Ｙ2が「メルファイン」の商
号で，一部被告Ｙ6社の名の下に行っていた事業は，
訴外メルファインの事業と実質的に同一であり，Ｙ2
が廃業したと述べる時期以降に訴外マッシュアップが
行っている事業も，訴外メルファインおよびＹ2の事
業と同一であり，一連の事業は，被告Ｙ1が主体とな
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り，被告Ｙ5，被告Ｙ3，Ｙ2をはじめとする従業員を
使って行っていたものと推認することができ，そして，
Ｙ1においては，Ｘに対する債務の支払いを免れるた
めに，訴外メルファインを倒産させ，Ｙ2，Ｙ6社や訴
外マッシュアップの名で事業を継続させたものであ
り，法人格の濫用を行ったものということができると
された例（メルファインほか事件・京都地裁平28.4.15
判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-52
法人格否認の法理 組合員を排除する目的で運送事業
を廃止し，支配下にある控訴人（一審被告）Ｙ1社に無
償で承継させ，被控訴人（一審原告）Ｘらを排除した
ことは，法人格を濫用した不当労働行為というべきで，
本件解雇は労働組合法7条により無効であり，かつ，
光洋商事の支配下にあったＹ1社は，信義誠実の原則
に照らし，光洋商事とは別個独立した法人であるとし
て，労働契約の効力が及ばないと主張することはでき
ないとした一審判断が維持された例（サカキ運輸ほか
〔法人格濫用〕事件・福岡高裁平28.2.9判決)

……1143-67

争訟・その他

損害賠償 被告Ｙらの原告Ｘに対する嫌がらせは，組
織的かつ長期にわたって行われており，態様は悪質で
あるから，Ｘの精神的損害を填補するための慰謝料は
150万円が相当であるとされた例（大和証券ほか1社
事件・大阪地裁平27.4.24判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-133(ダ)
損害賠償 被告Ｙ2は，自ら叱責・暴行等の行為を行っ
ており，Ｋの精神状態を認識し得たうえで，笑いなが
ら自殺するなよという趣旨の発言などをしていたこと
から，Ｋの自殺につき予見可能性が認められ，過失が
あったとされた例（クレイン農協ほか事件・甲府地裁
平27.1.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-67
損害賠償 民法722条2項の類推適用に際し，「ある業
務に従事する特定の労働者の性格が同種の業務に従事
する労働者の個性の多様さとして通常想定される範囲
を外れるものでない場合には，業務の負担が過重であ
ることを原因とする損害賠償請求において使用者の賠
償すべき額を決定するに当たり，その性格及びこれに
基づく業務遂行の態様等を，心因的要因として斟酌す
ることはできない」（電通事件・最二小判平12.3.24労
判779号13頁）とされた例（クレイン農協ほか事件・甲
府地裁平27.1.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-67
損害賠償 過失相殺ないし素因減額につき，まじめだ
が事務処理を効率的に行うのが不得意といったＫの性
格や勤務態度を心因的要因として斟酌することが否定
された一方で，Ｋが被告Ｙ1農協の本部に申告しな
かったこと，休息時間を適切に確保し自己の健康維持
に配慮すべき義務を怠った面があること，同居の両親
に悩みを相談することがなかったことなどが，急性ス

トレス反応発症による自殺という損害の発生・拡大に
寄与したとして，Ｋに発生した損害額が3割減じられ
た例（クレイン農協ほか事件・甲府地裁平27.1.13判決)

……1129-67
損害賠償 Ｋの相続人に当たる原告Ｘらの損害賠償請
求につき，3割の減額を受けたＫの損害（逸失利益，
慰謝料，葬儀費用。原告Ｘ1については労災保険給付
を損益相殺）のほか，Ｘら固有の損害，弁護士費用の
合計3487万0684円に限り認められた例（クレイン農協
ほか事件・甲府地裁平27.1.13判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1129-67
損害賠償 被告Ｙ1社が東京労働局の指導に従わな
かったことは，原告ＸがＹ1社による直接雇用以外は
受け入れられない姿勢を示していたことからすれば，
合意に至る可能性が低いとして交渉に応じなかったこ
とを捉えて不法行為に当たるとするのは相当でないと
された例（日産自動車ほか1社事件・東京地裁平27.7.
15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-52
損害賠償 派遣法40条の4の規定による労働契約の申
込みがなかったときは，労働契約の成立を法律上当然
に期待できるものではないから，ＸとＹ1社との間で，
直接雇用契約が成立した場合を念頭に置いた逸失利益
および慰謝料の請求，不当利得の返還請求につき，い
ずれも理由がないとされた例（日産自動車ほか1社事
件・東京地裁平27.7.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-52
損害賠償 本件各配転は違法・無効であり，被告Ｙ法
人にはこれを行ったことにつき過失が認められるか
ら，Ｙ法人は，不法行為に基づき，本件各配転により
原告Ｘに生じた損害を賠償する責任を負うとされた例
（学校法人追手門学院〔追手門学院大学〕事件・大阪
地裁平27.11.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-33
損害賠償 事業の主要部分を会社分割により新設会社
に移転し，分割前会社の事業を廃止したことは，本件
組合壊滅を目的とした不当労働行為であり違法である
として，分割前の本件会社の被控訴人（第2事件一審
原告）元代表取締役Ｄ1および新設会社Ｍ産業の代表
取締役（第1事件一審被告）Ｃ2による共同不法行為
に当たるとされた例（生コン製販会社経営者ら〔会社
分割〕事件・大阪高裁平27.12.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-29
損害賠償 会社分割の手続きを行った被控訴人（第3
事件一審被告）司法書士Ｅについて，違法な目的によ
る会社分割であると知らなかったとする一審の判断を
取り消し，Ｄ1らと共謀して不法行為を行ったものと
認められるとして，Ｄ1らと連帯して損害賠償の支払
いが命じられた例（生コン製販会社経営者ら〔会社分
割〕事件・大阪高裁平27.12.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-29
損害賠償 不法行為による損害について，従業員につ
いて賃金相当額から未払賃金立替払制度による支給分
と他社で就労して得た収入額を控除した額と慰謝料80
万円，本件組合について無形損害150万円とされた例
（生コン製販会社経営者ら〔会社分割〕事件・大阪高
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裁平27.12.11判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-29
損害賠償 本件組合とその組合員に対し，Ｄ1と家族
に対する連絡・面談強要，監視，自宅から半径300メー
トル以内の街宣活動の差止めと，Ｄ1に30万円，その
妻である被控訴人（第2事件一審原告）Ｄ2に50万円
の慰謝料支払いが命じられた例（生コン製販会社経営
者ら〔会社分割〕事件・大阪高裁平27.12.11判決)

……1135-29
損害賠償 通勤手当についてのＹ社の労働条件の相違
は，労働契約法20条に反し，同条の解釈上，同条に違
反する労働条件の定めは，強行法規違反として無効と
解され，かかる定めをしたＹ社の行為は，原告Ｘに対
する不法行為を構成するとされた例（ハマキョウレッ
クス〔差戻審〕事件・大津地裁彦根支部平27.9.16判決)

……1135-59
損害賠償 自宅待機命令を含め一連の退職勧奨は嫌が
らせともいえる態様で継続しており，その違法性は強
く，原告Ｘの不利益は大きいことから，慰謝料は100万
円とされた例（学校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁
平28.5.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
損害賠償 被告Ｙ2は，被告Ｙ1法人の理事長として，
Ｘに対して違法な退職勧奨を行う一環として期末手当
を不当に減額したと認められるから，この減額措置は
Ｘに対する不法行為を構成するので，ＸはＹ1法人に
対し不法行為に基づき，本来支給を受けられたはずで
ある最低額と支給額との差額および民法所定の年5％
の割合による遅延損害金を請求することができるとさ
れた例（学校法人須磨学園ほか事件・神戸地裁平28.5.
26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-22
損害賠償 本件調査等および本件処分等によって精神
的損害を被ったとしてなされた損害賠償請求は，理由
がないとされた例（大阪市・市交通局長〔入れ墨調査〕
事件・大阪高裁平27.10.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-92
損害賠償 原告Ｘを臨時的職員として2か月程度の間
を空けながら繰り返し雇用し地公法22条2項の趣旨に
反する取扱いをしていたこと，本件で部分的に職安法
や派遣法に反する取扱いがなされていた点で，被告Ｙ
には注意義務違反があるとされ，国賠法1条1項に基
づく慰謝料請求が一部認容された例（長崎県〔臨時職
員〕事件・長崎地裁平28.3.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-5
損害賠償 被告Ｙ市は，原告ＸとＹ市との間の任用関
係に基づき，虚偽の情報を積極的に告知しない法的義
務を負っているところ，Ｙ市はこれに違反したもので
あり，国賠法上違法な行為に該当するとされた例（中
津市〔特別職職員・年休〕事件・大分地裁中津支部平
28.1.12判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-19
損害賠償 原告Ｘの就労不能は被告Ｙ寺の責めに帰す
べき事由によるものであり，就労不能後の賃金請求権
および期末手当請求権が発生するとして（民法536条
2項），症状固定までの間について，月額40万6000円の

賃金請求権のうち休業補償給付の損益相殺の対象とな
らない40％に当たる各月16万2400円，ならびに，就業
規則の定めに基づき，就労中の期末手当の一部未払分
と就労不能後から症状固定までの期末手当の支払請求
が認容された例（仁和寺事件・京都地裁平28.4.12判決)

……1139-5
損害賠償 Ｘの損害額（通院慰謝料，逸失利益，後遺
障害慰謝料，弁護士費用）として合計2011万8656円が
認められ，Ｙ寺が主張した過失相殺または素因減額は
否定された例（仁和寺事件・京都地裁平28.4.12判決)

……1139-5
損害賠償：国賠法1条1項 控訴人（一審原告）Ｘら
が本件病院組合解散後に被控訴人（一審被告）Ｙ市に
その職員として任用されるとのＹ市の市長に向けられ
ていた期待は，法的保護に値するものというべきであ
り，これに対して現市長が，本件病院組合の職員の身
分について従来の方針を変更し，事情の変更について
誠実に説明することをしなかった行為は，Ｘらの期待
権を侵害するもので，Ｙ市の市長の行為として違法と
いうべきであるとし，一審判断を変更して，Ｙ市は，
国家賠償法に基づく損害賠償責任を負うとされた例
（北秋田市〔米内沢病院職員〕事件・仙台高裁秋田支
部平27.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-49
損害賠償：国賠法1条1項 期待権侵害による慰謝料
としては，各自50万円とするのが相当であるとされた
例（北秋田市〔米内沢病院職員〕事件・仙台高裁秋田
支部平27.10.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-49
損害賠償 異性との合意に基づく交際を妨げられるこ
とのない自由は，幸福を追求する自由の一内容をなす
ものと解され，原告Ｘ社が，被告Ｙ1に対し，Ｙ1が異
性と性的な関係を持ったことを理由に損害賠償を請求
できるのは，Ｙ1がＸ社に積極的に損害を生じさせよ
うとの意図を持って殊更これを公にしたなど，Ｘ社に
対する害意が認められる場合等に限定して解釈すべき
であるとされた例（元アイドルほか事件・東京地裁平
28.1.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-82(ダ)
損害賠償 被告Ｙ2の言動による原告Ｘの精神的苦痛
は相応のものではあるが，嫌がらせの目的があったと
はいえず，また，業務軽減に適切に対応しなかったこ
とで，ことさらにＸに負担を負わせたなどの事情も認
められないとして，慰謝料につき35万円が相当とされ
た例（ツクイほか事件・福岡地裁小倉支部平28.4.19判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-39
損害賠償 本件懲戒解雇は無効であり，原告Ｘは被告
Ｙ社に対して解雇期間中の賃金請求権を有しているの
であって，Ｘが賃金の支払いを受けてもなお，回復し
がたい精神的苦痛を被ったとまで認めることも困難で
あるから，ＸのＹ社に対する不法行為に基づく損害賠
償請求は理由がないとされた例（大王製紙事件・東京
地裁平28.1.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-68
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損害賠償 各手当を控訴人兼被控訴人（一審原告）Ｘ
に支給しない扱いをした被控訴人兼控訴人（一審被告）
Ｙ社の対応は，民法709条の不法行為を構成すると認
められ，各手当の不支給額と同額の損害を被ったもの
と認められるとされた例（ハマキョウレックス〔差戻
審〕事件・大阪高裁平28.7.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-5
損害賠償 被告Ｙ1は，法人格を濫用して原告Ｘの債
務を免れようと画策した者であり，被告Ｙ5，被告Ｙ3
および被告Ｙ2は，実質的に訴外メルファインの経営
に関与し，その後，Ｙ1がＹ2をして事業を継続するに
ついても積極的に関与，協力しているものと認められ
るのであるから，Ｙ1，Ｙ5，Ｙ3，Ｙ2および被告Ｙ6
社は，共同して不法行為を行った者ということができ
るとされた例（メルファインほか事件・京都地裁平28.
4.15判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-52
損害賠償 被告Ｙが就職したＣ証券が原告Ｘ社と同じ
野村グループに属していること，ＹがＣ証券に就職し
たのがＸ社を退職してから1年8か月を経過した後で
あったこと，ＹがＣ証券で就業した期間が4か月とい
う比較的短期間にとどまったこと，この間にＹが得た
収入が本件退職加算金の額を大幅に下回る額であった
こと，ＹのＣ証券への転職によって，Ｘ社に目にみえ
る形で損害が生じることはなかったことなどの事情を
十分に考慮しても，本件請求が権利の濫用であること
を基礎づけるに足りる事情は認められないとされた例
（野村證券元従業員事件・東京地裁平28.3.31判決)

……1144-37
損害賠償 配転先で勤務すべき労働契約上の義務がな
い地位にあることを仮に定める仮処分が本訴において
取り消された以上，仮処分決定書の送達後に配転を拒
否して不就労となったことは労働者の責めに帰すべき
休業であるとして，賃金差額，慰謝料，年次有給休暇
の日数確認等について一審判断を変更し，二審控訴
人・被控訴人（一審原告）Ｘらの請求が棄却された例
（テーエス運輸ほか〔配転〕事件・大阪高裁平27.11.
19判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1144-49
差止請求 前訴において本件雇用関係の不存在等は公
権的に確定し，法的には雇用契約の終了等に関する紛
争は解決されており，以後控訴人（一審被告）Ｙ2組合
は被控訴人（一審原告）Ｘ法人に対する団体交渉権を
失っているから，Ｘ法人はＹ2組合からの面会申出に
対して応ずる法的義務はなく，Ｘ法人と控訴人（一審
被告）Ｙ1の間の雇用関係に関する問題の解決を目的
とする面会要求等は差し止められるとした一審判断に
ついて一部変更された例（介護ヘルパーほか〔ＮＰＯ
法人Ａ・差止請求〕事件・東京高裁平27.2.26判決)

……1124-68(ダ)
その他：訴訟の移送 相手方（基本事件原告）Ｘの賃
金はＸの指定する銀行口座への振込みにより支払われ
ていたこと，Ｘは，大阪地方裁判所の管轄区域内に事

務所を有する弁護士を代理人として選任し，基本事件
の提起遂行を委任しているが，争点および証拠の整理
は電話会議システムを使用して行うことも可能である
こと（民事訴訟法170条3項参照）をも合わせ考慮すれ
ば，Ｘの指摘する，Ｘが一給与所得者にすぎないこと
や申立人（基本事件被告）Ｙ社の事業規模といった事
情を考慮してもなお，訴訟の著しい遅滞を避け，当事
者間の衡平を図るため，基本事件を東京地方裁判所に
移送する必要があるとされた例（サンテレホン〔移送
申立て〕事件・大阪地裁平27.3.25決定）

……1124-67(ダ・全文)
その他：搭乗者傷害死亡共済契約に基づく死亡共済金
本件搭乗者傷害死亡共済契約は，保険契約者が保険

料（共済掛金）を負担して搭乗者またはその相続人に
対し定額保険による保護を与えることを目的として設
計された保険と解されるところ，控訴人（一審被告）
Ｙ社と本件搭乗者亡Ｋとの間に本件搭乗者傷害死亡共
済契約に基づく共済金を原則として折半する旨の事前
包括合意については，制度趣旨に整合する合理的理由
が認められず，またその旨の事前包括合意の存在も認
められないとされた例（西宮カーゴ事件・大阪高裁平
27.2.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-92(ダ)
その他：搭乗者傷害死亡共済契約に基づく死亡共済金
搭乗者傷害死亡共済契約を制限する事前包括合意が

成立するというためには，搭乗者が安易に保険契約者
と事前包括合意をし，享受できるべき利益を事前に放
棄し，他方，保険事故があった場合には，保険契約者
は，低額の保険料を支払っただけであるのに，損害の
有無にかかわらず多額の保険金を受領し，もって不当
な利益を享受する結果につながることになり，搭乗者
傷害死亡共済契約の本来の目的を外れて，他の目的の
ためにする脱法的な契約の発生が避けられないことを
踏まえると，その合意を必要とする合理的，具体的で
明確な事情があり，Ｙ社も運転者も搭乗者傷害死亡共
済契約の本来の目的を十分に理解したうえで合意がさ
れているかどうかを考慮し，慎重に判断を行うことを
要するとされた例（西宮カーゴ事件・大阪高裁平27.2.
26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-92(ダ)
その他：搭乗者傷害死亡共済契約に基づく死亡共済金
一審判決は運送トラック業界における保険ないし共

済契約の実態を十分に理解していない旨のＹ社の二審
での主張について，共済掛金ないし保険料が安いとい
う理由で，加入目的と異なる保険ないし共済を代用と
して加入することは脱法的であるといわざるをえない
とされた例（西宮カーゴ事件・大阪高裁平27.2.26判決)

……1125-92(ダ)
その他：労災保険法14条1項該当性 処分行政庁であ
る函館労基署長が，原告Ｘにつき労災保険法14条1項
の「労働することができない」との要件を充たすもの
と判断し，休業補償給付を支給しているところ，Ｘが
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選挙事務所就労後の期間において「業務上の負傷又は
疾病による療養のため労働することができない」との
要件を充足するか否かについて判断するに当たって
は，Ｘの選挙事務所就労後の症状が，選挙事務所就労
前のそれと比較して改善しているか否かという観点で
検討することが相当であるとされた例（国・函館労基
署長〔ＮＴＴ北海道テレマート〕事件・札幌地裁平27.
3.6判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-46(ダ・全文)
その他：労災保険法14条1項該当性 Ｃメンタルクリ
ニックにおけるＸの症状および治療の内容は，選挙事
務所就労後と選挙事務所就労前で格段の差異は見出せ
ず，また，適応障害による症状の持続期間については，
通常6か月を超えないとされているものの，2年を超
えない範囲で，遷延性抑うつ反応が持続し得るとされ
ているところ，Ｘの症状は，遷延性抑うつ反応として
理解することができ，そして，Ｘが休業補償給付を申
請している期間は，症状のピークであると被告国も認
めるＮＴＴ北海道退職の時点（平成18年7月7日）か
ら2年以内の範囲に含まれていることから，Ｘは，別
紙1記載の日においても休業の必要性があったという
べきであり，司会業務等に従事していた日を除き，「業
務上の負傷又は疾病による療養のため労働することが
できない」との要件を充足すると解すべきであるとさ
れた例（国・函館労基署長〔ＮＴＴ北海道テレマート〕
事件・札幌地裁平27.3.6判決)㌀㌀㌀㌀㌀1126-46(ダ・全文)
その他：行政処分取消し Ｋの自殺について地方公務
員災害補償法に基づく公務外災害認定処分が取り消さ
れた例（地公災基金東京都支部長〔市立Ａ小学校教諭〕
事件・東京地裁平28.2.29判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-49
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
厚生年金保険法（厚年法）は，労働力の対価として

得た賃金を生計の基盤として生計を支えるといい得る
程度の労働時間を有する労働者を被保険者とすること
を想定しており，そのような労働者といえない短時間
の労働時間を有する者は，厚年法9条にいう「適用事
業所に使用される70歳未満の者」に含まれないとされ
た例（日本年金機構〔ベルリッツ・ジャパン〕事件・
東京地裁平28.6.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-5
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
平成28年10月1日施行予定の年金機能強化法が施行

される以前においては，厚年法の被保険者とされるか
否かについては，個々の事例ごとに，労働日数，労働
時間，就労形態，職務内容等を総合的に勘案して判断
すべきものとされた例（日本年金機構〔ベルリッツ・
ジャパン〕事件・東京地裁平28.6.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-5
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
いわゆる昭和55年内かんおよび平成17年課長通知に

ついては，厚年法の判断枠組みに反するものではない
とされた例（日本年金機構〔ベルリッツ・ジャパン〕
事件・東京地裁平28.6.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-5

その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
ベルリッツにおいては，連続したレッスンの間の5

分を含む各レッスン前の5分については，被保険者と
されるか否かの検討に当たって考慮すべき労働時間と
認めるのが相当とされた例（日本年金機構〔ベルリッツ
・ジャパン〕事件・東京地裁平28.6.17判決)㌀㌀㌀1142-5
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
ベルリッツのような語学学校においては，教師が担

当するレッスン数が，月ごとに変動するものであるこ
とを考慮すると，被保険者の資格の有無を判断するに
当たり，一定の期間を考慮することには合理性がある
ことから，労働時間については，対象となる平成21年
8月の前6か月および後3か月についてみることとす
るとされた例（日本年金機構〔ベルリッツ・ジャパン〕
事件・東京地裁平28.6.17判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-5
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
原告Ｘの労働時間については，内かんによれば直ち

に厚生年金保険の被保険者に該当するということには
ならないものの，平成21年7月期までの6か月，同8
月期からの3か月のいずれにおいてみても，常勤講師
の労働時間と比較して4分の3に近似するものであっ
たうえ，ベルリッツの内部基準を労働時間に引き直し
てみれば，同年7月期までの間において，被保険者の
資格を喪失するには至らなかったことになるととも
に，同年8月期において被保険者の資格を取得するこ
とができたことになるとされた例（日本年金機構〔ベ
ルリッツ・ジャパン〕事件・東京地裁平28.6.17判決)

……1142-5
その他：行政処分取消し（厚年法の被保険者該当性)
労働日数，労働時間，就労形態，職務内容等を総合

的に勘案すると，平成21年8月当時において，Ｘにつ
いて，短時間労働者として被保険者から除外すること
は相当ではなく，同月の前後を通じて，厚生年金保険
の被保険者の資格を有していたものとみるべきであ
り，同年8月1日付で被保険者資格を喪失した旨の確
認がされているものの，同日において，被保険者の資
格を取得（再取得）したものと認めることができるか
ら，Ｘは同月において「適用事業所に使用される70歳
未満の者」に該当するというべきであり，それを否定
し，Ｘの被保険者の取得の確認請求を却下した本件却
下処分は違法なものであるとされた例（日本年金機構
〔ベルリッツ・ジャパン〕事件・東京地裁平28.6.17判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-5
その他：行政処分取消し 被告処分行政庁府労委が発
した救済命令につき，労組法適用職員たる組合員につ
いて不当労働行為救済申立ての申立人適格を認めた点
は相当であるが，地公法適用職員たる組合員について
も労組法上の権利行使（不当労働行為救済申立て）を
認めた部分については違法であるとして，同部分につ
いて労委命令が取り消された例（大阪府・府労委〔泉
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佐野市・チェック・オフ〕事件・大阪地裁平28.5.18判
決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-35
その他：行政処分取消し 原告のＸ市が無償チェッ
ク・オフを中止したうえで組合費集金契約の締結を求
めてきたことから組合費の徴収を自力で行わなければ
ならなくなったＥ労組が，労働金庫に振替手数料を支
払って口座振替を行うこととしたところ，労組法適用
職員のみならず地公法適用職員も含めて振替手数料相
当額の支払いをＸ市に命じたことは労働委員会が救済
方法について有する裁量権の範囲内であるとされ，府
労委の発した救済命令の取消しを求める訴えが退けら
れた例（大阪府・府労委〔泉佐野市・チェック・オフ〕
事件・大阪地裁平28.5.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-35

労働組合・組合活動・争議行為

争議行為 控訴人（一審被告）Ｙらの本件街宣活動等
について，労働組合の組合活動，表現の自由の行使と
しては著しく相当性を欠くとされた例（介護ヘルパー
ほか〔NPO法人Ａ・差止請求〕事件・東京高裁平27.2.
26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-68(ダ)
争議行為 地公法37条1項において地方公務員の争議
行為等を禁止することは，それ自体としては憲法28条
に違反するものではないと解され，そして，その事由
は，単純労務職員にも基本的にはすべて妥当するから，
地公労法附則5項により地方公営企業職員以外の単純
な労務に雇用される一般職の地方公務員である単純労
務職員に準用される同法11条1項の規定も，憲法28条
に違反するものではないと解されるとされた例（北海
道・道労委〔北海道教職員組合〕事件・札幌高裁平27.
2.26判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-138(ダ・全文)
争議行為：籠城スト 相手方（一審債務者）Ｙ労組に
対し，所有権，占有権および営業権に基づく妨害排除
請求権を被保全権利として，本件不動産の明渡し，本
件不動産への立入禁止等，会社宛の電話に出て業務を
妨害する内容の会話をすることの禁止，本件不動産の
出入りならびに本件不動産内の動産および財物の搬出
の各妨害禁止，車両の鍵等の引渡しを求める抗告人（一
審債権者）Ｘ社の仮処分命令の申立てにつき，これを
却下した一審判断が結論において相当とされた例
（きょうとユニオン〔iWAi 分会・仮処分〕事件・大阪
高裁平28.2.8決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-5
争議行為：籠城スト Ｙ労組によるストライキ権の行
使に付随した本件不動産における職場滞留は，争議行
為として直ちに正当性を欠くということはできないと
された例（きょうとユニオン〔iWAi 分会・仮処分〕事
件・大阪高裁平28.2.8決定)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-5
争議行為：籠城スト 平成27年9月7日のストライキ
は，使用者であるＸ社との関係においては，直ちにそ
の争議行為としての正当性を欠くものとはいえないか

ら，ストライキ権の行使に付随した本件不動産におけ
る職場滞留も，争議行為としての正当性を欠くものと
はいえないとされた例（きょうとユニオン〔iWAi 分
会・仮処分〕事件・大阪高裁平28.2.8決定)㌀㌀㌀㌀1137-5

団 体 交 渉

団交応諾義務 労組法が適用されない一般職地方公務
員と労組法が適用される者が構成員となった混合組合
について，地公法および労組法は混合組合の存在を許
容しているというべきであり，その組織実態に鑑みれ
ば，地公法の職員団体および労組法上の労働組合の複
合的な性格を有しており，労組法が適用される組合員
との関係では，不当労働行為救済制度のもとで保護さ
れた団結権の保障を全うさせるという観点から，救済
命令の申立人適格を有するとした一審判断が維持され
た例（国・中労委〔吹田市・校務員配置〕事件・東京
高裁平27.5.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-56(ダ・全文)
誠実交渉義務 労働組合法7条2号における使用者の
誠実交渉義務規定は，労使間の円滑な団体交渉の樹立
を目的として規定されたものと解されるから，使用者
は，単に労働者の代表者との団体交渉に応じれば足り
るのではなく，使用者には，自己の主張を相手方が理
解し，納得することを目指して，見解の対立を可能な
限り解消させることに努め，労働者の代表者と誠実に
団体交渉する義務があり，使用者が上記義務を尽くさ
ない場合には，そのような団体交渉態度が，団体交渉
の拒否として同号の不当労働行為に当たると解される
とされた例（香川県・県労委〔詫間港運〕事件・高松
地裁平27.12.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-15
誠実交渉義務 使用者が誠実に団体交渉をしたか否か
については，団体交渉の申入れの段階における対応，
交渉事項の内容，労働者側の態度等の具体的事情に応
じて，団体交渉の場において労使の対立点を可能な限
り解消させる努力を行っていたか，そのための方法と
して，労働組合が検討可能な程度の客観的な資料を提
示するなどして，自己の主張の根拠を具体的に説明す
るなど相手方の納得を得るよう努力したかなどの観点
から判断するものとされた例（香川県・県労委〔詫間
港運〕事件・高松地裁平27.12.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-15

不当労働行為

不利益 原告Ｘ社は不当労働行為意思をもって本件解
除を行ったものというべきであり，労組法7条1号の
禁止する不利益取扱いを行ったものというべきである
とされた例（東京都・都労委〔ソクハイ〕事件・東京
地裁平27.9.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-5
不利益 原告Ｘらに対する解雇は，労組差別による不
当労働行為であるとは認められず，不当労働行為であ
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ることを理由とする不法行為の成立は認められないと
された例（日本アイ・ビー・エム〔解雇・第1〕事件・
東京地裁平28.3.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-40
団交拒否 府公立学校の非常勤講師等につき任用の保
障（雇用の継続）を求める旨を交渉事項とする団体交
渉の申入れを控訴人（一審原告）Ｘ（大阪府）が拒否
したことについて，非常勤講師等の任用の実態は，繰
り返しの任用によって実質的に勤務が継続する中での
任用条件（職種，校種，勤務地等）の変更または前年
度の継続であったと評価できるのであり，非常勤講師
等の次年度の任用の保障（雇用の継続）という交渉事
項は，任用の継続を前提とする勤務条件の変更または
継続を求めるものと解されるため，当該交渉事項は義
務的団交事項に当たると判断し，また，当該交渉事項
が管理運営事項（地公法55条3項）には該当しないと
判断し，不当労働行為（正当な理由のない団体交渉拒
否）に該当するとした一審判断が維持された例（国・
中労委〔大阪府教委・大阪教育合同労組〕事件・東京
高裁平26.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-159(ダ・全文)
団交拒否 控訴人（一審原告）Ｘ市の二審における主
張について，市教委が本件団交申入れ以前に組合側に
対して十分な説明や回答を行っていたとは認められ
ず，本件団交申入れ後の事情から団体交渉の必要性が
否定されることもなく，本件団交申入れを交渉窓口を
誤った不適法な団交申入れであるということもでき
ず，組合側が本件団交申入れにおいて求めていたもの
が管理運営事項である14年協定どおりの人員配置に尽
きるということもできないとして，Ｘ市は，正当な理
由がなく，本件団交申入れを拒否したといえるとされ
た例（国・中労委〔吹田市・校務員配置〕事件・東京
高裁平27.5.14判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-56(ダ・全文)
団交拒否 労組法7条2号の規定，また団体交渉の制
度が設けられた趣旨および目的に照らせば，使用者は，
団体交渉において協議されるべき事項については，単
に労働組合の要求や主張を聞くだけでなく，使用者と
労働組合との間で合意および妥協点を見出すため，ま
たは，これが困難である場合にも，労働組合の納得を
得るため，労働組合からの要求および主張の具体性や
労働組合からの追及の程度に応じ，具体的な論拠を示
したうえで合理的な説明を行うなどして，誠実に交渉
に当たるべき義務を負うものというべきであり，使用
者がかかる義務に違反した場合には，同号が禁止する
団体交渉の拒否に当たるというべきであるとされた例
（東京都・都労委〔ソクハイ〕事件・東京地裁平27.9.
28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-5
団交拒否 個別人事にかかる事項も，特段の事情のな
い限り，使用者が団体交渉の事項として取り上げるべ
き義務を負う事項（いわゆる義務的団交事項）に当た
るとされた例（東京都・都労委〔ソクハイ〕事件・東
京地裁平27.9.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-5

団交拒否 本件各団体交渉における原告Ｘ社の対応
は，労働組合の納得を得るために一般人の見地から合
理的と考えられる説明を具体的な論拠を示して行うこ
と自体を拒否するものであって，Ｘ社が負う誠実に交
渉に当たる義務を履行したとはいえないから，Ｘ社は，
本件各団体交渉において，労訴法7条2号の禁止する
不当労働行為を行ったものというべきであるとされた
例（東京都・都労委〔ソクハイ〕事件・東京地裁平27.
9.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-5
団交拒否，支配介入 本件団交拒否は，不誠実団交お
よび支配介入に当たるとされた例（香川県・県労委〔詫
間港運〕事件・高松地裁平27.12.28判決)㌀㌀㌀㌀㌀1137-15
支配介入 原告Ｘ社による本件解除は，被告補助参加
人に対する支配介入（労組法7条3号本文）にも該当
するものというべきであるとされた例（東京都・都労
委〔ソクハイ〕事件・東京地裁平27.9.28判決)

……1130-5
支配介入 一般的に，日本国憲法28条は勤労者の団結
権を保障し，団体交渉その他の団体行動をする権利を
保障しているものであり，そのことを大前提として，
労働組合法は，労働者が主体的かつ自主的に労働条件
の維持改善その他経済的地位の向上を図ることを主た
る目的として労働組合を組織する権利を認めていると
ころであって（同法1条，2条），そのような労働者に
よる主体的かつ自主的な独立した活動を保障するた
め，使用者において，労働者が労働組合を結成するこ
とやその運営を支配しようとしたり，その運営に介入
することなどを不当労働行為として禁止しているもの
（同法7条3号）であり，そして，そのような日本国
憲法や労働組合法は，労働組合を組織して従業員が争
議権を確立して争議行為を行おうとしていることに
よって，雇用されている会社の存立自体を危うくする
可能性がある場合であっても，会社を存続させること
を優先しているわけではなく，会社が労働組合の運営
を支配しようとしたり，その運営に介入しようとする
ことは認めていないとされた例（東京都・都労委〔日
本航空乗員組合等〕事件・東京高裁平27.6.18判決)

……1131-72(ダ・全文)
支配介入 Ｊディレクターによる本件発言は，もはや
機構としてなされている決定事項やその内容を参加人
らに知らせたという限度にとどまるものではなく，争
議権の確立に向けて運動中の参加人らの活動を抑制
し，少なくとも消極的な効果を与えることを意図して
なされたものといわざるを得ないから，労働組合とし
ての参加人らの主体性や自主性や独立性を阻害するも
のとして，参加人らの運営に介入するものであったと
いわざるを得ないものであり，労働組合法7条3号に
いう労働組合の運営に介入する行為であると認めるの
が相当であるとされた例（東京都・都労委〔日本航空
乗員組合等〕事件・東京高裁平27.6.18判決)
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……1131-72(ダ・全文)
支配介入 本件発言は参加人らの組合活動に対する支
配介入に当たるものというべきであり，労働組合法7
条3号所定の不当労働行為に該当するとして，一審判
断が維持された例（東京都・都労委〔日本航空乗員組
合等〕事件・東京高裁平27.6.18判決)

……1131-72(ダ・全文)
支配介入 本件懲戒処分が労組法7条3号の支配介入
に該当するものとして発せられた本件命令には，不当
労働行為の成否に関する認定判断を誤った違法があ
り，その取消しを求める控訴人（一審原告）Ｘの請求
には理由があるとして，一審判断を取り消してＸの請
求が認容された例（北海道・道労委〔北海道教職員組
合〕事件・札幌高裁平27.2.26判決)

……1136-138(ダ・全文)
不当労働行為 被控訴人（一審被告）Ｙ社がソクハイ
ユニオンを殊更排除するため，控訴人（一審原告）Ｘ
らを選別的に選択して更新拒絶に及んだものとは認め
がたく，Ｙ社に不当労働行為意思があったと認めるこ
とはできないから，本件更新拒絶が不当労働行為に該
当するということはできず，不法行為を構成するとい
うこともできないとした一審判断が維持された例（ソ
クハイ〔契約更新拒絶〕事件・東京高裁平26.5.21判決)

……1123-83
救済手続き 地方公務員法が適用される組合員および
労働組合法が適用される組合員により構成される労働
団体（混合組合）の救済申立人適格の有無について，
地公法等の改正の経緯，地公法および労組法の内容な
どからすれば現行法は混合組合の存在を許容している
ものと解することができ，混合組合は，構成される組
合員に対して適用される法律の区別に従い，地公法上
の職員団体および労組法上の労働組合としての複合的
な法的性格を有すると解するのが自然かつ合理的であ
る（複合性格説・二元適用論）として，労組法が適用
される組合員に関する問題について救済命令の申立人
適格を肯定した一審判断が維持された例（国・中労委
〔大阪府教委・大阪教育合同労組〕事件・東京高裁平
26.3.18判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-159(ダ・全文)
救済手続き：労働者性 原告Ｘの労組法上の労働者性
を肯定するも，本件契約の更新拒絶は，Ｘが全受労の
組合員であることを理由としてなされたものではない
として，不当労働行為の成立が認められなかった例（Ｎ
ＨＫ堺営業センター〔地域スタッフ〕事件・大阪地裁
平27.11.30判決)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-61

労 委 命 令

◆不利益取扱い
懲戒処分 組合員2名に指導書・注意書を交付したこ

と，暴行を理由にＸ2を出勤停止処分に付したこと等
が不当労働行為に当たらないとされた例（エスデイ製
作所事件・茨城県労委平27.5.19命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-92
業務改善命令，解雇等 担当商品の賞味期限切れを理
由として，組合員Ａ2に業務改善を命じ，損害賠償を
請求し，出勤停止処分に付し，解雇したことを不当労
働行為とした初審命令が維持された例（甲野堂薬局事
件・中労委平27.7.1命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-89
減率等の適用 勤務成績が良好でないとして組合員に
対する期末手当を減率して支給し，定期昇給に欠格条
項を適用したことが不当労働行為に当たらないとした
初審命令が維持された例（ＪＲ東海〔賞与等減率等〕
事件・中労委平27.10.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-92
不利益 通勤中の交通事故の後遺症を理由に，組合員
Ｘ2を大型トラックドライバーからパソコン解体開梱
作業等に配転し，配転に伴ってＸ2の賃金を減額した
ことが不当労働行為に当たらないとされた例（Ｐ社〔配
転等〕事件・兵庫県労委平27.12.24命令)㌀㌀㌀㌀㌀1130-90
不利益：法人格濫用 光洋商事が運送事業を廃止して
同事業に従事していた組合員Ｘ1ら4名を解雇したこ
と，およびＸ1らを新設のサカキ運輸に採用しなかっ
たことが両社の不当労働行為とされた例（光洋商事ほ
か1社事件・長崎県労委平27.12.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-92
懲戒解雇 確定判決に基づく債権差押命令の申立てを
理由に組合員1名を懲戒解雇したことが不当労働行為
とされた例（Ｔ社〔懲戒解雇〕事件・大阪府労委平27.
10.23命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-93
組合員である教員に対する任用差別 組合のビラ配布
活動に参加したことを理由に組合員Ａ2を大学院教育
学研究科長に任命しなかったことが不当労働行為とさ
れた例（国立大学法人福岡教育大学事件・福岡県労委
平28.1.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-92
組合員である教員に対する任用差別 未払賃金請求訴
訟の原告となっていることを理由に組合員Ａ3を教育
研究評議会評議員に指名しなかったことが不当労働行
為とされた例（国立大学法人福岡教育大学事件・福岡
県労委平28.1.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-92
不利益 取引先会社における派遣業務が終了した組合
員Ｘ4に対し，教育訓練を受講させずに自宅待機を命
じ，給与を減額支給したことを不当労働行為とした初
審命令が維持された例（アドバンストコミュニケー
ションテクノロジー事件・中労委平28.6.1命令)

……1136-168
解任，自宅待機命令 組合員Ａ1およびＡ3に対し，セ
ンター長および施設長の役職を解任し自宅待機を命じ
たことを不当労働行為とした初審命令が維持された例
（社会福祉法人大磯恒道会事件・中労委平28.4.6命令)

……1136-169
分室勤務命令 組合員Ａ1およびＡ3に対し，法人の分
室勤務を命じたことを不当労働行為とした初審命令が
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維持された例（社会福祉法人大磯恒道会事件・中労委
平28.4.6命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-169
組合員に対する定年後継続雇用条件 定年退職予定の
組合員2名に対して雇用期間1年，週10時間の勤務形
態，基本賃金月額8万4600円等の短時間嘱託とする継
続雇用条件を提示したことが不当労働行為に当たらな
いとされた例（学校法人九州電機工業学園事件・福岡
県労委平28.4.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-90
組合員に対する増務割当差別 バス乗務員である再審
査被申立人組合員Ｘに対し，他の従業員と差別して残
業扱いとなる乗務(増務）を割り当てなかったことが
不当労働行為とされた例（東急バス〔残業割当・第2・
審査再開〕事件・中労委平28.3.16命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-92
残業差別，配車差別 組合員Ｘ2に対して時間外労働
を命じなかったことは不当労働行為に当たらないが，
同人に運送業務を配車しなかったことが不当労働行為
とされた例（大石運輸事件・埼玉県労委平28.7.28命令)

……1139-90
再雇用契約更新拒絶 申立人従業員組合を結成した
Ｘ1組合長に対して定年退職後の再雇用労働契約を更
新しなかったことが不当労働行為とされた例（全日本
海員組合〔組合長再雇用更新拒絶〕事件・石川県労委
平28.7.13命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-91
時間外労働差別 組合員Ａ1の時間外労働について，
和解協定を履行せず，団交における合意に反して，非
組合員Ｃ1と差別したことが不当労働行為とされた例
（Ｑ社事件・兵庫県労委平28.4.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-92
組合員に対する異動命令 組合員3名に対して異動を
命じたことが，いずれも不当労働行為に当たるとされ
た例（Ｊ商事事件・愛知県労委平28.7.4命令)

……1141-92
組合員に対する雇止め 契約期間が満了するＡ1組合
員を勤務態度に問題があるとして雇止めにしたことが
不当労働行為に当たらないとした初審命令が維持され
た例（アイ介護サービス事件・中労委平28.4.20命令)

……1141-93
配車差別 被申立人会社の受注した業務をグループ内
の他社に優先配分することにより，会社の従業員であ
る組合員に対する配車を減らし，同人らの賃金を減少
させたことが不当労働行為とされた例（小竹運輸ほか
3社事件・茨城県労委平28.3.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-88

◆団交拒否
交渉主体 申立外Ｃ1社と実質的に一体性をもった経
営体を構成する被申立人Ｙ1社および同Ｙ2社はＣ1社
従業員が加入する労組の組合員との関係において労組
法7条の使用者に当たるとされた例（伊藤興業ほか1
社事件・兵庫県労委平28.4.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-91
団交応諾義務 組合員Ｘ3の懲戒処分に関して苦情処
理会議で審理されたことなどを理由に団交に応じな

かったことが不当労働行為とされた例（日本郵便〔越
谷局〕事件・埼玉県労委平27.10.7命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-163
団交応諾義務 中央執行委員が出席する支部交渉を拒
否したことおよび支部交渉への中央執行委員の出席を
拒否したことが不当労働行為とされた例（ＮＨＫ〔名
古屋放送局・地域スタッフ〕事件・東京都労委平27.8.
25命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-164
団交応諾義務 申立人組合の申し入れたチェック・オ
フの際の事務手数料に関する団交に，被申立人である
市が応じなかったことが不当労働行為とされた例（泉
佐野市〔チェック・オフ〕事件・大阪府労委平27.7.28
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-165
団交応諾義務 交渉ルールおよび労使慣行を理由に，
労組支部の指定する者が出席する支部との団交に応じ
なかったことを不当労働行為とした初審命令が維持さ
れた例（ＮＨＫ〔全受労堺支部〕事件・中労委平27.11.
4命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-86
団交応諾義務 会社から業務を受注している個人事業
主Ｘ2は会社との関係で労働者性が認められず，また，
会社はＸ2に雇用されているＸ3らとの関係で使用者
性が認められないから，Ｘ2およびＸ3らの加入した組
合の申し入れた団交に応じない会社の対応は不当労働
行為に当たらないとされた例（東京航業研究所事件・
東京都労委平27.10.20命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-93
団交応諾義務，誠実交渉義務 組合の申し入れた春闘
要求および一時金を議題とする団交に会社が誠実に対
応しなかったことが不当労働行為とされた例（廣川書
店事件・東京都労委平27.10.6命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-94
団交応諾義務 会社の工場で派遣労働者として就労し
ていた組合員12名の雇止めをめぐる事実関係に関する
団交に応じなかったことが不当労働行為に当たらない
とした初審命令が維持された例（日本精工事件・中労
委平27.12.16命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-91
団交応諾義務 5.28和解協定の履行に関する団交に応
じないことが不当労働行為とされた例（両磐酒造（団
交拒否）事件・岩手県労委平28.2.23命令)㌀㌀㌀1136-170
誠実交渉義務 団交開催までに長期間を要したことお
よび賃金は人事院勧告に準拠しているとの説明に終始
した被申立人学園の対応が不当労働行為とされた例
（学校法人順正学園事件・岡山県労委平27.7.23命令)

……1123-166
団交応諾義務 一時金の支給により団交を終結させよ
うとの作意があったとは認められないとされた例（神
明解体工業事件・兵庫県労委平28.2.18命令)

……1132-86
団交応諾義務 労組の申し入れた労委命令を受け入れ
ることを議題とする団交にＹ1社およびＹ2社が応じ
ないことは不当労働行為に当たるとされた例（伊藤興
業ほか1社事件・兵庫県労委平28.4.7命令)㌀㌀1137-91
団交応諾義務 労組の申し入れた人事考課制度等を議
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題とする団交に応じなかったことが不当労働行為に当
たらないとした初審命令が取り消された例（沖縄セメ
ント工業事件・中労委平28.3.2命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-93
誠実交渉義務 定年後の再任用制度の任用上限年齢変
更等4項目を議題とする団交における市の対応は不当
労働行為であるが，下水道事業の企業局への統合を議
題とする団交における市の対応は不当労働行為に当た
らないとされた例（奈良市事件・奈良県労委平27.10.
22命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-90
誠実交渉義務 労組との団交に市長が出席しないこと
が不当労働行為に当たらないとされた例（奈良市事
件・奈良県労委平27.10.22命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-90
誠実交渉義務 賃上げの団交において回答の根拠とな
る財務諸表の持帰りおよび書写しを拒否したことが不
当労働行為とされた例（Ｈ運送事件・大阪府労委平27.
7.28命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-91
誠実交渉義務 休業命令等を議題とする団交における
会社の対応が不当労働行為とされた例（エスデイ製作
所事件・茨城県労委平27.5.19命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-92
誠実交渉義務 一時金の団交において販売費および一
般管理費の内訳を開示しなかったことが不当労働行為
とされた例（神明解体工業事件・兵庫県労委平28.2.18
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-86
誠実交渉義務 団交における会社の発言が労組の理解
と異なっていたとしても，会社の対応を不誠実という
ことはできないとされた例（神明解体工業事件・兵庫
県労委平28.2.18命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-86
誠実交渉義務 組合員らの処遇回復等を議題とする団
交に誠実に対応しなかったこと，および大学改革再編
構想の説明等を求める団交に応じなかったことをいず
れも不当労働行為とした初審命令が維持された例（学
校法人尚美学園〔大学改革再編等〕事件・中労委平27.
10.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-88
誠実交渉義務 パイプ事業部の縮小に伴う組合員の雇
用および労働条件に関する団交における会社の対応が
不当労働行為に当たらないとした初審命令が維持され
た例（日本ロール製造事件・中労委平28.1.6命令)

……1134-94
誠実交渉義務 賃金要求に対して全従業員との個人面
談後に回答するとしたことなどは不当労働行為である
として初審命令が変更された例（日幸製菓事件・中労
委平27.11.18命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-95
誠実交渉義務 夏季一時金を議題とする団交における
会社の対応は不当労働行為に当たらないとした初審命
令が維持された例（日幸製菓事件・中労委平27.11.18
命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-95
誠実交渉義務 24年冬季一時金要求等を議題とする団
交における会社の対応が不誠実団交に当たらないとし
た初審命令が取り消された例（沖縄セメント工業事
件・中労委平28.3.2命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-93

誠実交渉義務 団交で使用する言語および通訳者の手
配に関して，労使の見解に相違があるところ，使用者
が自ら示した条件に固執し，それ以外では団交に応じ
ないとしたことが不当労働行為とされた例（国立大学
法人東京学芸大学事件・東京都労委平28.7.19命令)

……1141-91
団交応諾義務 学園が団交における労組側出席者を7
名以内とすることを求め，労組がこれに応じないこと
を理由に団交を拒否したことを不当労働行為とした初
審命令が維持された例（学校法人暁星学園事件・中労
委平28.6.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-86
誠実交渉義務 未払残業代等の労働条件，事業廃止お
よび組合員の解雇等を議題とする団交申入れに対する
会社の対応が不当労働行為に当たらないとされた例
（エスト事件・神奈川県労委平28.5.26命令)

……1143-87

◆支配介入
支配介入発言 申立人組合の申し立てた駅前センター
長の発言がいずれも不当労働行為に当たらないとされ
た例（ＮＨＫ〔名古屋放送局・地域スタッフ〕事件・
東京都労委平27.8.25命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-164
介入 取引先会社における派遣業務が終了した組合員
Ｘ4に対し，教育訓練を受講させずに自宅待機を命じ，
給与を減額支給したことを不当労働行為とした初審命
令が維持された例（アドバンストコミュニケーション
テクノロジー事件・中労委平28.6.1命令)㌀㌀㌀㌀1136-168
組合員のチェック・オフ中止 被申立人である市が，
事務手数料徴収にかかる契約の締結に応じないことを
理由に組合費のチェック・オフを中止したことが不当
労働行為とされた例（泉佐野市〔チェック・オフ〕事
件・大阪府労委平27.7.28命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-165
寸志の支給 労組と協議することなく従業員に金員を
支給したことおよび金員を議題とする団交に応じない
会社の対応が不当労働行為とされた例（Ｈ運送事件・
大阪府労委平27.7.28命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-91
懲戒処分 組合員2名に指導書・注意書を交付したこ
と，暴行を理由にＸ2を出勤停止処分に付したこと等
が不当労働行為に当たらないとされた例（エスデイ製
作所事件・茨城県労委平27.5.19命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-92
個別の雇用契約更新回数制限等の提示 臨時職員であ
る組合員の雇用契約更新に当たり，組合と交渉するこ
となく，組合員に雇用契約更新回数の制限などの条件
を個別に提示したことが不当労働行為に当たらないと
された例（埼玉県国保連合会事件・埼玉県労委平27.10.
22命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-87
組合掲示板設置不許可 組合との協議手続きを経るこ
となく，組織変更を理由に便宜供与を廃止したことが
不当労働行為とされた例（ＪＲ東海〔伊勢運輸区〕事
件・三重県労委平27.10.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-88
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減率等の適用 勤務成績が良好でないとして組合員に
対する期末手当を減率して支給し，定期昇給に欠格条
項を適用したことが不当労働行為に当たらないとした
初審命令が維持された例（ＪＲ東海〔賞与等減率等〕
事件・中労委平27.10.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-92
介入 通勤中の交通事故の後遺症を理由に，組合員
Ｘ2を大型トラックドライバーからパソコン解体開梱
作業等に配転し，配転に伴ってＸ2の賃金を減額した
ことが不当労働行為に当たらないとされた例（Ｐ社〔配
転等〕事件・兵庫県労委平27.12.24命令)㌀㌀㌀㌀㌀1130-90
懲戒解雇 確定判決に基づく債権差押命令の申立てを
理由に組合員1名を懲戒解雇したことが不当労働行為
とされた例（Ｔ社〔懲戒解雇〕事件・大阪府労委平27.
10.23命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-93
チェック・オフ廃止 長期間継続してきた組合費の
チェック・オフ協定を廃止すると通告したことが不当
労働行為とした初審命令が維持された例（大阪市
〔チェック・オフ〕事件・中労委平27.11.18命令)

……1132-87
チェック・オフ廃止 初審命令を変更し，救済方法と
して文書交付のみを命ずることが相当とされた例（大
阪市〔チェック・オフ〕事件・中労委平27.11.18命令)

……1132-87
組合員である教員に対する任用差別 組合のビラ配布
活動に参加したことを理由に組合員Ａ2を大学院教育
学研究科長に任命しなかったことが不当労働行為とさ
れた例（国立大学法人福岡教育大学事件・福岡県労委
平28.1.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-92
組合員である教員に対する任用差別 未払賃金請求訴
訟の原告となっていることを理由に組合員Ａ3を教育
研究評議会評議員に指名しなかったことが不当労働行
為とされた例（国立大学法人福岡教育大学事件・福岡
県労委平28.1.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-92
協定書の締結拒否 道路交通法により免許停止となっ
た市営バス乗務員である非常勤職員の失職に関する協
定締結に応じなかった市の対応が不当労働行為とされ
た例（高槻市〔交通部〕事件・大阪府労委平28.1.8命
令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-93
組合員に対する定年後継続雇用条件 定年退職予定の
組合員2名に対して雇用期間1年，週10時間の勤務形
態，基本賃金月額8万4600円等の短時間嘱託とする継
続雇用条件を提示したことが不当労働行為に当たらな
いとされた例（学校法人九州電機工業学園事件・福岡
県労委平28.4.15命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-90
組合員に対する増務割当差別 バス乗務員である再審
査被申立人組合員Ｘに対し，他の従業員と差別して残
業扱いとなる乗務(増務）を割り当てなかったことが
不当労働行為とされた例（東急バス〔残業割当・第2・
審査再開〕事件・中労委平28.3.16命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1137-92
時間外労働差別 組合員Ａ1の時間外労働について，

和解協定を履行せず，団交における合意に反して，非
組合員Ｃ1と差別したことが不当労働行為とされた例
（Ｑ社事件・兵庫県労委平28.4.21命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-92
組合事務所貸与差別 本社の新社屋移転に際し，申立
外Ｇ労組に組合事務所を貸与しながら，申立人労組に
貸与しなかったことが不当労働行為とされた例（神戸
ヤマト運輸事件･兵庫県労委平28.8.18命令)㌀㌀㌀1141-90
配車差別 被申立人会社の受注した業務をグループ内
の他社に優先配分することにより，会社の従業員であ
る組合員に対する配車を減らし，同人らの賃金を減少
させたことが不当労働行為とされた例（小竹運輸ほか
3社事件・茨城県労委平28.3.29命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-88

◆救済手続き
当事者適格 被申立人協会と業務委託契約を締結して
契約取次業務等に従事する地域スタッフが協会との関
係で労組法上の労働者に当たるとされた例（ＮＨＫ〔名
古屋放送局・地域スタッフ〕事件・東京都労委平27.8.
25命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-164
当事者適格 会社から業務を受注している個人事業主
Ｘ2は会社との関係で労働者性が認められず，また，
会社はＸ2に雇用されているＸ3らとの関係で使用者
性が認められないから，Ｘ2およびＸ3らの加入した組
合の申し入れた団交に応じない会社の対応は不当労働
行為に当たらないとされた例（東京航業研究所事件・
東京都労委平27.10.20命令)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-93
救済方法 救済方法としては，組合員の減少等の事情
変更から文書手交が相当とされた例（ＪＲ東海〔伊勢
運輸区〕事件・三重県労委平27.10.21命令)

……1126-88
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新春座談会

・最近のハラスメントをめぐる判例動向
～企業の防止対策と課題～

木下 潮音（弁護士）
徳住 堅治（弁護士）
田代 英治（社労士・

クオレ・シー・キューブ相談員）
山本 圭子（司会・法政大学講師）

……1123-6

協議会報告

・東京地裁労働部と東京三弁護士会の協議会〈第
13回〉
～労働審判の運営等を中心として～

……1128-5

判例研究

・公務員の懲戒免職処分と退職手当
～飲酒運転に係る3つの事例を対象として～

九州大学 名誉教授
安藤 高行……1125-5

判例解説

・「内規」の法的性質とそれに基づく退職功労金の
権利性
～ＡＮＡ大阪空港事件（大阪高判平27.9.29労
判1126号18頁）を素材として～

岩手大学 准教授
河合 塁……1144-5

遊筆－労働問題に寄せて

・流行語の役割と学校教育のあり方

専修大学法科大学院 教授
小宮 文人……1123-2

・「調和の時代」における派遣労働の適正化
安西法律事務所 弁護士
木村 恵子……1124-2

・労働委員会今昔物語
三島法律事務所 弁護士
三島 卓郎……1125-2

・一億総活躍社会の実現と労働問題
神戸中央法律事務所 弁護士
石丸 鐵太郎……1126-2

・ほど遠い「ディーセント・ワークの実現」
中神戸法律事務所 弁護士
本上 博丈……1127-2

・セーフティネットの再構築
中央大学法学部 教授
新田 秀樹……1128-2

・「マタハラ」の社会問題化とディーセント・ワー
ク

小島妙子法律事務所 弁護士
小島 妙子……1129-2

・判例集には掲載されない労働事件
市民共同法律事務所 弁護士・

名古屋大学 研究員
塩見 卓也……1130-2

・労働法教育のこれまでとこれから
千葉大学法政経学部 教授
皆川 宏之……1131-2

・労働審判制度と弁護士会の役割
弁護士法人房総法律 弁護士

小林 幸也……1132-2
・労使紛争解決制度は労働者の権利のために

埼玉総合法律事務所 弁護士
髙木 太郎……1133-2

・グローバル時代の日本の人事マネジメントの方
向性
(株)田代コンサルティング 代表取締役・
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社会保険労務士
田代 英治……1134-2

・「集団化」と「社会問題化」
北大阪総合法律事務所 弁護士

鎌田 幸夫……1135-2
・労働契約法20条違反の法的効果

旬報法律事務所 弁護士
徳住 堅治……1136-2

・時代の変化を的確に捉え，新たな運動の発信を
連合顧問・連合総研理事長
古賀 伸明……1137-2

・Ｍ＆Ａにおける労働問題と弁護士の関与
鳩谷・別城・山浦法律事務所 弁護士

山浦 美卯……1138-2
・労働法の「専門家」

弁護士法人 淀屋橋・山上合同 弁護士
木村 一成……1139-2

・長澤運輸事件地裁判決のインパクト
松下法律事務所 弁護士
松下 守男……1140-2

・障害者雇用における「合理的配慮」再考
明治大学法学部 教授
小西 啓文……1141-2

・六本木ヒルズでワークルール教育推進法を語る
横浜法律事務所 弁護士
小島 周一……1142-2

・「労」も「使」もいない「労使関係」法の世界？
名古屋経済大学 准教授
榊原 嘉明……1143-2

・秋の夕暮れに
労働政策研究・研修機構 研究員

池添 弘邦……1144-2

労働法令関連News

・平成27年「高年齢者の雇用状況」の概要（6月
1日現在）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1123-168

・平成26年「就業形態の多様化に関する総合実態
調査」結果の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-94

・過労死防止対策大綱の閣議決定㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1124-95
・平成27年「労働組合基礎調査」結果の概要

……1126-95

・労働政策審議会「職業安定分科会雇用保険部会」
報告（概要）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1126-96

・労働政策審議会建議「仕事と家庭の両立支援対
策の充実について」㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1128-96

・事業場における治療と職業生活の両立支援のた
めのガイドライン㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-95

・労働政策審議会職業安定分科会雇用対策基本問
題部会報告書「今後の高年齢者雇用対策につい
て」㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1130-96

・「雇用保険法等の一部を改正する法律」の成立
㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-95

・「女性の活躍促進に向けた配偶者手当の在り方
に関する検討会」報告書の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-94

・「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金
の活用に関する取組指針」（概要)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1132-96

・「組織の変動に伴う労働関係に関する対応方策
検討会報告書」の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-94

・「民間人材ビジネス実態把握調査（職業紹介事業
者）」結果の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1133-96

・「外国人雇用状況」の届出状況（平成27年10月末
現在)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1134-97

・「女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画
の策定届出企業数」のとりまとめ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1135-95

・平成27年度「個別労働紛争解決制度の施行状況」
……1136-172

・平成27年度「ハローワークにおける求人票の記
載内容と実際の労働条件の相違に係る申出等の
件数」の公表㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-174

・「雇用仲介事業等の在り方に関する検討会」報告
書〈全文〉㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1136-175

・平成27年度「過労死等の労災補償状況」（概要)
……1137-95

・中小企業における労働条件の確保・改善に関す
る公正取引委員会・経済産業省との通報制度等
について（改正 平28.6.3基発0603第2号)

……1137-97
・平成27年「労使間の交渉等に関する実態調査」
結果の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-96

・平成27年度「使用者による障害者虐待の状況等」
結果の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1139-94

・介護休業制度における「常時介護を必要とする
状態に関する判断基準」に関する研究会報告書

労働判例2016. 12. 15（No.1144）付録 55



……1139-96
・平成27年度「雇用均等基本調査」結果の概要

……1140-94
・会社分割に伴う労働契約の承継等に関する法律
施行規則の一部を改正する省令等の施行につい
て（平28.8.17基発0817第1号)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-95

・事業譲渡又は合併を行うに当たって会社等が留
意すべき事項に関する指針（厚生労働省平28.8.
17告示第318号)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1141-96

・平成28年版「過労死等防止対策白書」（平成27年
度年次報告）の概要㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1142-94

・平成27年「転職者実態調査」結果の概要（27年
10月1日現在)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-92

・「子の養育又は家族の介護を行い，又は行うこと
となる労働者の職業生活と家庭生活との両立が
図られるようにするために事業主が講ずべき措
置に関する指針」の一部改正（平28.8.2厚生労
働省告示313号)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1143-93

労働審判ダイジェスト

・同僚へのパワハラ嫌疑により精神疾患発症・休
職，休職期間満了により自主退職扱いとされた
申立人Ｘが，相手方Ｙ社に対し，地位確認およ
び損害賠償の支払いを求めた事案につき，パワ
ハラ行為があったと認定できなかったことおよ
び合意退職の確認，解決金を支払う等の調停が
成立した例（札幌地裁平27(労)○号・平27.12.
○)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1125-95

・前労働審判の調停内容の遵守，職種変更の撤回，
休職期間満了を理由の退職処分の無効等を求め
た事案において，事業主都合による合意退職の
確認および解決金の支払いを内容とする調停が
成立した例（京都地裁平27(労)36号・平27.10.
8)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1131-94

・トラック運転手の1回の交通事故を理由の解雇
につき，解雇無効確認，損害賠償等を求めた事
案において，会社都合による労働契約の合意解
約および解決金の支払いを内容とする調停が成
立した例（福岡地裁平27(労)85号・平27.9.11)

……1133-93
・相手方Ｙ社が形式上雇用扱いとしていた申立人

Ｘとの雇用契約を解除したことは無効であると
のＸの申立てにつき，Ｘ・Ｙ社間の法律関係が
労働契約であったとは認めがたいとしＸの請求
が棄却された例（札幌地裁平28(労)48号・平28.
6.7)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1138-94

・相手方Ｙ社の新社長が進める社内改革に反発し
た定年後再雇用の申立人Ｘの雇止めにつき，Ｙ
社都合による退職の確認およびＹ社からの解決
金の支払いなどの調停が成立した例（横浜地裁
平28(労)59号・平28.5.17)㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀1140-92

・業務外事故で後遺障害を負い休職後復職した申
立人Ｘに対する相手方Ｙ社による賃金減額につ
き，Ｘが事故前と同じ内容・勤務形態の業務に
就くことを了承することを前提に，Ｙ社は遡っ
て2年分の復職前の賃金額との差額の支払いお
よび復職前の賃金額に戻すなどの調停が成立し
た例（札幌地裁平28(労)○号・平28.8.6)

……1142-92
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